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　──一日目。14時10分。

　五時間目終わりのチャイムが鳴った瞬しゆん間かん、教室にいた筈はずの浦うら河かわ郁いく美みは他の生徒同様に体に激げき痛つうを感じ、気がついた時には生徒玄関にいた。

「はて、これはどういうことなのだろうね」

　全くおかしなことばかり起こる。やれやれと肩を落とすと、親友の東ひがし藻も琴こと音ねが自分の側に倒れていた。どうやらなんらかの作さ用ようが働いて教室から飛ばされたらしい。よくもまぁ馬ば鹿かげたことばかり起こるものだと思った矢や先さき、背はい後ごから誰だれかの鋭するどい視線を感じた。

　自分に対しての明らかな敵てき意いの視し線せん。憤ふん怒ぬ。憎ぞう悪お。

　郁美は振り向こうとして、けれど手を後ろにひねりあげられて身動きがとれなくなった。

「琴音、逃にげなさい！」

　咄とつ差さに声を張り上げたが、首筋に冷たいものを押し当てられて息を殺した。

　チキチキチキ。

　カッターナイフの刃が押し出される音を、耳が拾った。

　一体誰が？　誰が自分に刃物を向けている？

　郁美は視線だけで肩越しにゆっくりと振り返った。そうしてカッと目を見開く。

「君は……」

　郁美のすぐ後ろ。そこには２年４組のクラスメイトが立っていた。

　郁美は驚きよう愕がくに目を見開く。途と端たん、霧きりが晴はれたように頭の中がスッキリと整理された。

　どうして今の今まで、思い出せなかったのだろう？

　今日学校の敷しき地ちに入った時は《　　　》はクラスメイトという認識だった。

　だが、それ以前の記憶の中を探ってみるとどうだろう？

　昨日きのうの時点で２年４組の中に《　　　》という名前の生徒はいただろうか？

　クラス写真に写っているか？　その答えはどちらもノーである。

「浦河郁美は知りすぎた」

　その時、ぞっとする声で相手が言った。郁美は息苦しさをやり過ごして目を眇すがめる。

「その〝知りすぎた〟というのはこのクラスの生徒が一人多いということに私が気がついたことをさしているのかね？」

　訊たずねると、後ろの生徒はこくりと頷うなずいた。郁美は続ける。

「そうだろうとは思ったよ。ところで君はうちの生徒ではないね。君の正体はなんなのだね。それともやはり、君がかの有名な《伯はく爵しやく様さま》なのかね？」

　矢や継つぎ早ばやに訊ねてはみるが、郁美の背後にいる生徒は答えない。代わりに生徒は郁美の首筋に当てていたカッターナイフを一度ひくと、郁美の口の中に布のようなものをぐっと押し込んだ。そして郁美の頸けい動どう脈みやくにもう一度、ぴたりとカッターナイフの刃先を押し当てる。

　……ああ、死ぬのか。郁美は思う。

《学級日誌》を読んだ時からなんとなく、自分はこうなるのだろうと予測はついていた。

　だから天て塩しお文ふみ彦ひこに自分の見けん解かいを託たくしたのだ。

「浦河郁美と〝北きた見み椿つばき〟は知りすぎた」

「……！」

　けれど最後に相手から告げられた言葉を聞いた郁美は目を見開いた。

　問い詰めようとしたがもう遅い。

　首筋からブジャッと音がした瞬間、呼吸が苦しくなり声を発することが困こん難なんになった。

　郁美はその場にどさりと倒れ込んだ。

　赤く染まった視界に、七なな城しろ高校の制服を着た生徒の足元が見える。

　郁美はふと、今年の三月に教員住宅で〝なぜか〟首を吊つって死んでいた恋人のことを思い出した。自殺ということで処しよ理りされたがそれは絶対にありえないことだった。

　なぜならば北見椿は死ぬ一週間前に、『俺と七城を出よう』と自分に言ってきたのだ。

『これから悪いことが起こるかもしれないから俺と逃げよう』と。

『多分、《伯爵様》というのは、ただの伝でん承しようじゃない』そう言ってくれていたのだ。

　琴音……。

　体が冷たくなっていく。郁美は苦しみながらも、自分の側で横たわる親友を見つめた。

　自分が死んだことを琴音が知ったらさぞや取り乱みだして絶望することだろう。

　美少女が泣くところは見たくない。けれどもう自分は動けない。

　郁美は付き合った当初に恋人から貰もらったカエルのマスコットにそっと指をかけた。

　──『郁美』

　どこからだろう？　自分の名前を呼ぶ化学教師の懐なつかしい声が聞こえる。

　都会的な容よう姿し。少しくたびれた白はく衣い。ビーカーでお湯を沸わかすこぽこぽと心地ここちいい音。

　ああ。

　……久しぶりだね先生。

　その頰ほおに涙なみだが流れ落ちた時、浦河郁美の十七年の生しよう涯がいは終わった。
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　雪のように白い腕時計が、04：20amを指している。

「歩あゆむ……」

　休息をとっていた筈はずのクラスメイト全員が目を覚ましている教室に戻った日ひ高だか藍あい作さくは、自分の目を疑った。

　蛍けい光こう灯とうの光が、藍作に背を向けるようにして座すわっている江え差さし歩の姿を嫌いや味みなほど明るく照らしている。その白いシャツの背中中央は、赤く染そまっていた。

　歩の隣となりに座ってあたふたと慌あわてている釧せん望ぼう台だい光ひかるが、藍作の顔を見るなり、「日高君……」と安あん堵どのため息をついている。

「ねえどうしよう。江差君、背中怪我してるみたいで……わ、私なにもできなくて。タッ、タオルくらいしか……な、ないからこれを包ほう帯たい代わりにするしか」

「落ち着いて釧望台、俺が代わるよ」

　藍作は歩の目の前にサッと片膝をつくと、さり気なく光の手からタオルを引き継いだ。

　歩のワイシャツを裾すそからめくりあげて息を吞のむ。

「……なんてことだ」

　歩の肉付きのいい背中には、先の尖とがったようなもので抉えぐられた傷が一線、走っていた。

　裂さかれた皮ひ膚ふの隙すき間まから生なま温あたたかい血が滴したたり落ちている。藍作は強く下した唇くちびるを嚙かみしめたあと、無言で歩の背中の傷口にタオルを押し付けた。ぐっと強く圧あつ迫ぱくして止し血けつする。

　脂し肪ぼうのお陰かげで幸い傷はそこまで深くはなかったが、いち早く病院につれていかなければならないのは誰が見ても明らかだった。

「足、挫くじいただけじゃなかったのか？　《伯はく爵しやく狩り》の前に皆にそう言ったよな？　どうして怪我してること、もっと早く言わなかったんだよ」

「いやぁ～、ごめんごめん」

「俺、こういう噓うそは嫌いだよ歩」

　藍作は肩越しに自分を振り返ってきた歩を睨にらんだ。が、歩はこんな時もニコニコと笑顔を崩くずさない。毒どく気けを抜かれた気分になったが、タオルには血が染み込み続けている。

「なぁに、歩怪我しちゃったのぉ？」

　止血し続けていると、立ち上がった池いけ田だ寧ね々ねが藍作の後ろから顔を覗のぞかせた。

「そうみたい～」

「そうみたいじゃなくてぇ、超してるじゃん。我慢しないで言えばよかったのに」

「悪いけど誰か生徒玄関まで徹てつ星せいと芽め室むろのこと呼びに行ってくれないか」

「僕が行くよ」

　藍作の呼びかけに頷うなずいて未いまだ目を覚まさない東ひがし藻も琴こと音ねの側に座っていた天て塩しお文ふみ彦ひこが教室を出ていった。

　制服の上着は着ていないが、代わりにハート、ダイヤ、スペード、クローバーなどのマークをモチーフにした大きめのパーカーを羽は織おっていた。奇き術じゆつ部ぶの部活用パーカーだろう。

　束つかの間まの静せい寂じやくをおいて、藍作の隣に岩いわ見み沢さわ与よがしゃがみ込んできた。

　泣いてはいない。ただ、怒りと悲しみを孕はらんだ眼まな差ざしは、痛々しいほどに切なかった。

「最初は……最初は化け物から逃げきれたって言って教室に帰ってきたけど、本当は逃げきれなかったんだろ、テメエ」

「逃げきれはしたんだよ～。でも、池田さんの言う通りちょっとドジっちゃっただけで～」

「ふざけんなよ」

　沢与は歩の声を遮さえぎるように、固く握にぎった拳こぶしを床に思い切り叩たたきつけた。

　歩の怪我に真っ先に気がついたのは沢与だった。

　芽室唯ゆいが教室を去ってしばらく経たった頃、ずるりと擦こすれるような音が耳に届いた。見ると、壁際に座った体勢のままで眠っていた歩が横に倒れていた。そこで怪我に気がついた。

　沢与の指先にはまだ、その時に触れた歩の血が付いている。

「本当は背中にざっくり食らってたんだ。でも、あたし達に心配かけるから今の今まで隠してたんだろ！　そういうのは止めろ、痛かったらちゃんと言え！」

「わ～。怒ってるな～、沢与」

「怒るに決まってんだろデブ！」

　沢与は拳をもう一度地面に叩きつけると、それきり萎しおれた花のように力なく項うな垂だれた。

　教室のドアが開いて、文彦につれられた檜ひ山やま徹星と唯が戻ってきたのはそれから１分も経たない時だった。道中事情は聞いていたのだろう。歩の姿を見るなり、徹星はきつく眉まゆ根ねをひそめた。唯はジャージの袖に覆おおわれた両手で口元を押さえている。

「歩、お前なんで……」

「説せつ教きようなら俺と岩見で済ませたから、かけるなら別の言葉にしてやって」

「……はいはいはい。わかりました。けど、人の心読むのやめろよ」

　図ず星ぼしだったらしい。徹星は負ふ傷しようしていない左腕で頭をガシガシ搔かいてから、自分の席に近づいた。鞄かばんの中から新しい包帯を取り出して藍作に投げる。

「ないよりマシだろ。それ使え」

「遠えん慮りよなく。釧望台、手伝ってくれる？」

「う、うん」

　徹星から受け取った包帯で、藍作は歩の背中の傷口を塞ふさぐように強く包帯を巻きつけた。沢与は相あい変かわらず〝萎れた花〟状態でピクリとも動かない。

「徹星の包帯、借りちゃってごめんね～」

「本当な。ここ出たら倍にして返せよ」

「……うん」

「いや、やっぱ三倍返しだな。お前今け朝さ、俺の頭にパンカス落としたし」

　応おう急きゆう処しよ置ちを終えた歩の頭を徹星が軽く小こ突づいた。

　２年４組のマイナスイオン。太りすぎだと周囲からよく注意されている温おん厚こうな江差歩。

　冬とう季きの体育授業時なんかは男子は皆、歩の側にひしっと集まりぬくぬくと暖だんをとっていた。とくべつ口数が多いわけではないが、いるだけで安心感がある。

　そんな歩の突然の負傷に、クラスメイトは動どう揺ようを隠せない。

「で、どうすんのぉ？　歩ここで座ってるより、どっかでうつ伏ぶせでもいいから寝かした方がいいんじゃないのぉ？　なんか見てると心痛んじゃう」

「保健室なんかいいんじゃない？　ベッドもあるし、確か鍵かぎもついてるしさ。まぁ、外からしかかけられないタイプだけどねー」

　清きよ里さと栄えい次じが口を挟んだ。

「じゃあ意味ないじゃん」

　ミシンが置かれた机つくえに軽く腰こしかけた寧々が言う。

　途と中ちゆうまで霧きり立たち朱あか里りが縫ぬっていた作りかけの衣装がミシンに挟はさまっている。ロミオ役の栄次の衣装だろうか？　やや大きすぎる気もするが……。

　……学祭に出たかったなと、今いま更さらながらに藍作は思った。去年、まだこのクラスが１年４組だった頃に行った執しつ事じ喫きつ茶さはアクシデントもあったがそれは楽しいものだった。

　けれどもう、できない。

「我わが儘まま言っていいなら～。ちょっとベッドで寝たいかも～」

「大丈夫だよ歩、元々保健室に行こうって俺話してただろ？　ちょっと早いけど移動しよう。芽室、東藻の熱ってもう完全に下がった？」

「……ううん、まだみたい。むしろちょっと上がってきたかも」

　唯は琴音のつるりとした額ひたいに自分の手を置いて首を振った。その後ろでは文彦が心配そうに顔をひょこひょこ覗かせている。

「じゃあ保健室のベッドは歩と東藻に使ってもらおう。蛍光灯は教室のを持っていくとして。……あと、話の腰を折るみたいで悪いんだけど朗ろう報ほうがある。外にいる八や雲くもと連絡が取れたんだ」

「え？　八雲さん……って、あの〝八雲〟さん？」

　取り出したリップクリームの蓋ふたを外はずす手を止めた光が複雑そうな声で問い返した。

　誰かが喉仏を動かして、ごくりと唾を飲み込んだ音が聞こえた気がした。

　──八雲加か奈な子こ。

　大おお麻あさ千ち晶あきの死の原因。中学の頃に殺人未み遂すいをおかした、犯罪者。

　クラスメイトが各おの々おの様々な表情を浮うかべながら、藍作を素早く見つめた。なにか言おうとして徹星が「おい、それ」と口を開いたが、栄次がゲーム機を掲げてそれを遮る。

「下へ手たな希望を持たせたら困ると思って、藍作も含ふくめて皆には黙だまってたんだけどさ。俺、旧校舎に来る前に加奈子ちゃんとすれ違ったんだよね。その時このゲーム機で、『ひと夏の恋こい時雨しぐれ～初恋ファンタジア　僕と彼女の14週間～』っていう、キャラクター性もさることながらストーリーもサントラも素す晴ばらしいギャルゲーしながら歩いてたんだけど」

「栄次、ゲームの詳しよう細さいはいいから」

「布ふ教きよう活かつ動どう撃げき沈ちんなのです！　とにかくそれでさ、旧校舎に来て一番最初の休み時間のチャイムが鳴った時、このゲームの液えき晶しよう画面に一いつ瞬しゆん砂すな嵐あらしが走ったんだよね。その時にスピーカーから加奈子ちゃんの声が聞こえてきたんだ。……多分、チャイムが鳴った時に外にいた加奈子ちゃんが発した声だと思う。それから何度かゲームの液晶画面に砂嵐が混じることがあったんだけど、その間は加奈子ちゃんの声は聞こえなかった……で、俺が辛しん抱ぼうづよーくコンタクトとれないかなって思っていじってたら、さっきようやくコンタクトが取れたってわけなんだお」

「取れたってどんな風にぃ？」

「音質は悪いけど、お互たがいの機械を通してなら声が届くって程度かな。百ひやく聞ぶんは一いつ見けんに如しかずっていうし、実際に聞いてみる？　加奈子ちゃんには今寮に行って男女それぞれの部屋割り表を確認しに行ってもらってるんだ。この中に一人知らない生徒がいるんだったら、その生徒は十じつ中ちゆう八はつ九く、寮の中に部屋を持ってないからさ」

「そそそそ、そんなこと、いつ八雲加奈子に頼んだんだよ」

「沢与ちゃんが俺と藍作のこと廊下まで呼びに来てくれた時に、手て短みじかにだけど俺達の今の状況も伝えておいたよ。だって、指先に血を付けた同級生が現れたその場で、外とコンタクトが取れましたって言っても場を混乱させるだけじゃん」

　どもる歌うた内ない宗そう介すけに説明しながら栄次はゲーム機のスリープモードを解かい除じよした。

　ゲーム機のスピーカーからザザザッとノイズ音が流れ出す。

「メーデーメーデー。こちら清里栄次。加奈子ちゃん、そろそろ寮についた？」

　ゲーム機に元々付ふ属ぞくされていたスピーカーマイクに向かって栄次が喋しやべりかける。

　沈ちん黙もくが数秒過ぎる。おいて、ゲーム機から声が漏もれた。




〈……まだ〉




　その声を聞いて、教室内の生徒はそれぞれサッと顔を見合わせた。空気が変わる。

「ややっやや、八雲加奈子だ！　はは、犯はん罪ざい者しやの！」

　驚いた宗介が思わず立ち上がった。猫ねこ背ぜの姿勢のまま、栄次のゲーム機を穴あながあくほど凝ぎよう視しする。そんな宗介の様よう子すをそっと視界に入れながら寧々が「えー、こわぁい。加奈子っておとな達とグルなんじゃないのおー？」と非ひ難なんする。

「加奈子ちゃん、無事なの……っ!?」

　一方、加奈子とまだ交流のある唯が真っ先に栄次の元に駆かけ寄った。

　画面は砂嵐で埋うまっていたが、スピーカーから漏れる声は聞き取れた。

〈無事もなにも意味がわからない。目覚めたらこんな時間になってるし。旧校舎近くに倒れてるし……。アンタら集団であたしになんかしたの？〉
















「しないよ！　そんなことより《伯爵様》が現れて私達今……」

「ちょっと唯どぉしたのよ急におっきな声出しちゃって。らしくないよぉ？」

「だって加奈子ちゃんが外にいるってことは外に出る手段があるかもしれないんだよ。寧々ちゃんだって疲れてるよね？　隠しても私わかるよ。早く帰りたいでしょ？」

「……そうだけどぉ」

　必死に弁を繫げようとする唯の細腰に両腕を回したままの寧々は苦笑した。

「けど外にいるのって、あの八雲加奈子なんでしょぉ？」

　栄次のゲーム機を見遣る寧々の視し線せんはどことなく失笑を含んでいる。

　藍作はそれにかまわずゲーム機を媒ばい介かいとして加奈子に問いかけた。

「八雲、さっきも言ったけど男子寮は裏口近くの共用炊すい事じ場ばに繫つながる窓が予あらかじめ開けてあるから。おとなも知らないこどもだけのルールだ。中に入ったらエントランス横にかかってる部屋割り表を見てくれ。女子寮のことはわからないから任せることになるけど……」

〈そんなことより《伯爵様》ってなんだよ〉

「それはさっきも説明しただろ」

〈《伯爵様》が現れて、旧校舎にクラス全員閉じ込められてて、尚なお且かつ化け物が襲おそってきて何人か犠ぎ牲せいになりましたってやつ？　……全員頭どうかしてるよ〉

「まぁ普通そうなるよね。俺が加奈子ちゃんの立場でもそう言うかな」

　栄次が頷く。加奈子が不信感を抱くのも無理はない。彼女は旧校舎の現状を目まの当あたりにしていないのだ。一体どう伝えれば信じてもらえるのだろう？　藍作が頭を悩なやませる……そんな時だった。沢与が栄次の腕を摑つかんでゲーム機を覗き込んだのは。

「八雲頼む、助けてくれ。歩がやばいんだ」

〈助けてって……なにが〝助けて〟なわけ？〉

「だから歩が」

〝死んでしまうかもしれない〟

　──続きの一言を、沢与はどうしても口に出せない。

　言葉を濁にごす沢与に向かって、栄次がぎこちない声で「大丈夫だよ」とフォローする。そう言う割には自信がなさそうだった。

　状況を察さつしてくれたのかはわからない。が、加奈子は淡たん々たんと、

〈……見てくるには見てくるよ。でもそれだけだ。確認したらあたしにはもうかまうな〉

　それだけ言うとこちらとの通信をいともたやすくブツッと切った。

　その躊躇ためらいのなさが恐ろしく、そして切ない。

「……どうなったの？　もう加奈子ちゃんと通じないの、清里君」

「ううん。一度切ってもちゃんと繫がるよ。でも加奈子ちゃんには整理する時間が必要かもしれないよね。だって加奈子ちゃんはこの件に直接的に巻き込まれてないんだもん」

「持ってる緊きん張ちよう感かんの重さが八雲と俺達とじゃ違うんだ。そこは仕方ない。けど八雲も多分今の状況がおかしいって少なからず思ってる筈だよ」

　身軽な動作で机にのぼり、蛍光灯に両腕を伸ばしながら藍作が述のべた。藍作が蛍光灯を取り外そうとしているのに気がついた光が小走りで電気のスイッチを消しに行く。

　暗くなった教室内。

　すぐに何人かの生徒が携帯電話のバックライトを作動させて藍作の手元なり自分の足元なりを照らしたが、数名のクラスメイトは藍作に向かってやはりなにか言いたげだった。

　それに気がつかないフリをしながら藍作が作業を進めていく途中、

「八雲加奈子が、きょきょきょ協力、しぅ、してくれるって全員本気で思ってるのか」

　出だしの裏返ったその声は、女子のヒステリーを連想させた。

　唯に張り付いたままの寧々が声のする方に素す早ばやく携帯のバックライトを向けると、細い首にカメラのストラップを重そうに下げた宗介が、クラスメイトを見回していた。

　闇やみの中でもわかる。顔色が、ひどく悪い。

「こんな状況だ、頼らねえわけにもいかないだろ」

　宗介の質問に護身用のケレンハンマーを軽く振っていた徹星が返した。

「それとも宗介、お前この中から出たくねえの？」

「ででで出たいに、決まってるだろ！　でででも、檜山は高校からこの町に来たから知らないんだ！　八雲加奈子が中学の頃に殺人未遂を、おか、おかした話を！」

「はいはいはい、知ってる知ってる。そんくらい耳に入ってるわ。大麻千晶をイジメてたかもしれないって話もな。けど、ただじゃれ合ってただけかもしれねえじゃん」

　あくまで深刻さを欠かいた口く調ちようで徹星が続ける。

　宗介はいつも以上に背を丸めたまま、不ふ審しんげに徹星を睨みつけた。

　……なぜそう簡単に八雲加奈子に信頼をおくことができるのか？

「こんな時に檜山君も歌内君もやめよ？　折せつ角かく加奈子ちゃんが動いてくれてるんだし」

「そ、そそそそういう芽室もどうせ犯罪者の肩、ももも持ってるんだろ？」

「持つ持たないの前にね、私は加奈子ちゃんがひどいことをする子には見えないから……」

「……宗介さ、さすがにちょっと休んだ方がいいんじゃない？　第二の朱里ちゃんみたいにきっついヒステリー起こされたら困るしさー」

「……だだ大体、清里も怪あやしいだろ！　日高と揃そろって、ふた、二人で廊下で喋ってただろ」

「なになに次は俺に来ちゃう感じ？　まぁ唯ちゃんに攻撃いかないなら俺に八つ当たってくれてもいいけどさ。でもその代わり俺がおすすめするアニメ観てくれる？」

「誰が観るかよ、バ、バカ！」

「皆マジで俺にだけ厳しいが、なぜなのか」

「本当は二人して……八雲加奈子と組んで、脱だつ出しゆつしようとしてるんじゃないか？　本当は最初から八雲加奈子とは連絡がついてて、俺達を騙だましてたんじゃないか」

　昨日、体育館で寧々に言われた言葉が宗介の胸を塞ふさぐ。




〝なにか隠しごとをしているんじゃないか？〟




「し、ししし、信用できない……」

　宗介は両手で自分の顔をガリガリと搔かきむしった。

「お、おおお前ら全員、俺の中で信用に値あたいしない……。犯罪者の肩を持つ奴やつを、仲間だとおおおお、思えない」

　自分が声を発する度たびに、クラスメイトの輪の中からどんどん外されていくのを肌はだに感じる。首から下げるカメラが急に、何百キロもある石のように重くなった気がした。

　……なんだよ。なんなんだよ。

　どうせ他の奴らも八雲加奈子のことは信用していないくせに、どうして俺が誰かの考えていることを代だい弁べんしただけでこんな仕し打うちを受けなきゃならないんだ。

　誰かの気持ちを声に出して、代わりに言ってあげただけじゃないか。

「八雲の肩持ったらダメか、宗介？」

　宗介の顔に引っ搔き傷ができる中、声を発したのは非難されている本人だった。

「八雲のこと信用したいって思ってちゃダメか？　宗介」

　藍作は蛍光灯に腕を伸ばしたままそっと宗介を見下ろした。

　どこか冷たい印いん象しようを与える一ひと重え瞼まぶた。けれどそこに宗介に対しての非難は含まれていない。

　宗介はさっと顔を横に向けた。藍作の優しすぎる視線を強く感じてさらに縮ちぢこまる。

「ややっ、ややや八雲加奈子は犯罪者な、ななな、なのに。犯罪者がクラスメイトのことを手助けをするって本気で思ってるのか日高は」

「少なくとも最低限のことはしてくれるんじゃないかって思ってるよ、俺は」

「……おかしい。ひひひひ、日高は、とととと、特におかっ、おかしい」

「おい、宗介」

　宗介の非難めいた発言が続く。徹星が表情をしかめたが、藍作が「いいよ、徹星」とさらにそれを窘たしなめた。宗介は続ける。いや、続けざるを得ない。

「こ、ここここんな状況になって、八雲加奈子のことをそんなに簡単に信じられるのおかっ、おかしいだろ！　だ、だだだってや、八雲加奈子だけこのきゅっ、旧校舎に閉じ込められてないんだぞ、もしかしたら、おとな達とグルかもしれないのに！」

「確かにぃー、それは宗介の言い分も正しいかもぉー」

　唯の腰に巻きついたままの寧々が暗がりの中、潜んだ笑みを浮かべた。

「寧々も、昨日から日高は簡単に加奈子のこと信用しすぎだと思うな。だってどう考えたって加奈子、怪しいじゃん。どうして加奈子だけ逃のがれることができたのぉ？」

「確かにそうかもしれないけどさ、疑ってたらキリないんじゃない？」

「栄次も随分加奈子の肩持つねぇ。あーいう愛あい想そうのないガサツっぽいのがタイプなんだぁ」

「やけに俺に突っかかってくるね、寧々ちゃん」

「だってぇー、栄次のことも怪しいって寧々思うもん。大体、加奈子とコンタクト取れそうだって思った時点で、寧々達に教えてくれればよかったじゃん」

「〝だってぇー〟、変な期待持たせたくなかったんだお」

　寧々の口くち癖ぐせを真ま似ねしながら栄次が微笑ほほえむ。

　からかっているのか素すで対応しているのかわからない反応の仕方に寧々は出方を失った。

　……できればここで、栄次に疑いの念をかけて孤こ立りつさせたかったのに。

「確かに悪い話も出てるけど俺は八雲の肩を持つよ。でもそれは宗介に対しても同じだ」

　藍作は取り外した蛍光灯を持ちながら、10名のクラスメイトをメガネ越しに見下ろした。

　……随分人数が減ってしまったと思う。

「俺はクラスメイトに対して例外なんて作らない。全員大事だよ。だから、どんな些さ細さいなことでも俺を頼ってくれてかまわない。八雲も同じだ、俺は八雲のこと……信じてるよ」

「な、ななっ、なんでそんなに、他人のこと信じられるんだよ日高は。そそそっっそそういうのがおかしいんだよ！　ただ、一年と少し一緒に、暮らしてきただけじゃないか。そんな、そ、そんなどうでもいい奴らのことをどうしてそう簡単に信じることができるんだよ！」

「もらわれっこなんだ、俺」

「……は？」

「今、山をおりた町で暮らしてる俺の家族は本当の家族じゃない、母方の親しん戚せきなんだ……歩、少し歩けるか？」

　言いながら藍作は歩の片腕を自分の首に巻きつけて立ちあがらせた。すかさず文彦も逆側に回るがなにせ身長差がありすぎるので、代わりに栄次がそこに入る。

「元は父親と母親と小学生の姉の四人家族だったけど、まだ俺が四歳だった頃、家族全員で乗っていた車が前から来た乗用車に激突して大たい破はしたんだ。両親は即そく死しだった。向こうに乗ってた夫婦も……即死だったって聞いてる。咄嗟に俺をかばってくれた小学生の姉さんもほどなくして亡くなった。その事故で俺だけ一人、生き残ったんだ」

　藍作は数秒口を閉ざしたあと、メガネのブリッジをゆっくりと押し上げた。

　頭の中に、黒と白の鯨くじら幕まくが再び浮かび上がる。

　小さなこどもがその鯨幕を穴があくほどじっと見つめている。それは間ま違ちがいなく、藍作自身だった。

「引き取ってくれた家族は優しかったよ。医者の父親と料理上手な母親。明るい三姉し妹まい。けどどこかで遠慮がある。例たとえば食しよく卓たくで俺にだけ分ぶ厚あつい肉を用意してくれるとか、俺の方が姉より小こ遣づかいが多いとか。俺だけ明らかに特別扱いされる」

　藍作は町にいる家族を思い浮かべた。帰れるものならあの家に帰りたい。けれど……。

「だから俺は俺のことを特別扱いしないクラスメイトが好きなんだ。家族も好きだけど、それよりも皆といる方がずっと気が楽になる。率そつ先せんして、いいこどもを演じなくていいしな」

　言いながら藍作は文彦と視線を合わせた。

「もしも俺が本当の家族のところで育ってたらきっと今みたいになってないし、これからの将来でも医学部を専攻しなかったと思うよ」

「……日高君、それって昨日の朝の話？」

「そう。だから文彦に言ったのは、本当は半分くらい噓かも」

　藍作は無む邪じや気きに笑ってから再び宗介を見み遣やった。

　宗介はショックを受けたような顔をしている。けれどもう、背中は丸まっていなかった。

「俺はクラスメイトのことが好きなんだ。結局ヤンチャされたって問題起こされたって可か愛わいいんだよ。助けてやらなくちゃって思うし、誰一人本当なら幕の裏になんていってほしくない。だから八雲のことを信じる。これでもし外にいるのが宗介だったら俺は、このクラスメイトの中で一番宗介のことを信じたよ」

「……おおお、俺が、旧校舎の外にいてこの《伯爵狩り》を免まぬがれたとしたら、日高は今みたいに、俺を信用できたっていうのか？」

「できたよ。今もしてる」

　藍作は強く頷いた。全員に向かって声こわ高だかに告げる。

「だからもう誰かを非難するようなことは今後一切やめてくれ。もしも八雲が教師とグルだったり、首しゆ謀ぼう者しやに嚙んでたりしたら責任は俺がとる」

「あたしからも頼む」

　ハッキリとした声で告げたのは沢与だった。沢与はよたついた足取りで数歩前に進むと、そのまま地面に跪ひざまずいて額をこすりつけた──潔いさぎよい、土ど下げ座ざだった。

「待って、沢与」

　さすがの歩も痛みを堪こらえて彼女の名を呼ぶ。それを無視して沢与は続けた。

「あたしだって八雲のことを全面的に信用してるか？　って言われたら頷けない。あいつとは殆ほとんど喋ったこともない。でも八雲との繫がりを絶ってほしくない。このまま《伯爵狩り》がうまくいかなかったら歩が危ないんだ。あたしにとっちゃ……一番大事な奴だから」

　歩の写真が入ったロケットペンダントを胸に強く押し付ける。プライドはもうなかった。

　そんなものは、恋人の命の重さと比べるまでもない。

「頼む。百パーセント信用しろなんて言わない。言わないから、八雲との繫がりを絶った方がいいなんて、噓でもいいから言わないでくれ」

「………い、岩見」
















　学校で恐れられている不良の土下座を目の当たりにして、宗介の怒りは殆ど煙けむりと消えた。

　祖母からもらったカメラを両手で抱きしめる。

　なぜだろう？　不ふ思し議ぎとさっきよりも重くはなかった。

「もう気が済んだろ宗介。歩辛そうだし、さっさと保健室行こうぜ」

　景気よさ気に肩を叩かれて、宗介はびくりと身をよじらせた。徹星が、横に立っている。

「藍作と岩見がこれだけ身、削けずったんだ。もうこれ以上削らせたらかわいそうだろ」

　徹星の言葉に、宗介はもう反論の意を唱えなかった。
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　──午前４時46分。七城高校敷地内。

「……見てくるには見てくるよ。でもそれだけだ、確認したらあたしにはもうかまうな」

　それだけ言って、八雲加奈子は旧式の携帯電話のフリップを一度閉じた。

　葉は群むらがざわめく音がやけにうるさい中、学校の敷地内にある寮へと足を進める。

　正直……よく意味がわからなかった。加奈子は混乱していた。

　自分は昨日遅ち刻こくしながらも旧校舎に向かった筈だった、のに、目が覚めると次の日の早朝まで時間が進んでいた。強こわ張ばった体を起こして山やま吹ぶき色いろのパーカーに付いた葉をぱぱっと払いながら立ち上がると、ちょうど旧校舎の裏側に自分はいた。

　なぜ、こんなところに？

　疑問が胸を嚙む。そんな時に、清里栄次から着信が入ったのだ。

「……全員頭いかれてんのかな」

　しかも《伯爵様》が現れた？　確かに自分も、《伯爵様》の存在をまるきり信じてないとは言いきれないが、決して《崇すう拝はいサイド》ではない。それに、化け物？　学級日誌？　クラスメイトが死んだ？　一人多い？　一人になったら願いが叶かなう？

　加奈子は携帯電話を強く握りしめた。それでも、クラスメイトの頼みを無む下げに断ことわらなかったのは日高藍作が察した通り、加奈子にも一いち抹まつの不安というものがあったからだ。

　旧校舎の前に立った時、言いようのない不安に襲われた。うなじがぞくりと粟あわ立だったその時、旧校舎の窓越しに黒い人影が横切ったのを加奈子は確かに見たのだ。

「誰だよ！」

　できるだけ大きな声で呼びかけたが中から返答はない。

　灯りの点ついている教室もあるので中に人がいると思い覗いて見たが、誰の姿も見えないし、生徒玄関の鍵も開かない。

　確かに人の気配がするのに……。

　妙な胸騒ぎを感じながら、加奈子は携帯電話で時間を確認した。

　午前５時２分。普段ならこの時間、寮の表の入り口は施せ錠じようされている筈だが……、

「開いてる」

　辿たどり着いた女子寮の前。観かん音のん開びらきのドアの取っ手をひねると、ドアはたやすく開いた。

　加奈子はそこで、受付窓口の横に大きくスペースを取った掲けい示じ板ばんを見上げた。

　掲示板にはクラスごとに名前が書いてあり、どの部屋に誰が住んでいるかがわかるよう階数と部屋番号が記されているのだが……、

「なに、これ」

　加奈子は自分の頰がみるみるうちに引きつっていくのがわかった。

　２年４組の女子の名前だけ、真っ赤な絵の具のようなもので塗りつぶされている。

　染み込みきらなかった液体が、紙を伝って地面にぽたっ……と垂たれた。

　悪質な悪いた戯ずらの域をはるかに超えている。




　赤い絵の具の色は、血の色にそっくりだった。
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　初めてこの町を訪れたのは小学校５年生の秋。

　父親と母親の所属するサーカス団の巡じゆん業ぎようについて回っていた時だった。




『なにか嫌なことが起こるかもしれない』

　天塩文彦の直感が働いたのは、同じサーカスの空くう中ちゆう曲きよく芸げい師しが、ピエロ姿の文彦の横を通り過ぎた直後だった。同じタイミングで頭痛も走る。

〝漠ばく然ぜんとした不安〟

　その塊はいつも唐とう突とつに文彦の胸を横切っていく。そうして身み勝がつ手てに横切るだけ横切ってあとは文彦に丸投げだ。こんなこと、人にうまく説明できるわけがないのに。

　だから文彦はそれ以上の忠告を彼女にすることはできなかった。

　……いつも自分はこうなのだ。

　人の嫌がることはしないが、その代わり、とくべつなにかを残すこともできない。

　大きな壁にぶつかると、すぐに気持ちが萎なえて諦あきらめてしまう。

　自発性が足りない。自分の口から「ああしたい」「こうしたい」と中々言えない。

　自分とはそういう弱くてズルい生き物だった。

　──空中曲芸師の彼女が交通事故に遭あい、自じ慢まんの右脚を切断する羽は目めになったのはその晩のことだった。







「《私の名前は王おう道どうキラリ！　身長百五十八センチ、体重五十三キロのちょっとぽっちゃり気味の十七歳の女の子！　趣味はコンビニの新作お菓か子しをチェックすることかな。えへへっ》」

「……清里君、なにやってるの」

「折角だからうちの嫁よめの布教活動しようと思ってね！」

　東藻琴音を除のぞいた女子陣が、江差歩の容体を気にしながらも快く用心棒を申し出てくれた岩見沢与と共に、朝の身支度をと男子陣を残して保健室を出て数分経った頃だった。

　教員デスク用とセットになった回転椅子に座っている文彦の頰を誰かがむにっと突いた。目線を右に動かすと、やたら精せい巧こうに作られた美少女フィギュアが文彦に微笑んでいる。

「なー栄次、その気色悪い声真似やめね？　鳥肌とまんねぇんだけど」

　栄次の茶ちや番ばん劇げきに突っ込みを入れたのは、中央に置かれた長ソファに胡座あぐらをかいて、片手で器用に少女漫画を読んでいる檜山徹星だった。……そういえば最近の檜山君は女子から借りた青春恋愛漫画を授業中にこっそり読んでいることが多かったなと文彦は思い出す。

　そんな徹星の前には脚あしの低いテーブルがひとつ。その左手側には小さな流し台と中身が乏とぼしい薬品棚。反対側の壁には、文彦が座っている回転椅子と教員デスクが置いてある。

　保健室の一番奥にはスクリーンカーテンがかかっていて、二組あるベッドは満席だ。

　その近くでは、ゲーム機を持って壁に背をもたれて立っている日高藍作。保健室奥の窓際には、教室での出来事から終始口を閉ざしている歌内宗介が外の景色を眺めていた。

「檜山君その漫画どう、面おも白しろい？」

「あー……主人公の女の周りにイケメンな奴らばっか集まってきてはいるなと思う」

「それが少女漫画の醍だい醐ご味みなんだよ徹星。世の女の子は基本イケメン好きなんだって」

「栄次お前、遠回しに自分のこと言ってんの？」

「いやいや。俺自分の顔は悪くないとは思うけどモテるとは思ってないよ。現に中高で俺に本気で〝好きです〟って言ってきた女の子ゼロだもん。ゲームの中ならめっちゃモテるけどね。世界ってたまに俺のために回ってるんじゃないかな？　って思う時はあるよね」

「回ってないから安心しろ。つうか、モテるって言ったらうちじゃダントツで藍作だろ」

「……あ、ごめん聞いてなかった。なんの話？」

　徹星に話を振られた藍作がゲーム画面から顔をあげた。栄次が裏声で説明する。

「《藍作がお母さんみたいって話だよ。朝ご飯食べないで寮出ようとすると、おにぎり持ってけって怒るよねーっていう》」

「授業中に腹減って気分悪くなってもらったら困るからだよ。ていうか栄次、その裏声やっぱり気持ち悪いからやめた方がいいんじゃないか？」

「ひどい、藍作もああ言うんだよ文彦。なんか言ってやってよ！」

「え、えーと……」

　栄次に肩を揺さぶられた文彦は椅子の上で云うん々うんと唸うなった。藍作はそんなクラスメイトを見て困り果てた表情を浮かべている。が、バカにしている様子は一切ない。

『もらわれっ子なんだ、俺』

　……意外だった。

　この一年と少し、殆ど毎日顔を合わせてきたが、そんな過去を抱えているような素振りを藍作は一度も表に出したことがないように思う。

「なぁ、八雲からなにか新しい連絡入った？」

　文彦が考えていると、漫画をぱたんと閉じた徹星が藍作に問いかけた。

　藍作はスクリーンカーテンをちらっと見たのち、徹星の座っているソファに腰かける。

「まだなにも。こっちから連絡してみても通じないから移動してるのかもしれない」

「けどさっき連絡とってから結構経ってるんだぞ」

「寮の中で腑ふに落ちないことがあったら、次は学校に行ってもらうように頼んではあったんだよ。浦うら河かわが図書室の写真で人数を確認してたって言ってただろ」

「けど問題は加奈子ちゃんがそこまでしち面めん倒どう臭いことしてくれるのかなってとこだよねー」

「それは心配しなくてもいいよ。口ではああ言っても、八雲は結構義ぎ理り堅がたいとこあるんだ」

　藍作は目元を弛める。まるで眩まぶしい光に目が眩くらんでいるような、そんな笑い方だ。

「ところでさ。皆は浦河がどれだけこの《伯爵様》とか、《学級日誌》についての知識があったんだと思う？」

　それからやや前のめりに姿勢を倒して、起きている四人に向かって問いかけた。

　徹星がやはり無ぶ愛あい想そうな口調で「浦河か……」と呟つぶやく。

「俺逹と持ってる情報量はそう変わらなかったんじゃないのか。もしも他に重要なこと知ってたら、文彦に相談した時にもっと付け足して喋ったろ」

「俺も徹星と同じ意見かなー。郁いく美みちゃんを殺した犯人……今のところそれは《伯爵様》っていう存在と同一人物と仮定するけど、《伯爵様》が郁美ちゃんを殺した理由は、郁美ちゃんが〝クラスメイトの数が一人多い〟ってことをハッキリ覚えていたからだと俺は思うよ。けどそれ以上なにか知っていることがあったら、やっぱり徹星の言う通り文彦に話してくれてたと思うしさ。出し惜しみするような子じゃなかったでしょ、郁美ちゃん」

「だけどどうして浦河だけ〝記憶の改かい竄ざん〟が起こらなかったんだろうな」

「だからそれは、北きた見み先生の命日が十七日だからって言ったじゃん徹星。つまり愛だよ愛。郁美ちゃんは愛の力で《伯爵様》に勝ったんだよ！」

　栄次の小こっ恥ぱずかしい最後の台詞せりふに、男子四人は互いに視線を宙でパチッと交差させて、

「……愛かぁ」

「……愛かよ」

「……あ、愛なんだよねきっと」

「……………」

　それぞれどこか居心地悪そうに息を吐いた。

　色いろ恋こいなど一切興味のなさそうな浦河郁美と、あの都会的な容姿をもった化学教師の北見が付き合っていたところを想像するのは全国模試で一位をとるよりも難しい。

　ごほん、と咳せき払ばらいをしてから藍作が話を戻す。

「俺もそう思う」

「〝愛〟が勝ったって？」

「その話題は１分前に終わった！」

　からかってきた徹星を一ひと睨にらみしてから、藍作は肩の力を抜いてソファにもたれかかった。

「多た分ぶん、浦河の持っている知識は俺逹と同じだ。問題は北見の方だ。三月に北見が社宅の中で首を吊ったって聞かされた時は驚いたけど、少なからず変だとは思った」

「あの先生、自殺しそうな雰囲気なかったもんね」

　職員デスク横に置いてある身長計の支し柱ちゆうにぴったりと背をつけて、カーソルを頭の上までカラカラとおろしながら栄次が言った。目盛りは百七十二をさしている。……いいな、僕もあと五センチでもいいから身長欲しいな。ひっそり羨うらやましがりつつ、文彦も「僕もそう思う」と同調した。その右手の甲にはいつの間にか海外のコインが一枚のっている。

　文彦はそのコインを親指で上にピンと弾いて空中でキャッチした。

　手の平を開くと、コインは二枚に増えている。それを素早く何度も反復しながら、

「僕、あの先生が亡くなる前日に自習ノートを提出してたんだ。解けない問題があって相談しに行った時、『その問題の解説の図式がのってるいい本が町の図書館に置いてあるから、もしなんならそれ借りに行ってやる』って言ってくれて……北見先生、土日は必ず町の図書館に行ってたんだって。もしも死ぬスケジュールを立ててたなら、そんなこと普通生徒に言ってくれないんじゃないかなって」

「ていうか文彦、職員室に直に聞きに行ったの？　あそこって、こどもが中に入ったらおとな達すーっごい嫌な空気出さない？　おまけに椅子と机以外マジでなにもないし」

「ううん。北見先生が化学室に一人でいる時に聞きに行ったよ。北見先生くらいだったから……うちの学校で、生徒の質問に答えてくれそうな人って」

　山間部に佇たたずむ七なな城しろ高校。その敷地内にいるおとなはこどもに冷たい。

　けれど北見という教師だけは別だった。

「あいつって確か七城出身の筈だからな。生徒の気持ち汲くんでくれたんだろう、きっと」

「え、そうなの？」

　徹星の何なに気げない言葉に栄次が反応した。

「知らなかったのか？」と、なぜか言い出しっぺの張本人が目を見開く。

「知らないよ。北見先生のことは嫌いじゃなかったけど、出身校まで聞く仲かって言われたら全然。せいぜい、化学式の擬ぎ人じん化か萌もえについて一方的に喋ってドン引かれた程度だよ」

「俺は北見に同情を禁じえない」

「……厳密に言えば、〝シリスギタ！〟のは、浦河もだけど北見先生の方もって考えるのが順当だと俺は思う。北見は《伯爵様》についてなにか知っていた、調べていた、或あるいは知ってしまった。しかも、それはより真相に近いことだったから邪じや魔まになった……」

　藍作はそこまで一息に喋りながら、ふと思った。

「……けど、ちょっと変だよな」

「なにが藍作？」

「いや、うちの学校の図書室って結構本揃ってる方じゃないか？　受験で使う赤あか本ほんも、参考書も文芸書も。第二、第三書庫だって別棟にあるだろ。なのに、わざわざ町まで通うのって面倒じゃないか。読みたい本があったら図書移動で町から取り寄せできるだろ」

　利便性の悪さから七城には三日に一度、出張コンビニとして思し春しゆん期きの生徒が欲しがりそうな物資をのせたトラックが来る。その際に、町立図書館から借りたい本を申しん請せいすれば運んでもらうことも可能なのだ。もちろんそれは、おとなにも使う権利がある。

「そういう制度がしっかり整ってるのに、毎週土日は必ず町におりて本を借りてたのか？　そんなマメな性格か？　よれよれの白はく衣い着てるようなおとなだぞ」

「藍作結構ずけずけ言うねー」

「言葉選んでるだけ時間の無む駄だだろ、察しろよ」

「察してるつもりだお俺は。つまり藍作は、北見先生が町立図書館でなにか調べものしてたんじゃないかって言いたいんでしょ。しかもそれは、七城にいるこども嫌いのおとなが知ったら怒られそうなこと……けどさー、よっぽど《伯爵様》の核心に触れるところまで行き着かないと、殺されるに至いたらないよね」

「なら北見は《伯爵》の核心の深いところまで迫ったってわけじゃねえの」

　栄次のあとに徹星が続いた。

「そこまで迫ってたら、なんらかのメッセージはこどもなり、浦河なりに残してくれてんじゃねえのか？　つうか、付き合ってたんなら浦河にはせめて残すだろ」

「だけど郁美ちゃんはそこに気がつく前に亡くなっちゃったんだよね……あ、じゃあさー。北見先生が住んでた教職員住宅とかは？　なにかあるかもよ」

「それは望み薄だろ。あいつが自殺したあと、確か栗くり山やま達が部屋の中、確認したんだろ。今回の……《伯爵》関連についてのシステムを理解してるおとなが、ヒントなりメッセージなり残ってるかもしれない北見の私物を保管してると思うか？」

　徹星の言い分はもっともだった。藍作は組んでいた手の力を緩ゆるめた。

〝町立図書館〟

　そこの自習室で昔、受験勉強のために夜遅くまで同級生と残っていたあの頃が懐かしい。

「ならやっぱり町立図書館まで出向いてたのかもしれない。あそこならそうそう七城のおとなは立ち寄らないし調べものも長時間できる。浦河にだってメッセージを残しやすいだろ」

「けど日高君、残すってどうやって？」

「もしも浦河や北見が《伯爵様》について調べるとして、図書館に行ったらまずなにをする？　順序的にうちの高校に関して記載してある本を調べるんじゃないか？　七城って確か開校の歴史が古くて大正時代からなんだろ？」

「藍作が言ってた、〝最近の七城に不幸が多い〟ってことも気になるよね。けど……こうやって話を進めている時に改めて言うのもなんだけどさ。この中に《余分な一人》がいて、それがきっと《伯爵様》なんだよね」

　身長計のカーソルがカシャンと上がった。メモリは百八十九センチをさしている。

　栄次はカーソルを見上げながら「嫌だなぁ」と言って、肩をすくめた。

「この中に知らないクラスメイトがいるなんて最悪だお。だってさ、俺本当に皆と過ごした思い出がちゃんとあるんだよね。入学式の日に、琴音ちゃんと寧々ちゃんに制服似に合あうねって褒ほめられたこととか。宿泊研修にオタクＴシャツ着ていったら、ちづるちゃんに爆笑されて、でも千晶ちゃんと光ちゃんにはドン引きされたこととか。テストの点数が悪かった時は、藍作が勉強会開いてくれて徹星と二人で世話になったこととかさ。宗介は行事の時いつも無理やりカメラ係まかされて、しぶしぶ撮ってくれてたけどその写真がどれも皆すごくいい笑顔でさー。体育祭の時はまどかちゃんに、歩と俺の足が遅いって怒られてスパルタで特訓させられたし。淳と青二と三人で徹てつ夜やでゲームしたこともあったよ。

　そうそう、朱里ちゃんはたまに俺にメイクとかしてきたんだよね。俺かなりイケてる美少女に変身したと思う。郁美ちゃんは文学少女なせいか、アニメ話に付き合ってくれたし。沢与ちゃんは俺が熱出した時に、それとなく掃そう除じ当とう番ばん代わってくれたっけ。唯ちゃんと文彦とは一緒にお菓子食べながらだべったことあったし。加奈子ちゃんは深く関わったことはないけどそれでも、一緒の教室で授業を受けてた記憶は確かにある……なのにさ、この中の記憶のどれかは噓なんだよね」

　おかしいよね、俺逹。栄次は首をかしげて苦笑した。

　文彦は手の平の中に溜まった十数枚のコインをまるで魔法のように素早く消してから、スクリーンカーテンに目をやった。藍作もこまめに、二人の容体を窺うかがっている。

　歩の容態は大丈夫だろうか。そして琴音は……。

「もしかしたら徹星と文彦は巻き込まれずにすんだかもしれないのにな」

「え？」

　藍作から突然そう告げられて文彦は疑問符を浮かべた。徹星も首をかしげる。

　藍作は教室から持ってきた学級日誌をパラパラとめくった。

「文彦は中学の時に引っ越してきて、徹星は高校からこっちの土地にやってきた〝途中組〟……つまり二人は元は別の場所に住んでたんだろ？　もしこっちにくることがなければ、こんな危険な目に遭わせなくてもすんだのになと思ってさ」

「……ばぁーか、なに自分のせいですみたいな感じで言ってんだよ。俺も文彦も自分の事情があってこっちに来て、で、この高校受験してんの。お前は一切関係ないだろ」

　負傷していない腕を伸ばして徹星が藍作の頭を軽く叩く。珍しい光景だった。

　どちらかというと、普段は藍作が徹星を叩く回数の方がはるかに多い。

「……だよな。悪い、俺も少し疲れてるのかも」

　藍作は位置のずれたメガネを押し上げた。

「今、自分でもびっくりするくらいかなり弱気になってた」

「よっ、弱気になっても……い、いいんじゃないか」

　その時、窓際の端に寄せられたカーテンの裏から誰かのどもり声が聞こえた。

「日高……今まで、ま、まとめて、くれたんだから。少しくらいは別に……弱くても」

「宗介……」

「い、いいんじゃないか……お、おお俺は、い、いいいと思う」

　驚いた藍作が軽く腰をあげた。宗介は唇をむにゃむにゃと動かしてから、カーテンの裏に素早く引っ込んだ。窓の外が、時間が経つにつれて微かすかにだが明るくなっていく。

「……びっくりしたー。宗介ってツンデレキャラだったんだ。あ、ねえもしよかったら俺のおすすめのハーレムアニメのＤＶＤ貸そうか？　そのアニメ凄すごいんだよ、なんたって出てくる女の子二十一人全員ツンデレなんだお！　マジ神だお！」

「空気の読めねえ奴」

　栄次の間ま抜ぬけな感想を聞いた徹星が心しん底そこ呆あきれた声を出してソファにぼすっと横たわった。

　藍作はしばらく放心したのち、「ありがとう、宗介」と言って、再びソファに浅あさく腰かけた。

　……人と人との絆きずなが結ばれる瞬間を初めて見た。

　文彦は目を瞬いたのち、胸がわぁっと熱くなるのを感じた。

　こんな時に……いや、こんな時だからこそ嬉うれしかった。昨日から殺さつ伐ばつとした空気しか吸っていなかったせいか、些さ細さいなそのやり取りは文彦の弱ったこころを励はげました。

　文彦は膝の上に両手を置いて息を吸い込んだ。保健室全体によく、響くように。

「僕、小学校５年生の時にこの土地に一度、サーカスの巡業で来たことがあるんだ」

「えっ、そうなの？」

　栄次が目を丸くする。文彦は頷いた。

「その時にサーカスの従業員の人が事故に遭って……けどその事故はもしかしたら……僕がもっと勇気を出せたら防げたことかもしれないんだ」

　あの時自分が勇気を出せていたら、彼女は今も自由に宙を飛び跳はねていただろうか？

「けどその事件があった次の日に、サーカスに僕と同じ歳くらいの女の子がやってきたんだ。その日は急きゆう遽きよサーカスの公演は中止になったんだけど、その女の子は僕達の公演を凄く楽しみにしてて……。だから僕、他の皆に内ない緒しよで、その子だけに自分のできるマジックとか、ナイフ投げを見せて教えてあげたりしたんだ」

　文彦は昨日の晩に徹星から貰もらった三本のナイフを思い浮かべた。

「その女の子は僕一人だけしかいなかったショーを見てすごく喜んでくれた。だから僕、この町のこと嫌いにならなかったし、それにもう一度ここに来たいと思ったんだ。綺麗事に聞こえるかもしれないけど僕、七城にきて後悔はしてないよ」

「そいつ、お前の初恋だったんだ」

　素直に感じた心情を述べるように徹星が言った。文彦は顔を真っ赤にして、両手をブンブンと胸の前で振る。

「ち、違うよ……いや違わないかもしれないけど……」

「別にそんなに否定することないんじゃねーの？　この漫画より全然面白いけど」

　徹星はさっきまで読んでいた少女漫画を例にあげた。藍作がさっきの仕返しと言わんばかりに、「そんなこと言ってると、その漫画貸してもらった優しい芽室から怒られるよ」と徹星をからかったが、徹星はひららひらと片手を振ってそれをやり過ごす。

「優しい奴ならわざわざ〝読んだら感想教えてください〟ってメール俺にしてこないだろ。あいつ結構無茶なこと言ってくるんだぞ。少女漫画なんて拷ごう問もんだろ、こんなの」

「あー大丈夫、藍作気にしないで。徹星口ではこんなこと言ってるけど読んだらちゃんと唯ちゃんに感想送ってあげてるから。俺この前、寮の談話室で徹星が難しい顔してメール打ってるとこ見たもん」




「さっき喋ってたことって、全部本当なの？」




　──少女の声がしたのは、栄次がケタケタと笑っていたその時だった。

　奥にかかったカーテンから、ひだの細いセーラー服のスカートが見える。

「ただいまー」

　直後、保健室のドアがガチャリと開いて、身み支じ度たくをすませた女子陣が戻ってきた。が、カーテンから体半分を覗かせて立っている少女を見て、彼女達もまた喉を詰まらせた。

　保健室の中が水を打ったように静まり返る。蛍光灯の灯りが、一度ばちっと明めい滅めつした。

「郁美はどこ？」

　長い眠りから覚めた美少女が、真っ青な唇を動かした。

「私の親友は、どこに行ったの？」
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　東ひがし藻も琴こと音ねが目を覚ますその30分前、本校舎内にある２年４組の教室の戸を音をたてずに開けながら「……なんだっていうのさ、マジで」と八や雲くも加か奈な子こは面おも白しろくなさそうに呟つぶやいた。

　あのあと女子寮りようを出て男子寮の部屋割りも確認したが、そちらも同じく真っ赤な絵の具のようなもので、２年４組の箇か所しよだけ塗ぬりつぶされていた。

　誰だれかの悪いた戯ずらにしては手の込みようが徹てつ底ていし過ぎている。

　結局、寮の自室に戻ることもできず、やきもきしながら今、本校舎にやって来たのだ。一応日ひ高だか藍あい作さくと清きよ里さと栄えい次じに「図書室にある学級アルバムに、誰が写っているか確認してくれ」と言われたのを思い出して……けれど、結果は同じだった。

　学級写真も、はたまた部活の集合写真も、２年４組の生徒が写っていそうな写真は全て赤く塗りつぶされていた。ここまでくるとさすがにおかしい。

　図書館をあとにした加奈子は、誰もいない２年４組の教室の窓まど際ぎわまで足を進めた。

　マナーモードにしている携帯電話が手の中でブルブルと震ふるえている。おそらく、旧校舎の中に閉じ込められているという藍作達からだろうが、加奈子はひとまずそれを無む視しした。

　窓を開けて顔をほんの少しだけ覗のぞかせると、去年の十二月に亡なくなった大おお麻あさ千ち晶あきの慰い霊れい碑ひが見えた。彼女が落ちた場所は奇くしくもこの教室の真下だった。

　ひゅぉおっと吹ふいた風が加奈子の前まえ髪がみをかきあげる。

　加奈子は頭の中で、亡くなったクラスメイトの顔を思い浮かべながらしばしそこに佇たたずんだ。

　本校舎から見える外の景色は、相変わらず鬱うつ然ぜんとして気味が悪い。

「八雲」

　名前を呼ばれたのは、それから５分程経った頃だろうか？

　驚いた加奈子が携帯から顔を上げて振り返った先、開いた教室の戸の隙すき間まから、出で目め金きんのようにギョロリとした目玉を持つ担任教師の栗くり山やまが自分を見つめていた。

「栗山……」

　加奈子は思い切り目を眇めた。

　見回り中なのだろうか？　栗山の右手にはライトの切れた懐かい中ちゆう電でん灯とうがある。

「八雲。お前……こんなに早く旧校舎から戻ってきたのか」

「……なに言ってんの。あたしは旧校舎の中になんか入ってない」

「……入ってない？」

「それよりも旧校舎に日高達を閉じ込めたのってアンタなの？」

　栗山を睨ねめつけながらそう訊たずねた時、懐中電灯のライトが加奈子の顔に当てられた。突然の白い光に網もう膜まくが刺し激げきされ、加奈子は「ちょっと！」と文句を言って思わず目を瞑つむる。

「途中で帰ってきたんじゃないのか？　まさかなにか問題を起こしたのか!!」

　懐中電灯の光がカチッと消えた。瞬間、栗山が加奈子目め掛がけて飛びかかってきた。

　わけがわからず呆あつ気けにとられていた加奈子の体を地面にドン、と押し倒す。

「テメエ！」

　思わず加奈子も激げつ昂こうしたが、栗山は「……おかしい。こ、これはきっと予定外だ」とさっきよりもどっぷり暗い声で呟きながら、加奈子の首に両手をかけてくる。

　どうしてコイツ、あたしに襲いかかってきてるわけ!?　加奈子は声を出さずに叫びつつも両手足を動かして激しく抵抗した。だが、栗山の力は強い。

　加奈子は自分の意識が朦もう朧ろうとしていくのを感じた。苦しみから逃げるように目を瞑ると、瞼まぶたの裏が群ぐん青じよう色に染まっていた。その中を大きなイルカが泳いでいる。

　──最後に水族館に行ったのは、いつだったろうか？

「がっ！」

　鈍にぶい音がして、気絶した栗山が自分の横にどさっと倒れ込んできたのはその最中だった。

〝そいつ〟はおそらくそれで栗山を殴なぐったのだろう、持っていた掃除用の箒ほうきをカランと地面に置いて、転がっている懐中電灯を手に取ると、おそるおそると加奈子を照らした。

　加奈子は喉のど元もとに片手を添えながら、光が眩まぶしいのもかまわず大きく目を見開いた。

「檜ひ山やま……徹てつ星せい？」

　本校舎にいる筈のない生徒の名を挙げる。だが、よく見るとそれは全く別人だった。
















　目の下にくっきりと濃いクマができている。口元には大きなマスク。白いワイシャツに渋い色の柄カーディガンを重ね、下は学生服のズボン。陰いん鬱うつな雰ふん囲い気きを醸かもし出しているその少年が「２年４組の……人？」と口を開くが、その声はボソボソとしていて聞き取りにくい。

　警戒心を込めながら「そうだけど」と一応は加奈子が頷うなずいてやると、少年は「あぁ……そうなんだ。やっぱり」と、やる気の削そがれた瞳で加奈子を見下ろした。

「俺、檜山優ゆう希きって言うんだけど」

　少年はまた、ぼそぼそした声で言った。

「ここに……檜山徹星っていう人いるでしょ。それ、俺の兄ちゃんなんだけど」

　懐中電灯のライトが、カチッと消える。

「俺、兄ちゃんに会いに来たんだ。〝おばさん〟、兄ちゃんが今どこにいるか知らない？」

　檜山優希がそう言った瞬間、加奈子の渾こん身しんのアッパーが優希の顎あごを直撃した。

　……多た分ぶん。いや絶対こいつとはソリが合わない。

　加奈子はこの一瞬でそう、確信した。




　──それから数分後。外。

　雑ぞう木き林ばやしの中に身を潜めながら本校舎を見張っていると、窓ガラス越しに人影が見えた。

　遠目でハッキリとはわからないがおそらく教師陣だろう。

　彼らは自分を探している。加奈子はそう思った。

〈……はぁ？　なんでお前がここにいるんだよ……優希？　優希なんだよな？〉

「だから、兄ちゃんに会いに来たんだって。文化祭の日に遊びに来てもいいよって、電車のチケット実家に送ってくれたのは兄ちゃんだよ」

　甘えるような声がして、加奈子は本校舎からそっと目を離した。隣を見ると、加奈子の携帯電話を耳に当てて兄と通話している檜山優希がいる。その様子を加奈子は疑うたがわしげにジロジロと見つめる。

　しかし……マジで面倒なことになったっぽい。

　加奈子は髪の毛をわしゃわしゃと搔かき回してから、深いため息いきをついた。

　教室で一ひと悶もん着ちやくがあったあと、ひとまず加奈子は檜山徹星の弟と名乗るこの少年をつれて学校の外に出た。聞くところによると優希は数日後に控ひかえる七なな城しろ高校の文化祭時期に、兄に会いに来る予定があったらしい。が、たまたま予定を前倒しして昨日前乗りしてみれば兄の姿は今いずこ。痺しびれを切らして本校舎の職員玄関に入り、通りかかった職員に「２年４組の檜山徹星の弟です」と名乗るや否いなや、教師に追いかけられたという。

　それで、今の今まで教室の掃除用具箱の中に隠かくれつつ、「ここで待っていれば、兄が来るかもしれない」と吞のん気きに待ちぼうけしていればいつのまにか朝になっていた。そうして目を開けた時、栗山に襲おそわれている加奈子の姿が目に入り、しぶしぶ助けてみた、ということ……らしい。

「つうか、しぶしぶってなに」

　つい先ほど優希に説明された内容を思い出して、加奈子は苦い声を出した。

　背負っていたメッセンジャーバッグの中から筒状の細長いものを取り出して口に咥くわえる。

　……これから更に面倒なことになる。そういった漠ばく然ぜんとした不安が胸にあった。

　こういうのは過去に何度か体験したことがある。例えばあの、寒い冬の日とかに。

「あのーおばさん。タバコとかやめてよ」

　加奈子の口元を見て優希が片眉を吊り上げた。

　加奈子は煙の代わりに出る水すい蒸じよう気きをわざと燻くゆらせながら、視線を合わせずに言った。

「タバコじゃない、電子タバコ」

「女子高生のかっこつけって見てて痛いよ……」

「おい、今あたしになんつった？」

「別に」

　この短い間でわかったことは、このガキは使っていない腕は常に服の中にしまっていることと、ボソボソとした聞き取りにくい声の出し方。そして、加奈子並みに口が悪いということだ。

「ねえ、いい加減あたしの携帯返してくんない？　手て垢あかつきすぎて気分悪い」

　加奈子は優希の手から携帯電話を奪い取った。

　これみよがしに携帯電話をパーカーの袖そでで拭ぬぐってから耳に当てる。

「そういうことなんだけど、まずこのクソガキどうすればいいの」

〈そいつ……優希に今俺達に起こってること喋しやべった？〉

「喋れるわけないじゃん。あたしだって、状況把握できてないのに」

〈じゃあとっとと家に帰れって言っといて。もう絶対にこっちにくるなって〉

「なんであたしだよ、自分で言いな」

〈さっき言ったんだよ。でも俺の話全然聞かねえの。そいつ、生意気だろ〉

「それは確かに、そう思うけど」

〈だよなー〉

　声のトーンを一定に保ったまま檜山徹星が言う。感情の機き微びが読みにくい奴だな……加奈子はそう思いながら、しゃがみ込んだ体勢で、地面に行列を作っている蟻ありをしげしげと眺ながめている優希を見つめた。加奈子の視線に気がついた優希は、無言のまま首を横に振る。

「本人、嫌だって」

〈無視していいわ、無視。町までおりたら適当に駅のホームに突っ込んどいて〉

「待って、今町って言った？」

　加奈子は問い返した。が、徹星は黙だまりこくっている。その沈ちん黙もくの向こう側では終始、女子の喚わめき声が聞こえている。まるでジリジリと鳴り止まない目覚まし時計のようだ。

　……東藻琴音の声だろうか？

「……日高に代わってくれない？」

　加奈子は言った。数秒してから、〈どうだった。誰か一人、多かった？〉と端たん的てきに質問してくる日高藍作の声がする。加奈子は本校舎を忌いま々いましげに睨にらみながら、首を横に振った。

「あのさ……アンタらが旧校舎に閉じ込められてんのも、変なことに巻き込まれてんのもわかったよ。あたしも目が覚めた時中に入ろうとしたけど、鍵かぎも開かないし窓ガラスも割れなかった。確かに変だとは思う。けど……それは単に、《伯はく爵しやく様さま》とかいうふざけたのが理由じゃなくて、ただ、おとな達が仕組んだことなんじゃないの？」

〈なんのために俺達だけ？〉

「そんなのあたしが知るわけないじゃん」

〈……中には入ってきてほしくないけど、でも八雲に今旧校舎の中で起こってることを映像とかでいいから見せてあげられたらいいんだけどな〉

　……なに、旧校舎の中って本当にやばいことになってんの？

　藍作の暗あん然ぜんとした様子に、加奈子は眉み間けんに皺しわを寄せた。藍作がここまで弱気になっているのは珍めずらしいことだった。自分は同じ中学出身なので、よく知っている。

　実に言いにくそうに、〈八雲〉と藍作が言った。続きの言葉の予測がついていれば案の定、

〈町までおりて、町の図書館でうちの高校に関する資料を探してくれないか？〉

「それもマジで言ってんの」

〈……うちの高校に三月まで北きた見みっていう奴がいただろ。そいつが、頻ひん繁ぱんに図書館に通ってたみたいなんだ。もしかしたら今回のことで、なにか探ってたのかもしれない。あと最近うちの高校って問題が多いだろ、これも気になるって栄次達と喋ってたんだ〉

「ちょっと待ってよ。ねえ日高、アンタ頭いいでしょ？　医学部Ａ判定なんだよね。そんなに頭いいのにこの時期に探たん偵ていごっこしてていいわけ？」

〈探偵ごっこでもしなきゃ、大学も入れないかもしれないっていう瀬せ戸と際ぎわなんだ〉

　その言葉を聞いて加奈子はしばし懊おう悩のうした。すぐに信じていいのか戸と惑まどったが、旧校舎の外に倒れていた時からここまでの一連の流れを振り返るとおかしなことだらけだ。

　目の前に見える学まなび舎やを眺めながら、加奈子はゆっくりと立ち上がった。

「とりあえず町にはおりるよ。学校にいたら、どうされるかわかったもんじゃないし」

〈……わかった〉

　藍作は相槌を打って、それ以上加奈子を説得しなかった。加奈子のこころを慮おもんぱかっているのかもしれないし、この先の加奈子の行動を読んでいるのかもしれない。〈無理させたら、悪い〉と、聞こえるか聞こえないかのトーンで言われたのがいい証しよう拠こだ。ただ、

〈どうして八雲は逃れられたんだろうな。旧校舎に入ったように見えたけど……〉

　思いがけずの呟きに、加奈子はそこで初めて動どう揺ようを顔に表した。

　昨日意識をなくす直前に見たあのメール。あれは……。

「……もういいだろ、こっちはガキのお守りを頼まれて二重で迷めい惑わくしてんの」

〈徹星の弟、優希君だっけ？　……なんでこんな時に数日早く来ちゃうかな〉

「知らねえよ。つうかもう本当切るから」

　言うが早いか加奈子は携帯の通話解除ボタンに指を滑すべらせた。

　が、〈あー、待った待った〉と覇は気きのない声が聞こえて親指を止める。

「なに檜山。弟にならもうかわらないよ、手垢つけられて気分悪いんだよこっちは」

〈はいはいはい。うちの家族がすみませんでした。それより町までおりるのにお前、なに使うつもりでいんの？〉

「なにってバスしかないだろ」

〈こんな明け方に町までおりるバスなんて、出てないだろ〉

　……ああ、言われてみればそうだ。加奈子は咥えていた電子タバコを自分から遠ざけた。

　本物のタバコの味が急に恋しくなって、胸が軋きしみそうになる。

〈寮に向かって北の茂みに俺のバイクが隠してあるから、それ使えば？〉

「バイク？」

〈乗れねえの？〉

「いや……乗れはするけど」

　夏休みの間にバイクの免めん許きよはとっていた。移動時間がかかるのを承知で町におりて、新聞配達のバイトをしたかったのだ。まぁ、七城から申しん請せい許可がおりるわけがなかったので免許証は財布の中で死し蔵ぞうされているが。

〈表の山道は通って行くなよ。裏道使え、裏。職員住宅の駐車場の奥に昔使われてた裏山道っていうのがあるんだよ。道はかなり悪いけど、まぁ行けるだろ〉

　徹星がよく寮を抜け出して町におりているという話は聞いていたが、成る程そういう〝トリック〟があって実行できていたわけか。

　クラスメイトとの通話を終えた加奈子は、険しい顔つきのまま携帯電話を耳から離した。

　茂みの向こう、本校舎の窓には慌ただしく走る人影が見える。

　おとな達がまだ自分を探しているのだろう。

「さっきから思ってたけど、おばさんなんか悪いことでもした感じ？」

「……さぁ」

　加奈子は携帯電話のフリップを片手で閉じて、喋りかけてきた優希を睨んだ。

「どうでもいいけど、次〝おばさん〟つったらぶっ飛ばすからな」
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『寧ね々ねって本当派は手でだよね、目立つっていうかさ』

　今年の五月末、平日の放ほう課か後ご。校内に設もうけられたカフェテリアで友人数人と集まっていると、そのうちの一人がなんの気なしに自分に言った。七城高校のカフェテリアは広い、人気のファストフードを模もしているのだろう、メニューも豊ほう富ふだ。

『えぇー、なにそれぇ。なんか全然褒ほめられてる気しないんだけどぉ』

　寧々はケラケラと笑って、行ぎよう儀ぎ悪く椅い子すの上に両足をのせた。

『ちょ、寧々パンツ見えてる、パンツ』『ウケるんだけど、誰誘さそってんだよ』

　友人達がゲラゲラ笑ってテーブルを猿さるのようにバンバン叩いた。カフェテリアにいた他の生徒達が、寧々達の集団を見て怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せている。『ただうるさいだけの頭が悪い集団』と視し線せんがそう物語っているが、寧々はかまわず甘ったるいシェイクを飲んでにっこりと微笑ほほえむ。

『ねえねえ、あれ東藻じゃね？』

　と、友人の一人が声のトーンをあからさまに落としてテーブルに身を乗り出した。

　見ると、カフェテリアの隅すみの方で背中を丸めている女生徒が一人。

『人間恐きよう怖ふ症しようになって学校休んでるって聞いてたけどもう復ふつ帰きしてきたんだ。ずぶてー』

『二回も盗とう撮さつされたら不ふ信しんにもなんじゃね？　去年の十二月と……三月だっけ？　つか腹たつことにウチの彼氏もあいつの写真買っててさー』

　友人達がイライラした口調で不平不満を述のべる。寧々は幼よう稚ち園えん児じのようにちゅうちゅうとストローを吸いながら、後ろ姿だけでも美少女だとわかる琴音の様子をちらと眺めた。

　寧々も友人達も、〝ナチュラルな自分〟、という存在は、過か剰じようなメイクを覚えた時や、髪の毛がバサバサになるのもかまわず髪の毛を何度も染めた時、制せい服ふくのスカートを極きよく端たんに短くした時、飲いん酒しゆ、タバコ、男遊び、そういったものに手を出した瞬しゆん間かんに捨ててきた。

　自分達は決して真似できない。ここまで来たら〝あれ〟にはなれない、戻れない。

　……本当、むかつく。

『ねえ。あれ日高じゃない？』

　と、友人の一人が琴音が座っている席を指さした。

　見ると、バスケ部のチームパーカー姿の長身の男子が琴音に喋しやべりかけている。メガネをかけていないので一いつ瞬しゆん誰かわからなかったが、涼しげな一ひと重え瞼まぶたと端たん正せいなその顔立ちはクラスメイトの日高藍作だった。

『東藻って盗撮事件から、特に男子のこと嫌きらいになったんじゃなかったっけ？』

『いやいやギリ、日高は別なんじゃん？　あいつ盗撮写真なんてまず買わないし』

『でもいいよねー、イケメンに守ってもらえて。ああやって日高に気き遣づかってもらえるなら、あたしも下着の一枚や二枚、写真でくれてやってもいいわ』

　友人達が羨うらやましそうに琴音のいるテーブルを見み遣やる。寧々はすっかり興きようが削がれた気分になって、気持ちを落ち着かせなければと携帯電話を取り出した。

　ホーム画面には四十代程の男と、おさげ髪にメガネ、長いスカートに三つ折りソックスを履いたいかにも田舎くさい少女が写っている。

『………だっさ』

　寧々はそれを数秒眺めたあと、ふっと口元を綻ほころばせながらそう呟いた。




　その数カ月後。午前８時９分、旧校舎内。

　他のクラスメイトが真しん剣けんに《伯爵狩り》をしている中、寧々はといえば充電式のヘアアイロンを持ち、スカートのポケットにハサミを忍しのばせながら一人で廊下を歩いていた。

　コンタクトが取れたという八雲加奈子の協力なんてとんでもない。《伯爵様》を探し当てられるわけにはいかない。自分はなにがなんでも最後の一人になって、《伯爵様》に願いを叶かなえてもらわなければならない。そのために七城に来たのだ。

　じゃなきゃこんな山の中の高校、誰が好きこのんで受じゆ験けんするか。

「宗そう介すけこんなところにいたんだぁ。寧々ずっと探してたんだよぉ」

　探し続けて数分、やっとお目当ての人物を見つけた寧々が、ぞわっと肌が粟あわ立だつような婀あ娜だ声で名前を呼ぶと、廊下の窓際に立っていた歌うた内ない宗介が顔をびくっと動かした。

「い、いい池田」

「ねぇどう？　ちょうど二人っきりだしぃ。これからのことについて色々喋ろうよぉ。日高達ね今、体育館の方行ってるんだってぇ。密会するのは今がチャンスだよ？」

　寧々はわざとらしく周囲を見渡した。

　今後の展開についてそろそろしっかりと話し合いをしておかなければならない。

　なにか大きなことを成なし遂とげるためには、協力者と犠ぎ牲せい者しやがいなければならない。犠牲者は他のクラスメイト全員として、宗介にはどちらの役もやってもらわなければ……、

「やっ、ややややっぱ俺はいい」

「なに？」

「ひ、日高達には、なななにもしない」

「……やだもぉー宗介、急になに言ってんのぉ？」

　寧々は微苦笑しながら宗介とほんの少し距きよ離りをとった。宗介は中庭に向けていた目を寧々の方に向ける。相あい変かわらず、世界全てを見下しているような瞳ひとみだった。

　なのになぜ急に、そんなことを言うのだろう？

「宗介だって教室で言ってたじゃん。八雲加奈子と協力して、日高と栄次が二人だけで脱出するんじゃないかってぇ。きっと、あの二人だけで逃げるつもりなんだよお！」

「……信しん頼らいしてるって、い、いいい言ってたじゃないか」

「誰が？」

　寧々は敢あえて問い返す。宗介はつかえながらも「日高が」と、まるで自分自身のこころの暗い部分に言い聞かせるように言った。

「おお、俺が、俺が教室で〝信しん用ようできない〟って言ったのに、日高は俺のことを、し、し、信用できるって言ったんだ……」

「あんなのは場の流れで言っただけだよ」

「が、学祭準備期間の写真を撮とってほしいって……前に、言われてたんだ」

「はぁ？」

　急になにを言ってるんだろうこいつは……まさか。

　寧々はようやくそこで、宗介の真っ黒なこころが自分の両手から離れていくのを感じた。

「ひ、ひひ日高に先月、学祭の写真を撮ってくれないかって言われてたんだ。来年の卒業ぶ、文集に使いたいって」




　……どうして〝あの時〟あの言葉が自分のこころに届かなかったのだろうか？

　宗介は胸の奥がよじれるように痛く、そして、ほんの少し温あたたかくなるのを感じた。

「日高、お、俺の撮る写真が好きだって言ったんだ……」

　先月の初め。自分の部屋の中で本を読んでいるとドアをノックする音がした。ドアを開けると私し服ふく姿すがたの藍作が立っていた。髪の先が少し濡ぬれている。風ふ呂ろ上がりなのだろう。

　宗介はドアの隙間から『なななな、なんだよ日高』と険けわしい言い方で用よう件けんを問う。

　そんな自分の態度を気にすることなく、藍作は『もしよかったら去年の学祭の時みたく、今年もうちの学級の準備中と、当日の写真撮とってくれないか？』と言ってきたのだ。

『い、いい、いいけど。別に、どどうして、してもって言うならな』

『本当？　助かるよ、ありがとう』

　藍作は笑って、去さり際ぎわにつけ加えた。

『俺、宗介の撮る写真好きなんだ。特に人物写真が一番いいなって思う。ずっと前から凄すごいなって思ってた。あれ、いいよな』




「それがなんだって言うの？」

「だ、だだだから」

　宗介は寧々とカメラを交こう互ごに見み比くらべたのち……カメラの方を片腕で強く抱えた。

「俺は日高達のことを信じる」

　普ふ段だんよりもハッキリとした口調で宗介が言った。だが声に反して表情は弱々しく、額ひたいには汗が滲にじんでいる。自分よりも力のある人間に意見することに余よ程ほど勇ゆう気きがいったのだろう。普段から教室の隅で一人こそこそ世界を作っている奴にありがちなことだ。

　不平不満ばかり抱えているくせに、いざそれを口に出すと怯おびえ出す。

　強い人間に刃は向むかうことが苦手。典てん型けい的てきな、弱虫。

「そっかぁ……残念だなぁ。寧々だって、日高に負けないくらい宗介のこと信じてるのに」

「いい、いいい池田のことも日高言ってただろ。それに、こっ、今年の体育祭のリレーで、い、池田が転んで怪我した時だってほ、保健室まで運んでやってたのは日高だったろ」

「そうだったっけぇ？　寧々、覚えてなぁーい」

　寧々は首をぐいーっとかしげた。協力してくれないならこんな男に興味はない。

　だって自分はどうしても《伯爵様》に会いたいのだ。会って願いを叶えたい。携帯のホーム画面に映っている、あのいじらしいほどださくて惨みじめな女の子の夢を叶えるのだ。

　そのためなら自分は、友情を断たち切きってもかまわない。

「宗介！」

　廊下に声が響いたのはその時だった。珍しく張はった声。

　寧々が振り返った先、そこには負ふ傷しようしていない方の腕を軽くあげている……、

「ひっ、ひひひ檜山」

「向こうで藍作が呼んでんぞ。行けば？」

　宗介に告げる檜山徹星が、寧々の斜め後ろで立ち止まる。寧々は顔だけをそちらに向けたまま微び動どうだにできずにいた。徹星の顔は相変わらず眠そうで、態度は気け怠だるげで覇気というものが一切削がれているが、寧々が背に隠しているハサミを睨みつける目は鋭するどかった。

「わわわっ、わかった」

　宗介は頷くと、カメラに添そえていた手を離して小走りで駆けていった。

「……お前なぁー、宗介に余計なこと吹き込むな。他の奴らにも」

　宗介の足音が聞こえなくなってすぐ、徹星に注意された。寧々は小首をかしげる。

「ひどぉい檜山。寧々別に宗介になんも言ってないよぉ？　むしろ、命の恩人っていうかぁ。今は相談してたの。だってこの旧校舎の中にいる男って誰も優やさしくないんだもん」

「藍作と文ふみ彦ひこはお前にも優しいだろ」

「檜山は寧々に優しくしてくれないの？」

　寧々は細めていた目をそっと見開いた。小さな顎を引いて上うわ目め遣づかいで徹星を見上げた……が、徹星の表情は依い然ぜんとしてやる気の感じられないものだった。「無理」ときっぱり。

「……檜山って本当にデリカシーないんだねぇ、超むかつく。寧々がこうやって迫せまってやってんのにその気にならないって相当なバカだと思うよぉ？」

「お前モテるもんな」

「じゃあ、」

「でもお前に現うつつを抜かしてる暇ひまないわ。芽め室むろで手一杯だもん、俺」

　徹星はまるで照れた素そ振ぶりもなく言うと、「ちゃんと探せよ、もう時間ねえんだから」と注意してから寧々の横を通り過ぎた。

　その飄ひよう々ひようとした態度が、もう、気に食わなかった。

「あたし知ってるんだからね檜山、アンタがどうしてよく町におりてるか」

　切り札のような寧々の発言に、徹星の足が止まった。

「郁美と付き合ってたっていう北見先生と、何度か会ってるところ見たって、寧々の中学の友達が言ってたよぉ。北見先生顔はよかったからねぇ、コソコソしてたけど目立ってたってぇ。ねぇ、二人してなに喋ってたのよ」

「なんも……話してねえよ」

「あれー惚とぼけちゃうんだぁ。寧々、その理由も知ってるんだから。檜山、北見先生にタバコ譲ゆずってもらってたでしょ？　北見先生が吸ってる珍しい銘めい柄がらのタバコの吸すい殻がら、檜山と栄次が屋上から出たあとに残ってるの見たもん。藍作そういうの厳きびしいんだからねぇ、バレたらかなり怒られるよぉ？」

「……だからなんだよ。それにあんなオカン、怖くねえよ」

　粘ねばっこく問い詰める寧々をしっしと払って、徹星はかまわず廊下を歩き出す。

　さあ、どうするべきか。……ヘアアイロンを徹星の耳に背後から押し当てて、ひるんだ隙にその目玉にハサミを刺させば死ぬだろうか？　今の徹星は片腕を負傷してるし、昨晩ろくに睡すい眠みんをとっていない。比べて自分は体力を回復するために、明け方清里栄次の声で起きるまでぐっすり眠っていた。体調はバッチリだ。




「俺はクラスメイトのことが好きなんだ。結局、ヤンチャされたって問題起こされたって可愛いんだよ」

「寧々ちゃんだって疲れてるよね？　隠しても私わかるよ」




　ふと、今朝方クラスメイトに言われた台詞せりふが寧々の頭の中を素す早ばやくよぎった。

　けれどそれは車しや窓そうから流れる景色のように速くて、とてもじゃないけれど寧々の〝一いち途ずすぎる〟瞳を長く惹ひきつけることはできなかった。
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　寧々と別れて少し経ったあと、檜山徹星は西側に三つ並んだ空き教室の一部屋の前で一人佇んでいた。手に持っていた朝食代がわりのメロンパンの残り一口を胃の中に押し込んでから、携帯電話で時間を確認する。８時39分……いや、40分。

　区切りのいい時間になった時、一時間目開始のチャイムが鳴り響ひびいた。

　空き教室前の戸の小窓から中を覗く。すると、つい先さきほどまではいなかった筈はずの化ばけ物もの達が、鋭い歯をガチガチ鳴らしながら席について黒板をじっと凝ぎよう視ししているのが見えた。

　相変わらずやたら頭部がデカいくせに、体はマッチ棒のように細い。

　学級日につ誌しによると、今日の一時間目の科目は数学。やはり化け物は、時間割通りに行動するようだ。そうして基本的に、普通授業が割り当てられている時は、どこの空き教室が使われるかわからない。徹星はメロンパンが入っていたビニール袋をズボンのポケットに押し込んでから、戸の取っ手にぐっと力を込めた。戸は開かない。

　……やっぱり、授業中は中に入れないのか。

　徹星はその気き味み悪わるい光景を数秒見つめたのち、踵きびすを返してその場をあとにした。

　隣の空き教室の中に入るが、探せど探せど《伯爵様》は見つからない。その上、なんの冗じよう談だんか知らないが、弟が七城に来ているときたもんだ。

　心配ごとが重なって、いくら丈夫な自分の胃いもここまでくるとキリキリしてくる。

　頼たのみの綱つなである加奈子は、ちゃんとバイクを見つけただろうか……。

「ついてこないで！」

　空き教室をあとにして、更に隣の教室の戸に手をかけた時だった。スカートの裾すそを翻ひるがえして教室の前の戸から誰かが飛び出すように出ていくのが見えた。ちょうど徹星がいる位置とは逆方向に去っていく。黒髪のストレート……釧せん望ぼう台だい光ひかるだろうか？

　徹星は釧望台光の後ろ姿を見送ったのち、教室の戸をガラリと開けた。

「なに、喧けん嘩か？」

　問いかけてみたが、中にいた芽室唯ゆいから反応はない。余程のショックを受けているのか、電池の切れたロボットのように、椅子にがっくりと腰かけている。

　二人でこの中を探たん索さくしていたのだろう、教室の中はやや荒れていた。といっても、昨日から同じところを何度も探しているので最初から荒れていたのかもしれないが。

　唯の目の前にある机に浅く腰こしかける。唯は顔もあげずに、首を小さく横に振った。

「とうとう……光にも八方美人って言われちゃった」

「お前全っ然美人じゃないのにな。鼻低いし甘いもんの食いすぎでよくニキビできてるし」

「ひっどい。光はそういう意味で言ったんじゃないよ」

「はいはいはい。わーってるよ」

　唯は顔を俯うつむかせたままクスッと笑うが、椅子から立ち上がろうとはしない。

「こういう状況だから釧望台は普段より敏びん感かんになってるだけだろ」

「でもそう思ってるのは私だけかも。最近は、寮りようでもあんまり喋ってくれなくなったし、私がいるとたまに……すごく疲れた顔してる」

「あのなぁー」徹星は頭をがしがし搔きながら言った。

「俺、芽室のそういう後ろ向きな上に強ごう情じようなとこ、あんま好きじゃない」

　徹星のややキツイ言い方に、俯いていた唯が顔をあげた。

「釧望台は、お前が池田ばっかりにかまうからそれも寂さびしかったんだろ。親友ならちゃんとわかってやれよ。つうか、女子の奇数って俺にはよくわかんねえけど大変なんだろ。そういう細かいとこも関係してんじゃねえの。どっちにしろ仲いいんだったら解決するだろ。この中にいる間はナーバスになってても、外出たら戻る。……な？」

　首をかしげて同意を求める。

　一いつ拍ぱく遅れて、唯は小さな頭をこくんと動かした。そして、「ありがとう」と苦笑する。

「檜山君ってたまに、小さい子に言って聞かせるお兄ちゃんみたいになるよね」

「兄弟多いからなうちは」

「そういえば弟さん……優希君っていうんだよね？　本当は学祭の時に来る筈だったのに前乗りしちゃったって」

「あー……まぁ、八雲に頼んどいたから別に。町についたら駅に突っ込んでくれるだろ」

「でも檜山君、弟さんが来てるってわかった時から心ここにあらずだよ。時々、凄く、怖い顔してる。別人みたいな顔」

　ハッキリとした唯の言い方に徹星は目を大きく開けた。

　確かに、弟がきたことで徹星の中でなにかが大きく動いた。それは事実だ。間違いない。

「旧校舎の中にいるから、なんでもしてあげるよってわけにはいかないけど、でも今の私になにかできることあるかな？　あるなら言ってね」

「お前なぁー、またそんなこと言ってたら〝いい子ぶってる〟って思われるんじゃないの？」

「………檜山君もそう思う？」

　両手の拳こぶしをぐっと握にぎりしめていた唯におそるおそる訊ねられる。

　徹星はちょっと困ったように眉尻を下げた。

　唯のこういう健けな気げなところが、無む性しように可愛く思えてどうしようもない時がある。

「いいや」と言って徹星は机からおりると、椅子に座っている唯の前にしゃがみ込み、おもむろにズボンのポケットから油性マジックを取り出した。

「それ、どうしたの？」

「窓ガラスに〝ＳＯＳ〟って書けば誰かに気がついてもらえねえかなと思って試したんだよ。けどダメだったわ」

　ペンを持ち歩いていた理由を説明しながら唯のジャージをまくり上げる。途端、唯がぎょっとした顔でなにか言おうとしていたが「もう見慣れた」と告げて、ペン先を唯の腕に走らせてから再びジャージの袖をおろした。

「お前危なっかしいからな。もう絶対にダメだと思った時に見ろ」

「絶対にダメだと思った時……？」

「そー。だからそれまでは我慢して、見ないようにしろよ」

　徹星は唯の頭をわしゃっと撫でた。それから少し考えて。

「芽室がキスしてくれたらちょっと元気出るかも」

「え！」
















　唯は驚きのあまりぐっと顎を引いた。軽く二重顎になっていたので、徹星は軽く笑いながらもう一度、唯が逃げないようにと彼女のジャージの裾を引っ張る。

　不ふ謹きん慎しんだとわかってる。けれど唯だけでも早く帰らせてやりたかった。

「わ、私今月お金余あまっているから、学食の豪ごう華か中華ランチコース奢おごるとかでもいいんだよ!?」

「俺高い飯あんま好きじゃねーもん」

「で、でも」

　唯はあたふたしながら、自分の顔や頭をペタペタと触さわった。顔がかなり赤い。

「檜山君、し、身長高いから届かないよ……」

「俺今しゃがんでる。つうか口じゃねえよ、別のとこでいい」

「けど私の……キ、キ、キスって価か値ちないと思うし、元気出ないと思う」

「あー……まぁ、心配すんな」

　徹星はやや俯いてから、ワイシャツの袖で唯の上履きに付いている血を軽く拭った。

「俺にはちゃんと価値あるから」




『檜山君おはよう。あのね、さっき授業始まる前にこそっと学食の献こん立だて覗きに行ったんだけど、来週から一週間オムライス定食におまけでチョコレートパフェつくらしいよ』




　七城高校の門をくぐった時、もう親しい友人を作るのはやめようと決めていた。だから誰に喋りかけられても答えず、仏ぶつ頂ちよう面づらで『話しかけるな』というオーラをわざと作っていた。

　そんな自分に真っ先に喋りかけてきた女子が唯だった。

　あの時……あれだけ強情な気持ちで突っぱねていたのに、ほんの一瞬笑ってしまったことを自分は多分、死ぬ間際まで覚えているだろう。




　震える指で髪の毛を耳にかけてから、唯が真っ赤な顔で身を屈めてくる。徹星は指の第二関かん節せつまでジャージの袖ですっぽり覆われた唯の両手首を、労いたわわるように握りしめた。




「北見先生と、何度か会ってるところ見たってぇ、寧々の中学の友達が言ってたよぉ」

　──しかし、さっきの池田寧々の発言。

　あれは一体、どういう意味だったのだろう？





[image: ]






〝もう死んでしまおう〟

　何度か本気でそう考えたことがある。寮の部屋で一人、手首にナイフの刃を当てる。

　机の上には去年の十二月と今年の三月にばらまかれた盗撮写真の数枚が伏ふせて置いてある。面白がって誰かが私のノートの中に挟はさんでいたものだ。十じつ中ちゆう八はつ九く、池田寧々達だろう。

　こんなものが七城中で横おう行こうして、全校生徒の目に触れているんだと思うと耐たえきれない。

「死にたい」

　部屋のドアを誰かがノックしたのは、琴音が奥歯を嚙かみ締めている時だった。続けて自分の名前を呼ぶ声。それは華のセブンティーンと呼ぶには安定感がありすぎる。

　ドアの前に立っていたのは、浦うら河かわ郁いく美みだった。

　彼女はたった今この世を去ろうとしていた親友の顔を見たのち、「……君は本当に仕方がない女の子だなぁ」と言って、ポロポロ涙を流している琴音をそっと抱き寄せた。

「自ら命を絶たつなんてね、そんなバカなことはしてはいけないよ」

　君は素す敵てきな、女の子なんだから。




　──午前９時。南側の空き教室の片かた隅すみに寝かされている郁美の亡なき骸がらにしがみついて泣きじゃくる琴音はその場から動かない。天塩文彦は《伯爵狩り》をしながらも、時折教室の入り口から琴音の様子をチラチラと確認していた。保健室で目を覚ましたあとの琴音の落ち込みようは見ているだけでこころが痛む。

　その悲しさは確実に長く尾を引くことになるだろう……。

「琴音ちゃんどんな感じ？」

　指の付け根の上でコインを転がしながら教室の中を覗いていると、ゲーム機を持った清里栄次が文彦の元へ歩いてきた。にっこりと微笑まれたので文彦もつられて笑う。

「僕じゃダメみたい。さっき声かけたんだけど、怖がられちゃった」

「藍作はともかく男だん子し陣じんは全滅だろうね。けど俺だって琴音ちゃんの盗撮写真買うか？　って知り合いに言われたけど、二次元の裸はだかしか興味ないって断ことわったんだよ？」

　文彦の隣で栄次がブーブーと口を尖とがらせる。

　盗撮写真を断っている栄次の姿が容よう易いに想像できて、文彦はまた笑った。

　この旧校舎に閉じ込められてから栄次のマイペースさにかなり救すくわれている気がする。

「そういえば気になってたんだけど、八雲さんからの連絡ってあれから来た？」

「ああ加奈子ちゃん？　さっきから呼びかけてるのに全然繫がらないんだよねー。多た分ぶん……いや、ちょっと怒ってるんでない？」

「怒ってる？」

「信頼されてないってわかってるのに、それでも相手のために動いてあげる奇き特とくな人間ってのはまれってことだよ」

　栄次は肩をすくめた。それに、世間から何度も見捨てられた人間というのは、〝一人で大たい衆しゆうのために〟というのは苦手だろう。だから沢与に歩がいるように、徹星に唯がいるように、加奈子にもまた、導いてくれる人間が必要なのだ。

　栄次は廊下の窓ガラスに視線を逃した。七城の頭上に広がる空はいつ見ても薄気味悪い。

「そういえば清里君はどこを探してたの？　今まで見かけなかったけど」

「……俺？　俺はねー美術室にいたよ」

「美術室？」

　ふとその時、文彦に不思議そうに訊ねられた。栄次は連絡のこないゲーム機の十字キーを爪でガリッと引っ搔きながら、軽口を叩くようにして答えた。

「うん。念のためねー。あそこで準備しておきたいことが、あったからさ」




　──長く見つめると魂が吸われてしまうのではと錯さつ覚かくしそうになるほどの美しい顔に、企たくらんだ笑みを浮かべて栄次が答えたその十数分後。午前９時30分。

《伯爵様》を探せないまま、２年４組は休み時間を迎えた。
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　午前９時30分。休み時間始まりのチャイムが鳴った直ちよく後ご、歌うた内ない宗そう介すけは、誰もいない化学室前の廊ろう下かに立っていた。

　まただ、また前回のように別の場所に〝飛ばされた〟！　休み時間がくるからと《伯爵狩り》を一時中断して、クラスメイト達と共に保ほ健けん室しつにいた筈はずなのに……！

「……だだ、誰か。ちかっ、近くにいないのかよ」

　ひとまず静せい寂じやくであることに安あん堵どして声をかけてみるが返事はない。宗介は無意識に親指の爪をガリッと嚙んだ。廊下全体がやけに仄ほの暗ぐらいように感じる……なんだか気味が悪い。

　そういえば日ひ高だか藍あい作さくから、指定の休み時間が来る度たびになんらかの《新しい条じよう件けん》が加わるかもしれないという説明は受けていたが……今回の休み時間の条件はなんなのだろうか？

　それとももう新しい〝なにか〟が始まっているのだろうか？　そう考えあぐねていると、廊下の窓ガラス越しの斜ななめ先、生徒玄関前の廊下を誰かが歩いているのが見えた。

「よ、よかった」と宗介はひと心地ついた。右足を踏み出す。けれど左足は続かなかった。

　宗介はそこでようやく気がついた。

　ゆっくりと廊下を進んでいる黒い影の頭の先が、天てん井じようにまで達たつしていることに。

　それはクラスメイトの影にしては……いや、人間の身長にしては大き過ぎた。

　気がついてしまったことで、みぞおちがぞくりと引きつった。その間、黒い影の動くスピードはどんどん速くなり、窓ガラスからフッと姿を消した。

　おそらく廊下の角を曲がったのだろう。

　……ろうかの、かどを？

「あ……」

　頭の中が一いつ瞬しゆん、白く染そまった。宗介はおそるおそる自分の足元を見下ろす。

　あの黒い影が曲がった廊下の先にいるのは────自分一人だ。

　廊下の奥からドンという音が聞こえたのはその直後だった。「見るな！」とこころの中で叫さけんだがもう遅い。宗介は反はん射しや的てきに仄ほの暗ぐらい廊下の奥を振り向いた。

　廊下の曲がり角からは、黒い大きな右手が覗いていた。その人差し指は──、




　宗介のことだけを、ただただじっと、指差していた。




「う、ううううっあああああ！！！！！」

　そこで金かな縛しばりが解とけた。宗介は絶叫すると、ほとんど四つん這いの状態で駆け出した。

　だ、誰か近くにいないのか！

　必ひつ死しに願ったその矢先、化学室、家庭科室、と挟んだ次の保健室の中から人の声が聞こえた。

　おそらく、飛ばされた生徒が誰か帰ってきていないかと拠きよ点てん場所に戻ってきたのだろう。

　宗介は開きっぱなしの保健室の中に身を投げ出すようにして駆け込んだ。

「なななな、なんで外側からしか鍵かぎがかからないようになってるんだよ！」

　文句を飛ばしながら、すぐ様ドアノブを両手でぎっちりと摑つかむ。白目に赤い充じゆう血けつ線せんを走らせながら「おおおおお、おおきな影が！　来て、来てる！」と、保健室の中にいるであろうクラスメイトに向かって叫んだが、なぜか返事がない。

「お、おい！　だだだ、誰かいるんだろ！」

　宗介はドアノブを摑んだまま保健室の中を振り返る。そして息を吞んだ。

　保健室の奥、ベッドを囲っているスクリーンカーテン越ごしに血の手て形がたがべったりと張り付いていた。手形はそのままブラシでひと刷はけしたように、ずるりと伸びている。

　そういえば……保健室に入る際にドアは最初から開いていたけれど、化け物が襲ってくるかもしれないというのにドアを開けたままにするのは不ぶ用よう心じんではないだろうか……？

　するとその時、スクリーンカーテンの裾すそが微かすかに動いた。

　廊下から気配がないこと。それに、他のクラスメイトに会いたい気持ちが募った宗介は、ドアノブからそっと手を離した。

「だだだ、誰か……い、いるののののか？　けっけけ、怪け我が、しててて、る、るのか？」

　呼びかけながら、一歩、また一歩とスクリーンカーテンに近寄っていく。

「お、お、おおい、返事くりゃ、くらい、しろよ」

　舌を嚙みながらもう一度呼ぶ。返事はない。

　宗介はごくりと生なま唾つばを飲み込んでから、二台あるベッドの手前側のスクリーンカーテンを引く。そして、喉の奥で声にならない悲鳴をあげた。

　激はげしく乱れたシーツの上、そこは赤い血でぐっしょりと染まっていた。

　恐怖で一切身動きがとれない。かろうじて判断できたのは、血で濡れたシーツの上に、木き彫ぼりの小鳥のストラップがついている携帯電話が置いてあることだった。

　それは間違いなく、クラスメイトである江差歩の持ち物だった。

　宗介は恐怖で目尻に涙を溜めた。……ダ、ダメだ逃げよう。ここから逃げた方がいい。

　ずりっと後ずさる。だが、奥のベッドを仕切るカーテンの裂け目から、誰かが目玉をぎょろりと覗のぞかせているのを視界が捉えてしまった。

　相手は怯おびえる宗介をじっと凝視している。そして……、

「次はオマエだ」

　裂け目から聞こえてきたその声は間違いなく、クラスメイトの声だった。

「あわわわっわわ、あわわわわわわ」

　突とつ然ぜんの人の気配に、宗介は呂ろ律れつが回らないほど驚いた。思わずそこら辺にあった鞄かばんや、学級日につ誌しをスクリーンカーテン越しにいる人物に投げつける。

　スクリーンカーテンがガシャンと派は手でな音をたてて横に倒れた。

　今だ！　宗介は喘あえぐように息を吸いながらソファに手をかけた。膝ひざを叱しつ咤たしてドアに駆かけ寄ろうと決意したその時、ドアノブがガチャンと外から回された音が聞こえた。

　ギィ……っと、保健室のドアが開く音が耳に響く。宗介は俯うつむいたまま動きを止めた。

　長い前髪の先から、汗がぽたりと滴った。

　ドアがさらに大きく開いて誰かが入ってくる。柔らかい生き物を壁に打ち付けるような、やけに重たい足音が自分の目の前で止まった。恐ろしくて顔をあげることができない。

　宗介は、死を悟った。

「い、いい、嫌だ」

　……誰か。誰でもいい。助けてくれ。

　切せつに願いながらもその場にぺたんとくずれおちた時、側に倒れている鞄が目に入った。

　中からはバスケ部が愛用しているリストバンドが飛び出ている。その他にも鞄からは宗介の目を引くものが顔を覗かせていた。驚きが恐怖心を上回り、宗介の思考を僅わずかに奪う。

　……どうして、どうして日高の鞄かばんから〝これ〟が出てくるんだ？

　中に入っていたのは、一枚の写真入りポストカードだった。

　すっきりとした青空の下で、麦わら帽ぼう子しを被った後ろ姿の老ろう婆ばが立っている。側には青いマウンテンバイクが停めてあり、遠くにひまわり畑が見えた。

　それは随ずい分ぶん前──小学校６年生の時に、宗介が有名なフォトコンテストに入にゆう選せんした際に撮った写真を、折せつ角かくだからと開催側がポストカードにしたものだった。

　初めて祖そ母ぼに買ってもらったカメラ。

　嬉しさ極きわまり肌はだ身み離はなさず持ち歩く日々の中の、何気なく切り取った日常の一コマ。

「宗介はいい写真撮るねえ。おばあちゃん嬉うれしいよ」と祖母がいたく気に入り、名高いフォトコンテストに送ったところ、おとなを差し置いて特別賞に入選したのだ。

　自分は普通のこどもじゃない、特別なこどもなのだと、周囲から散々ちやほやされて褒められた宗介はそれを信じてやまなかった。

　けれど厳げん密みつにいえばそれは、大きな間違いだった。

　実際、あれからはどんなに写真を撮っても評ひよう価かはしてもらえなかったし、高校に入ると自分よりももっといい写真を撮る奴はゴロゴロいた。学校中が才能の塊かたまりだった。

　それだけじゃない、世の中では自分と同じ十代のこどもが、作家デビューや、画家デビュー、モデル、俳はい優ゆう、作曲家、そして写真家と、次々にプロとなり栄えい光こうを勝ち取っている。

　世せ間けんは腹が立つほど正直だ。

　デビューする人間の年齢が幼ければ幼いほど、注目度はアップする。

　けれどその裏側で、宗介のように嫉しつ妬とに燃えているこどもも必ずや存在するのだ。




『俺、宗介の撮る写真好きなんだ。特に人物写真が一番いいなって思う。ずっと前から、凄すごいなって思ってたんだ。あれ、いいよな』




　以前にクラスメイトからかけられた言葉を宗介は思い出す。……なんだよ。

「…………ずっと前から、知っててくれていたのかよ」

　本当は何年も前に気がついていた。

　昔とった栄光にいつまでも縋すがっていることがどれだけ惨みじめなのかを。

　目の前にいる大きな黒い影が、まるで大口を開けるクジラのような勢いで、ずずっと宗介に覆おおいかぶさってくる。

　宗介は全身をカタカタと揺らしながら、人差し指をカメラのシャッターにかけた。
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　もしも今旧校舎の外に出ることができたらきっと、素す晴ばらしい写真を撮れる気がする。

　ファインダー越し、輝かがやく世界。好きなものを自由に好きなだけ。

　もう他人の栄光も才能も羨うらやまなくていい。だって自分は、認められているのだから。




　宗介はカメラのシャッターを切った。

　休み時間終了のチャイムが、鳴っている。





[image: ]






　化け物が徘はい徊かいする十分間、天塩文彦は目が覚めた女子トイレの中で化け物と格闘していた。童顔な顔を険しくしてナイフを振りかざす。それはチャイムが鳴り終わるまで続いた。

「……疲れた」

　文彦は肩で大きく息をしながら壁に背をつけた。頰に付いた血を手の甲で拭ぬぐい、ナイフに付いた血を、ポケットにいれていたハンカチで綺麗に拭ふき取る。

　視線をさげると、地面のタイルとタイルの溝にどす黒い血がこびりついていた。

「……皆に、皆に教えてあげなきゃ」

　今、この十分間でわかったことがある。文彦は血を避けるようにして女子トイレを出ると、クラスメイトが集合しているであろう保健室へと足を進めた。

　けれど、たどり着いた保健室の中は、数分前と比べるとひどく散さん乱らんしていた。

　ベッド二台を仕切るスクリーンカーテンは横倒れになっており、各々保健室に置いてあった学生鞄やサブバッグがあちこちに落ちていた。テーブルの上には、学級日誌と血の飛んだカメラと木彫りの小鳥のストラップがついた携帯電話……。

　文彦は、位置がややずれたソファに座って腕を組んでいる藍作の元へ近づいた。

「日高君」

　深く項垂れている藍作を呼ぶが返事はない。

　ただ、その指は一枚の写真付きポストカードの端をしっかりと摑んでいた。

「おかえり文彦。遅かったね」

　言葉を失っている文彦に、壁に背をつけてしゃがみこんでいた清里栄次が声をかけてきた。栄次は体中の血が抜かれたように力なく、無理やりに微笑んでから言った。

「歩と宗介、化け物に連れていかれちゃったみたい」




　──文彦が保健室に戻ってくる十数分前、休み時間終了後。

　岩いわ見み沢さわ与よが休み時間中に合流した芽め室むろ唯ゆいと栄えい次じと保健室に戻ってきた時、そこは既すでに地獄絵え図ずと化していた。

　武ぶ器き代がわりに持っていた赤あか平びら淳あつしの野球バットを壁にことん、と立てかけた沢与はよろりと頼りない足取りのまま保健室の中へ足を進める。

　地面に落ちているカメラは歌内宗介のものだ……頭の隅でそう理解してから、沢与は横倒れになっているカーテンを引いて、シーツの上に置いてある携帯電話を両手でゆっくりと持ち上げた。携帯には決して可か愛わいいとは言えない木彫りの小鳥のストラップがついている。それは沢与がわざわざ隣町まで出で向むいて、鳥好きの彼氏のために買ってきたものだった。

「そんな古いもん、もう捨てろよ」と今年に入ってから何度も注意してるのに、彼氏は「だって気に入ってるから～。それに沢与から初めてもらったものだし～」と、決して外そうとはしなかった。沢与は携帯電話を持つ両手に力をこめた。

　──中学生の頃、その派手さからか下品な噂を流されて教室にいけず、まるで職を失い途方にくれるサラリーマンのように公園のベンチに座り込んでいたある日、しとしと雨に打たれている自分に「大丈夫～？」と、傘をさしてくれたあの優しい男の子のストラップ。

「そっちの中学校にも、あたしの噂広まってるんだろ？　一緒にいるところ見られたらそっちもとばっちりうけるかもよ」

　誰も信じられなくなり、今よりも化粧も髪の毛も風体も尖り切った沢与にそう言われても、決して引かずに向き合ってくれたあの、体だけではなく懐も大きな恋人の携帯電話。

　沢与はスクリーンカーテンにこびりついているふっくらとした大きな血の手形に、自分の手の平を重ね合わせた。

「……歩」

　沢与は生まれて初めて、学校の中で涙を流した。

　もうどんなに我慢しても、歯を食いしばっても、涙をこらえることはできなかった。
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　午前９時40分。一時間目終わりの休み時間を告げる学校のチャイムが聞こえる。




　──そんな気がして、公園のブランコに座っていた八や雲くも加か奈な子こは遠くに見える山影を見上げた。

　さすがにこの距離からだと七なな城しろ高校の影も形も見えないが、もしも日ひ高だか藍作から言われたことを信じるなら、旧校舎は今頃〝人間を食らう〟化ばけ物ものが徘徊して血みどろ大だい惨さん事じの筈だ。

「……いや、化け物が出るってくだりはさすがに噓うそか」

　あれ以来クラスメイトからの連絡はない。何度か携帯電話のバイブレーションが震えたような気もしたが、なぜか途中でブツッと途切れ、消えてしまうのだ。

　試しに自分からも連絡してみたが、電波の調子が悪いのかうまく繫つながらない。

　……やっぱり悪質な悪いた戯ずらとか？

　加奈子は半信半疑の域を脱せぬまま、そっとブランコを漕こぎ始めた。もちろん側には誰もいない。町に無事おりてすぐ駅に向かった加奈子は檜ひ山やま優ゆう希きの首根っこを子猫のようにひっ摑むと、そのまま駅にぽーんと放り投げたのだ。

　これ以上「兄ちゃんは？」と問い詰められたり、無視する加奈子の頰ほおを「ねえ、ねえ」と言いながらびよーんと引っ張ったり、服の裾がデロデロに伸びるまでしがみつかれたりするのは勘かん弁べんしてほしかったのだ。

　加奈子はブランコを軽く漕ぎながら、携帯メールの受信ＢＯＸを開いた。

　最新メールの受信日は昨日の朝、９時30分。

「さすがにこのメールは関係ないよなぁ」




《××水族館ツアー　三泊四日　二名様無料招待券当選》




　それは去年の秋に雑誌の懸けん賞しようハガキで応募したものだった。まさか一年近くたった今、こうして抽ちゆう選せんに当たるとは。神様も意地が悪い。

　加奈子は〝犯罪者〟と恐れ嫌きらわれてきた瞳の中に、ほんの僅わずか哀あい愁しゆうを浮かべた。そうやってセンチメンタルな思いに耽ふけっている最中だった。

　マスクを付けた少年が、公園越しの公道をスッタカターと走っていったのは。

　加奈子は持っていた携帯電話をカシャンと地面に落とした。

「檜山……弟？」

　どこか人を小こ馬ば鹿かにしたような生意気走りだったが、間違いない。

　寝癖頭に大きなマスク、着ているカーディガンの袖に両腕を通さずの不審者要素満載の少年。檜山弟で間違いようがない。

　けれどなぜまだこの町に？　町についてすぐ駅に突っ込んでやった筈なのに………。

　啞あ然ぜんとしていると、優希のあとを追うように数台の車が強引に走り去っていくのを視界に捉とらえた。車窓からかろうじて見えた顔……担任の栗くり山やまだ。

「まさか、あたしを探しにわざわざ山をおりてきてるわけ？」

　……しつこすぎる、ありえない。普段無関心を貫つらぬいているのに、なぜこんな時だけ？

「おばさん、さっき逃げてる俺に気がついたのに……無視しただろ！」

「ぎゃぁ!!」

　刹せつ那な、ブランコの脇の茂しげみから優希がひょっこりと現れて、公園から離れようとしていた加奈子は思わずのけぞった。「ひどいよ！　気がついたなら助けてよ」ぜえぜえと息をきらしながら、プンスカ激げつ昂こうしている優希にポコポコ殴られる。

　ちょっとやめて。キモい。加奈子は優希の手をペシンと払いながら呆あつ気けにとられた。

「アンタ……この町出たんじゃなかったの」

「改札入れてもらえなかった。七城高校の生徒は通り抜け禁止だって……そうしてたら急に変なおとな達が来て……」

「通り抜け禁止？」

　加奈子は、落ちている木の棒で地面にぐりぐりと穴をあけ始めている優希を睨にらみおろした。その辛しん気き臭くささは筋金入りらしい。

　それよりもなぜ、自分が追われなければならないのだろう？　皆目見当がつかない。

「ところで、おばさん」

　おとな達の異常なまでのしつこさに恐怖を覚えていると、優希が青白い顔をあげた。

「なんでこんなところにいるの、図書館に行くんじゃないの？」

「……ちょっと待った。アンタまさか、さっきのあたしの電話の内容盗み聞きしてた？」

「違うよ。でもなんとなくそうなのかなって。ていうか……公園のブランコで一人センチメンタルな思いに浸ひたってる女子高生ってところが痛い痛い」

「あたしが大型バイクの免許持ってたら、間違いなくアンタの面にタイヤ痕こん残してたわ」

「おばさん、そのカッカしやすい性格で更におっきなバイクの免許とろうとしてるの？　教習所に通う前は念のため、冷凍庫に30分くらい頭突っ込んでおいた方がいいのでは？」

「アンタ……」

　加奈子は思い切り顔をしかめた。

「やけに突っかかってくるね」

「人と喋しやべるの久しぶりだからつい。俺、学校行かないでずっと引きこもってたから」

　優希は母猫とはぐれた子猫のような寂さびしそうな瞳で遠くの山を見つめながら答えた。

「だから今日は久しぶりに兄ちゃんに会えると思ったのに」

「しょうが……ないじゃん。アンタの兄貴、今取り込み中なんだって。電話で言われたんだから従いなよ。とりあえず今回はお家うちに帰んな。もう一回駅まで送ってやるから」

「だけど兄ちゃん、もう一生戻ってこないかもしれないんでしょ」

　優希の発言に、加奈子はハッと凍こおりついた。

「兄ちゃん、《伯はく爵しやく様さま》って奴に旧校舎に閉じ込められてるんでしょ……」

「ちょっと待ってよ、それ誰から聞いたわけ？　あたし、喋ってないよね!?」

「昨日兄ちゃんがどこにいるか聞きに職員室に行った時、先生達が喋ってるのをデスクの下に隠れながらこっそり盗み聞きしてたんだ。それがバレたから、俺、昨日から俺追いかけられてるんだと思ってる……」

　なんの危機感もない声で言う優希に、加奈子は脱力した。アンタ、それ。

「自業自得じゃん。つうか……なんで隠かくれてんのにバレたわけ？」

「小腹が減ってたから、職員室の戸棚に入ってたお茶菓子取ろうとしたらバレたわけ」

「マジで自業自得じゃん」

「けどマジで美お味いかったんじゃんコレが」

「ありえない」

　加奈子は「あー、くそっ！」っと口悪く言葉を吐はき出してブランコに腰かけた。

　檜山優希は帰れなかったんじゃない、帰らなかったのだ。

「じゃあアンタこれからどうするつもりなのさ。悪いけどあたし面倒なんてみないよ」

「だから、おばさんこれから兄ちゃん達を助けてくれるんでしょ？　俺、それのお手伝いしようと思って残ってんだけど、もしかして……この気持ち伝わってない？」

「伝わるわけがない」

　加奈子はブランコの鎖くさりの赤あか錆さびを爪で削けずりながら、ギシギシした低い声で告げた。

「……あたしは元々クラスメイトとの折り合いが悪いんだよ、悪口言われ放題だし。そうやって自分を嫌ってる奴らのために、すぐに動いてやれるほど素直ないい子じゃない」

　他の子が言われている悪口の質と、自分が言われているものの質はレベルが違う。

　加奈子は鞄の中にしまった携帯電話を心にとめた。

　小さな頃に水族館で見たイルカが、加奈子の脳のう裏りで気持ちよさそうに泳いでいる。ほっこりと丸いフォルムにつぶらな目。けれどその目はいつもどこか寂しそうだった。

　多分、イルカはずっと〝ひとり〟で泣いている。

「ちょっと聞きたいんだけど、兄ちゃんもおばさんの悪口言ったりしてた？」

「少なくともアンタよりは言ってないよ」

　と、いうより言われた記憶がない。そう回答すると、優希はほっと胸を撫なでおろした。陰いん鬱うつスタイルに似合わず意外とコロコロ表情が変わるので、こうしてみると……見た目よりずっと幼く見える。

「じゃあこれからは俺が声によりをかけておばさんのことを……そうだな、まずは前ぜん菜さい的な感じで手初めに〝おばさん女子高生〟って呼んでみることにするよ」

　だがしかし口が壊かい滅めつ的てきに悪い。檜山徹星は弟にどういう教育をしているのだろう？

「そんなクソみたいな前菜がテーブルに運ばれてきたら、ナイフでズッタズタにするよ」

「待っておばさん、テーブルマナーとかわかるの？　前菜とメインディッシュの違いわかるの？　エスカルゴっていうのはね、蝸牛かたつむりのことなんだよ、わかる？」

「ああああ、もう、うるさいな！　エスカルゴくらい知ってるよ！」

　一体なんなんだ、ガキじゃないんだからさ！

　池いけ田だ寧ね々ねのようなこどもっぽさとはまた違う、もっと純じゆん粋すいで、けれどかなり面めん倒どう臭いタイプ。加奈子は優希にイライラしながらも電子タバコを口に咥くわえた。

「でもおばさんは、兄ちゃん達と違って外から帰ってきたんだよね」

　優希はマスク越しの口をもそもそと動かした。

「きっと、おばさんにはなにかあったんだよ、中から出してもらえるような条件を満たしたんだ。俺はそれが……それをどうしても知りたい。だからお願い、助けてよ」

「……アンタ」

　加奈子はやや警けい戒かい心しんの色を強めて目を眇すがめた。なんだろうこの違い和わ感かんは。

　なんというか──そう、檜山弟にはどこか掛け違えている部分がある。

　けれど、どの部分か掛け違っているのか今の加奈子には少しもわかってやることができなかった。
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「あれ、沢さわ与よちゃんは？」

　旧校舎の中、芽室唯が保健室のドアを開けると、身長計に背をつけてしゃがみ込んでいる清里栄次に真っ先に声をかけられた。唯ゆいは生気がごっそりと抜け落ちた顔を横に振った。

　時刻は午前10時50分。先の休み時間が終わったあのあと、岩見沢与は一番最初に拠きよ点てんとしていた教室に移動したまま、窓際の席から動こうとはしなかった。一時間経った今、唯がこうして何度も様子を見に行くも、彼女は静かな声で「一人にして」と言うばかりだ。

「……なぁ、優希と……八雲から連絡ってあった？」

　唯に付き添い保健室を出ていった檜山徹星が、栄次のゲーム機を疲れた顔で覗のぞき込んだ。「二人が体育館行ったあとにようやくね。〝今から図書館に行く〟って。けど、おとな達が町におりて二人のこと探してるから、時間かかるみたい」

「なんだそれ、じゃあ優希まだ帰ってないのか？」

「あ、ちょい待たれよ。俺に怒ってもせん無いことだからね。それより気がついたんだけど、向こうと繫がりにくくなってるみたい」

「繫がりにくい？」

「多分だけど、俺の持ってるゲーム機と加奈子ちゃんの持ってる携帯電話の距離が開けば開くほど電波が繫がりにくくなるんだと思うんだよね。加奈子ちゃんが七城の敷地内に滞在してるであろう時間帯は最初こそつまずいたけど、一回繫がっちゃえばあとは良好だったのに、今は連動できないみたい。それに俺、充電器今日持ってきてなくてさ」

「あ……そっか。充電」

　唯は口を覆う。基本的な問題をすっかり忘れていた。

「充電もだけど壊こわれねえように気をつけろよ」

　徹星はぶっきらぼうに言って、近くにあった回転椅子に腰かけた。先ほどから時折目が霞かすむのか目頭を親指でもみしだいている。徹星もまた、体調が芳かんばしくないらしい。

　唯は保健室のドア前から二歩横にずれた位置で立ち止まり、中を見渡した。

　保健室の中には沢与以外のクラスメイトが集まっていた。

　ソファに腰かけて険けわしい表情を作る日高藍作。その隣には釧せん望ぼう台だい光ひかると池田寧々が座っている。奥の隅すみでは、体育座りをして膝と膝の間に顔を深く埋うめている東ひがし藻も琴こと音ねがいた。

　天て塩しお文ふみ彦ひこは壁際でトランプマジックを淡たん々たんと繰り返している。

　それに栄次と徹星。加えて自分の合計９人。……随分、人数が減ってしまった。

「……あのさ、俺、休み時間毎ごとになにか追加要素が発生するんじゃないかって言っただろ？　今回誰か変わったこととかあった？　俺はなにも感じなかったけど……」

　テーブルの上に置いてある歩の携帯電話、歌内宗介のカメラ、そうして自分が持ち歩いていたポストカードを見つめながら会話が落ち着いたところを見計らって藍作が質問した。

　文彦がぱらららららとトランプをシャッフルしていた手をジャッと、止めた。

「あの、関係あるかわからないけど、僕、化け物にはちゃんと弱点があると思う」

「えー弱点？　あのゾンビみたいに再生してくる化け物にぃ？」

　興味津々にソファの背もたれから寧々が振り返る。文彦はこくりと頷うなずいて、先の休み時間のことを思い出した。文彦は女子トイレの中で化け物と対峙していたのだが……。

「僕、化け物の内の一体が飛びかかってきたから、びっくりして持っていた……ハサミを突き出したんだ。そうしたらそれが、たまたま化け物の口の中に突き刺さって、気がついたら化け物は消えてたし、復活もしてこなかった。多分、そこが弱味なんじゃないかな」

「じゃーあー。藍作の言ってた追加要素って化け物に弱点が加わったってことぉ？」

「……そうだな、その線も考えてもいいかも。それにしても文彦、凄いな。助かったよ」

「いや、僕本当にたまたまで」

　……言いかけて、文彦は口を噤つぐんだ。そして教室の隅で微動だにしない琴音を見つめる。

　かなり熱があがっているらしいと聞いているが、琴音は大丈夫なんだろうか……？

「二人が亡くなったのって、《伯爵様》のせいなんだよね？」

　文彦が気にしていると、ソファから光がすくっと立ち上がった。テーブルを挟んで対面側にいる唯が、「光……顔色が」と、自分の真っ青な顔色を差し置いて指摘した。

「郁美みたいに人間に殺されたかもしれないってのはないんだよね？」

　──教室の隅、琴音の肩がびくんと動いた。

「今回は大丈夫なんじゃないのぉ？　ていうかその話今してないしぃ」

　寧々の不機嫌そうな声こわ色いろが、保健室の空気を灰色に変えていく。話を脱線させた光に苛いら立だっているようだった。光はなにか言いたそうに寧々を見つめたが、元々寧々に反抗する度胸を持ち合わせていないのか、眉尻を下げてから、ゆっくりと腰をおろした──が、藍作がなんの気無しに持っていたカメラの画像データを見て声をあげた。

「ちょっと待って……その、カメラ」

「カメラ？」

　指摘された藍作はたった今流すように見ていたデータを遡さかのぼる。そうして目を見開いた。議論に集中して手元を見ていなかったので、〝それ〟に気がつくのが遅れた。

「……やだ、なにこれ熊くまぁ？」

　光を押しのけるようにして、カメラを覗き込んだ寧々が言うのも無理はない。

　カメラに残された一番新しいデータ。それは画面の端に映る壁の色から、かろうじて今藍作達がいる保健室の中で撮られたということがわかる。ただ、その他の画面は全て黒い影のようなもので覆われていた。

　映っている黒い影は、保健室の天井付近まで達している。

「まさかそこに映ってるものが《伯爵様》だったり……しないよね？」

　可能性が希薄なことは重々承知といった口調で光が言う。藍作は首を振った。

「もしこれが《伯爵様》だったら今頃見つけてくれた宗介のお陰かげで外に出られてるよ」

「じゃあ、どうして宗介はこんな写真わざわざ撮とってるわけぇ？」

「俺達にこういう奴がいるってこと教えたかったんだろ」

　皮肉っぽく徹星が言った。らしくなく、こめかみに冷や汗をうかべながら……。

「冗じよう談だん抜きでこのデカさの奴が襲ってきたら……シャレにならねえぞ」

　徹星の言葉で、クラスメイト達は次の休み時間が絶望的になるであろうことを悟った。

　この大きさの化け物が襲ってきたら、自分達は間違いなく……。

「触さわらないで！」

　鞭むちで肌を打ったような音がしたのはその時だった。全員が弾かれたように保健室の奥を振り向くと、地面に横座りになっている琴音と、硬こう直ちよくしている文彦がいた。

　あまりの高熱に意識が朦もう朧ろうとして倒れた琴音に、善ぜん意いで手を差し伸べた文彦……その右頰が可哀想なほど赤く腫はれていた。驚いた藍作がソファから腰を持ちあげた。

「なにしてるんだ東藻。なにもぶつことないだろ」

「だって！」すかさず琴音も、ピラニアが泳ぐ水すい槽そうの中に生いき餌えとして放り込まれた小動物のように怯おびえながら立ちあがる。

「だって今この人、私に触ろうとした……」

「文彦は東藻のこと心配してただけだよ」

「でも委員長……この人が私の盗撮写真を撮ったのよ？」

　琴音の震えきった声がクラスメイトの耳じ朶だを打った。

「私知ってる……見たの。見た。この人が３年生の先せん輩ぱいに、私の写真撮ってこいって頼まれてたのこの目で見たんだから……カメラもちゃんと受け取ってた」

「文彦？」

「……去年の秋口に、野球部の先輩に頼まれたのは本当だよ」

　──自分が琴音のことを好きだという噂は、生徒同士の話題にのぼることはないが浸しん透とう率りつは高かった。それを利用しようとした素そ行こうの悪い当時の３年生に呼び出され、本人にばらされたくなかったら際きわどい写真を撮ってこいと言われたのは去年。けれど、

「僕、断ったよ」

「噓でしょう？」

　琴音はぶるぶると頭を振った。

「この人、入学してからずっと私のことしつこく見てた。だから私……教室移動の授業がある時に、具合が悪いって噓ついて、授業を抜けてクラスに戻ったことがある。その時、この人の机の中から、私の……とう、さつしゃしんが封筒に入って何枚も、何十枚も出てきて……下着とか、トイレとかのも……たくさん、たくさん……ひどい」

「ち、違うよ！　それは僕が七城に出回ってるのを回収したやつで」

　元々瀕ひん死しの精神状態。それが壊れないようにと見守ってくれていた親友の死が、美少女の正常さを剝はく落らくさせていく。元にはもう戻らない。だってあの子がいない。

　もう誰も、「君は素敵な女の子だ」と言ってくれない。

　自分の前に立っている道化師が悪魔のような瞳でこちらを見つめている。

　琴音は文彦の訴うつたえをシャットアウトさせながら、ぐっと切ない声で問いかけた。




「あなたみたいな悪いこどもが、優しい郁美を殺したの？」
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　──一方、

「おばさん、もうちょっと、力入んないの？」

「こ、これでも頑張ってんだよ……」

「勘弁してよ。頑張りが足りないよ……あ……ちょっと、揺らさないでってば」

　完璧に舐なめられている。というより格下に見られている。

「そ……そんなに文もん句く言うならアンタが代わりなよ」

「俺は最初に下でいいよって言ったよ……けど、おばさんがスカートの中見られたら嫌いやだって目線で訴うつたえてきたから俺は上にのってるんだよ。でも誰もおばさんのパンツなんて興味ないから安心すればいいのに。だって、クマさんのパンツか肌色でしょ」

「クマさんでも肌色でもない」

　ボソボソとこもった喋り方のくせに、態度だけはひたすらにデカい引きこもり学生、檜山優希は、「やれやれ、これだから女子高生は……」と物もの憂うげなため息をついた。

　……ため息をつきたいのはこっちの方だ。どうしてあたしがこんな羽は目めに。

　八雲加奈子は思い切り舌打ちして、出しうる最大限の力を脚に注いで──今まさに自分が肩車して〝やって〟いる優希をぐっと持ち上げた。

　あのあと公園で優希と話し合い、ようやくコンタクトの取れた清里栄次に「町立図書館にこれから向かう」と告げて現状報告を互いにすませたところまではよかったが、教師達が加奈子達を探し回っているようなので表立って行動できず、ようやく図書館に辿たどり着いたのは今から10分前、11時30分頃のことだった。

　こうもコソコソ動かなければならないとは思わなかった。更には図書館に辿り着いたのはいいが、正面玄関で、七城の古典教師が受付の人間と喋っているのを見かけた。大方「うちの高校の生徒を見つけたら自分達に連絡してください」などと言っているのだろう。

　……ああ、もう。なにが原因でこんなことになってしまったのだろう？

　もしも見つかったら、七城に連れ戻されるかもしれない。

　やむを得ず優希と共に図書館の窓から侵しん入にゆうした加奈子は、そう自問自答しながらも、時折書架の隙間からスタッフの動向を確認しつつ、七城高校と関係がありそうな本を探し続ける。

「今年の三月まで学校にいた、北きた見みっていう奴がなにか残してるかもしれないんだってさ」

　資料を探しながらしばらくして、加奈子はそういえばと優希に説明した。本の背表紙を指で辿っていた優希が「北見先生？」と名前を反はん芻すうする。加奈子は不審な眼差しを送った。

「……そう。だけど、亡なくなってたんだよね」

「それは《伯爵様》って奴が関係して亡くなったの？」

「うちのクラスの秀才メガネはそう言ってたけど。あたしはよく、わからない」

　探しながら、加奈子はマナーモードにしている携帯電話を手にとった。「距離が開けば開くほど、繫がりにくくなるのかも」と先のコンタクト時に栄次から告げられたそれは間違っていないと思う。試しに通話ボタンを押してみたが途中で切れてしまう。

　また、歌内宗介と江差歩が亡くなったということも気になった。実感がまるで湧わかないが、全て真実ならば、この二日間で２年４組から８人の死者が出たことになる。

　こども達の救世主である《伯爵様》。

　もしも願いを叶かなえてもらうなら、自分はなにを提示するだろう？

　考えているとふと、図書館スタッフが何冊かの本を胸に抱かかえて、こちらにやってくるのが見えた。加奈子は書架から数冊の本を手早く抜き取ると優希の脛すねを足で蹴って呼びかけた。

「三階に自習室があるから目ぼしい本持っていって上で見よう。ここなんか落ち着かない」

「やめてよ、この体に傷がついたら兄ちゃんが怒るよ」

　優希は読んでいた本から顔をあげた。多分、マスクの内側で口を曲げているのだろう。

「へー、見かけによらないね。檜山ってそんなに弟思いなんだ」

「おばさんよりはね」

　優希はそう言って、ちょっと迷ったあとに加奈子に両手を差し伸べた。

　……成るほど。意外にも『重たい本は男である自分が運ぶよ』と気を遣ってはいるらしい。

「……なんだ、アンタもいいとこあるじゃん。じゃあ、悪いけど頼むよ」

「ごめん、ちょっと目め眩まいがするんだ。おばさんおばさん、三階まで俺のこと運んでいってよ、悪いね」

「アンタやっぱり想像以上にこじれたクソガキだわ」

　加奈子は優希の手の上に本をどさっと押し付けると、館内スタッフの目を盗んでそのまま三階へと続くリノリウムの階段を怠だるそうにのぼった。

　……全く、勘違いしたあたしもバカだったと、呟きそうになる文句を堪えながら自習室のドアを開けて席についた。中に設置されている机と机の間には仕切りが設けられ、ライトスタンドとコンセントまでついている。田舎いなか町の図書館の設備にしては申し分ない。

　加奈子はほんの少しだけ目を細めた。……かなり、久しぶりにくる場所だ。

「俺、楽がく譜ふよりも重いもの持ったことないのに……」

　少し遅れて、へろへろになってやってきた優希もまた加奈子の隣席に腰かけた。

　加奈子は仕切りをドンと叩いて、優希が持ってきた本を数冊手に取る。

「噓ばっかり言ってないで読み進めれば？」

「今の若い子って、なにかあればキモいって言うんだって兄ちゃんが言ってたよ。俺、もう怖くて外に長居できない」

　ああ言えばこう言うので、しばらく黙だまっておこう。

　加奈子は足を組んでから持ってきた本をパラパラとめくった。

　一番情報がのっていそうだと思い持ってきた本は、この土地一帯の歴史、建物について記載されているものだった。ただ重要そうなことは特筆されていない。順を追っての年表と写真がなんの面おも白しろみも出さずに延々と続いている。七城高校についてもその中に書いてあるが、大正九年一月十一日開校のみだ。創設者の名前もピンと来ない。

　その他に持ってきた本を開いてみるも、やはり同じようなことしか書いてはいない。

　開校当時のものだろう旧校舎を北側から撮った写真も何枚かのってはいるが、それもまた変わったところは見当たらない。さて、どうするか。

　加奈子は机を指で何度かこつこつと叩き……「あっ」と気がついて、携帯電話を手に取った。こういう時こその〝ネット〟だ。

　加奈子はインターネットに接続すると、そのまま『××町　七城高校』で検索をかけた。

　だが……確かに検索をかけた筈なのに、一件もヒットしない。加奈子の背中に妙な寒気がぞわりと走った。ゆっくりと足を組み替えてから、もう三度検索してみる。

　けれど結果は変わらない……どうして、検索できないの？

「どうしたの、おばさん」

　加奈子の異変に気がついたのか、仕切りの上から優希が顔半分を覗かせてきた。

　なぜ上からくるのかと思いつつ、加奈子は『やっぱりうちの高校はおかしいみたい』と喉から出かけた不安を隠すような口調で優希に答えた。

　年下の前で、無様な姿は見せたくない。

「うちの高校のことネットで検索かけてただけ。けどダメだった、ヒットしないの」

「俺が代わりにやってみようか？　俺、ネットっていうの使ったことないけど」

「携帯手て垢あかだらけになるから嫌」

「俺の手はおばさんの手よりは絶対に綺き麗れいだよ。指紋もないし、つるつるだよ」

「そこまでつるつるだったら困るよ。ねえ、それよりそっちはなにか見つかった？」

「これで合ってるかわかんないけど、変なメモなら出てきたよ」

「メモ？」

　優希はすすっと頭を引っ込めると、加奈子の隣に椅子を寄せて、持っていた本の表紙カバーを取り除いた。そのカバー裏には、ページの切れ端がセロハンテープで貼り付けてあった。メモにはかなり細かく文字が書いてあるが、書体が綺麗なので読みやすかった。




二〇一三年　一月／２年男子生徒ステージ上から転落／１年１組集団食中毒、うち８名入院／３年生暴力事件／バドミントン部男子生徒、交際中の女生徒と揉もめ退学／二月……




　メモを読み取っていきながら、加奈子は目を眇すがめた。

「なにこれ……」

　そこには、年代ごとに七城で起きた問題がびっしりと書かれてあった。

「全部、七城で起きた事件じゃん……なんでこんなのメモってんの。誰がやったの？」

「七城の中にいる人じゃない？　これだけ詳くわしく書いてあるなら」

　優希が答え合わせを求めるように顔を近づけてくる。ああ、やめて顔近い。加奈子は優希をアイアンクローで封殺しながらメモを再読した。……待って、でももしかすると……。

「……これ北見が残したメモかも」

「ふどがうふしがてふそがうが思がうがの？」

「このメモに書かれてるのって、表面上に起きた事件しか書いてない。もしも七城の生徒が書いたなら、もうちょっと人間関係内で起きた揉めごとを詳細に書くと思う。それに……」

「ふそがれがに？」

「北見が亡くなった三月以降に七城で起きた事件が書いてない。二月で、止まってる」

「ふがががががっが、がが？」

「日高の言う通り、七城で最近起きてる問題と《伯爵様》は、関係があるのかも……」

　マスクの上から押し付けられているので優希の声は「ふがふが」と豚ぶたの鳴き声に近い。さすがに悪いと思った加奈子は優希の顔から手を放した。それから、メモに書かれている、二〇一三年、二〇一二年、二〇一一年……と箇か条じよう書がきされている年代部分を指差す。

「今年に近づくにつれて問題が起きた件数が多くなってる……」

「おー、本当だ」

　指摘された部分を見て優希が頷いた。

　メモによると《伯爵様》が現れた今年の問題件数が一番多く、その次が去年、その次が一昨年おととしというように過去に遡さかのぼるにつれて問題件数が減少している。

　逆に二〇〇三年の後半などは、至って問題が少ない。加奈子は唇くちびるを強く引き結んだ。

　これは一体どういうことなのか。

「問題……っていうくくりじゃないよね、これもう呪のろいとか祟たたりとか、不幸だよ」

　考える加奈子の横で、優希が椅子の上に体育座りをしながら何気なしに言った。

「おとなって、この不幸をどうにかするために、こどもを閉じ込めてるんじゃないの？」

「え？」

「今年だと、兄ちゃん達が旧校舎に閉じ込められている二〇一三年が一番問題件数が多いんでしょ？　それを逆に考えるんだよ。例えばその前……メモでいうと、十年前の二〇〇三年の後半から七城高校で起きた問題が、がつんって減ってるよね。もしかしてこの時も今みたいに、こどもが旧校舎に閉じ込められて、その時になにかがあって問題がおさまったんじゃないの？　ねえおばさん、口の横にイボできてる」

「いやこれニキビ、イボじゃない。けどどうして？　まさか……《伯爵様》に学校の問題を解決してくださいってお願いするために、こどもを中に閉じ込めるとか？　それならおとながやればいいし、まず、こどもがそんなこと願うと思う？」

「思わないよ、わかんないよ、怒んないでよ。言ってみただけってば」

　語調を強める加奈子に驚いたのか、優希は瞼まぶたをぎゅうっと瞑つむった。

「ごめん……大声出した」

　勢いづくあまり椅子から半分腰を浮かせていた加奈子はゆっくりと席についた。気持ちを落ち着かせるために大きく息を吐く。確かに優希の言う通り、閉じ込められたこども達が、〝なにか〟をして、不幸を一時的に食い止めるというのは少なからず真理に近い気がした。

　ただ、そんな他人事の願いのためにこどもが《伯爵様》を使うとは思えない。

「そんなことよりもどうしておばさんが旧校舎から出ることができたのか考えようよ」

「アンタ……まだそれ言ってんの？」

「だってそれさえわかれば旧校舎にいる人達は帰ってこられるんだよ？　おばさんだって、クラスメイトに会いたいでしょ？　イボなんて気にすることないよ」

「気にしてないんだけど」

　言いながら加奈子は机に頰ほお杖づえをついて、唇の横のニキビをひっそりと隠した。

　……クラスメイト。その言葉は正直、加奈子にとっては馴な染じみが浅い。

「希望を踏ふみにじるようで悪いけど、あたし《伯爵様》からハブかれただけだと思うよ」

　加奈子は胸の中にずっと抱えていたことを吐と露ろした。

　多分、優希の性格がかなりこどもっぽいからこそ、言えたことだった。

「きっと旧校舎の中に入ることができるのはいい奴だけなんだよ」

《伯爵様》がどう関係してるのかはまだわからないけれど、もしも本当に、こどもを閉じ込めることで問題が解決されて不幸が減るならば、そのこどもは救メ世シ主アになれるだろう。

　２年４組の中で、そういうことを成なし遂とげられそうなこどもはきっと、たくさんいる。

　けれど〝犯罪者〟である自分は救世主にはなれない。

「もしかしておばさん、クラスメイトの人達と一緒に旧校舎の中に入りたかったの？」

「まさか！　自分のこと嫌ってる人間の輪の中にどうして入りたいと思えんのさ」

「思えるよ。だって、自分のこと好きになってもらうには、その人達に近寄らないと自分のことわかってもらえないんだから。きっとおばさんは、旧校舎の中に入ってクラスメイト達と仲良くなりたかったんだ。仲間外れされることに、疲れちゃったんだよ」

　優希は椅子から立ち上がると、ごほん、と咳せきをしてから加奈子を見下ろした。

「それで今、一生懸命《伯爵様》の謎なぞを解こうと頑張ったり旧校舎からの脱出方法を探したりしてるけど、もしもなんの答えも見つからなくて期待に応えられなかったらどうしようって焦ってるんだ。そうなったら、クラスメイトに嫌われると思ってるから」

　だから、と、優希が一度言葉を切る。

「おばさんが、〝いい奴〟って証明するためにも脱出方法を探そうよ。それに、もしも解決方法が見つからなくても外にいる人間だからこそできることって、ちゃんとあると思う」

「……そんなもんあるわけないじゃん。せいぜいガキのお守りまかされるくらいだよ」

「充分でしょう？　あとはその子にお菓子とジュースと、オモチャを買ってあげたらミッションコンプリートだと思うんだ」

「アンタが財布を持ってないことはよくわかった」

　加奈子はぶすっとした面つらがまえで優希を睨み上げた。それから、

「……もしも、クラスメイトの期待に添えなかったら、あたしはなにすればいいと思う？」

　窓の外を眺ながめながら望み薄に訊たずねる。

　どうせロクなこと言わないだろうな……と思っていれば案の定、

「〝頑張れ、諦あきらめるな〟って、閉じ込められている人達を励はげましてあげればいいじゃん」

　実にシンプルな答えを出されて加奈子は肩をすくめた。ほら、ロクなことじゃないな。

「ガキに聞いたあたしが悪かった、ごめん」

「ううん、気にしないで。俺もおばさんのこと、こころの中で、〝うじうじクソババァ〟って呼んでてごめんね。ねえ、トイレ行ってきてもいい？　ずっと我が慢まんしてたんだ」

「さっさと行けば。あたしも一回これ戻して別の本持ってくるから」

　言いながら加奈子は優希の脛を再び蹴った。

　けれどその威い力りよくは一度目と比べると殆ど意味のないものだった。




　──それから数分後。加奈子もまた、優希より一足遅れて自習室を出た。

　壁も天井も階段も、なにもかも薄灰色に囲われた世界を下っていると、旧校舎側にいるクラスメイトからようやく電話が入った。階段の曲がり角で立ち止まり、少し考えてから携帯電話のフリップを開く。向こうの電池残量が気になりこちらから電話するのは控ひかえていたが、それは間違っていなかったらしい。

〈充電ヤバいらしいからすぐ用件済ますけど、優希の奴帰った？〉

　余程弟が心配なのか、思いがけず電話相手のトップバッターは檜山徹てつ星せいだった。

「……まだだけどさ」

　加奈子は脱力しながら階段に座り込んだ。……てっきり日高藍作が出ると思ったのだが。

「アンタに会うまで帰りたくないって駄だ々だこねてる。正直かなりうざい」

〈喋ること好きなんだよ。なぁ、今優希に代われねえの？　喋りたいことあんだけど〉

「別にいいけど。その前に一回、旧校舎の中で一番話のわかる奴に代わってよ」

〈はいはいはい。俺じゃー頼りないですよね〉

　加奈子は声に出さずに「緊張感のなさが弟とそっくりだな」と言いながら、持っていた本を膝の上におろした。手持ち無沙汰で本のページを高速でめくる。と、ページの端に学生が書いたらしいパラパラ漫画を発見した。

　退たい屈くつな参考書ならともかく、郷土資料にまで書く輩やからがいるとは。

〈もしもし八雲？〉

　そのまま手持ち無ぶ沙さ汰たに待っていると通話相手が藍作に代わった。が、加奈子は言葉を失った。いつも平然と物事をこなす学級委員長、その声色は数時間前よりも疲労の色が際立っている。

　なにを体験させたらこの泰たい然ぜん自じ若じやく人間がここまで憔しよう悴すいするのか？

〈なにか、わかった？〉

「……ああ」

　加奈子は数秒無言で態勢を整えてから、北見が残したと思われるメモを発見したことと、藍作の言う通り、《伯爵様》とここ最近七城で起こっている《不幸》、《問題》、更に追加で《こどもを旧校舎に閉じ込めることで不幸がしばらく沈ちん静せい化かする》という三つは深い関係性があるのでは？　ということを改めて伝えた。

　藍作は深い相あい槌づちをうちながら加奈子の説明に耳をそばだてる。

　一息ついたところで、〈やっぱり北見は調べてたのか……〉と独りごちた。

〈もしかすると、まだ別の場所に予備でなにか残してるかもしれないな……。過去に北見が借りた本の履り歴れきなんかは、どうにかして聞き出すことってできないか？〉

「聞きたいのは山々なんだけど、多分栗山達の手が回ってる。最初正面から入ろうと思ったら先回りされてて、結局窓から入ったんだよ。それに心配してるわけじゃないけど……年下の、檜山の弟もなんだかんだでくっついてくるし、あんまり表立って行動したくない」

　言いながら加奈子は、なんの気無しに階段の踊り場を見上げた。

　そういえば、中学校３年の受験シーズンの自習室内では藍作の姿もよく見かけた。

　加奈子と、加奈子の友人と、藍作の三人揃って図書館の閉館時間ギリギリまで残り、誰から提案するわけでもなく自販機で温かい飲み物を買って、雪が積もる帰路をとぼとぼと帰ったこの記憶。これも改かい竄ざんされたものなのだろうか？

　そうだとしたらとても──「寂しいよね」無意識にそれを藍作に伝えそうになった寸前だった。

「ＢＦ………ミヤ？　ボ、ボーイフレンドミヤ？」

〈え？　なに、八雲。彼氏できたの？〉

「いやできてないけど」

　加奈子は口を噤つぐんで、膝の上に開いていた本のページ端を見つめた。

　一ページ毎に連番になるようふられていたその文字は、パラパラと続くようにめくっていなければ、永遠に気づかなかったかもしれない。

「ごめん、なんでもない。読んでた本のページの端に、誰かの悪戯書きがあっただけ」

〈ＢＦ……ミヤ？　なぁ……もう一回しっかり読んでくれ〉

　電話越しの藍作が思い煩わずらっている。なにか思い当たることがあったらしい。

　加奈子は仕方なく、ページの端にふってある文字に顔をぐっと近づけた。

　よく目を凝こらしてみれば、「Ｂ」「Ｆ」「ミヤ」の他に別の記号がふってある。これは……、

「Ｂ／Ｆ／ミヤ／？　って、書いてあるけど」

〈Ｂ／Ｆ／ミヤ／……ああ、わかった。それ請求番号だ。本がどこの棚にあるか探す時に使うやつ！〉

「請求番号？」

　加奈子はもう一度顔を近づける。まさか……。

〈八雲、今見つけたそれってうちの高校に関係ありそうな本に書いてあったんだよな？〉

「そう、だけど」

〈もしかしてそれ、番号に該がい当とうする本を見ろっていう北見のメッセージじゃないか〉

「北見がこれを？　なんでそんなまどろっこしいことするんだよ。なにか伝えたいことがあるなら、さっき見つけた表紙の裏までとはいかなくてももう少しわかりやすく……」

　言いかけて、加奈子は目を細めた。

　ページの端にふられた文字は一文字一文字見れば全く意味がわからない。

　続けてひとつの意味を作るならば、退たい屈くつな授業をやり過ごすために教科書の片隅に制作したパラパラ漫画を読むかのようにページをめくらなければ気づかないだろう。

　それはこどものユニークな発想だった。頭の固いロボットなら気がつかない。

「……ちょ、ちょっと待って。今移動するから」

　加奈子は階段を駆かけるようにおりた。携帯電話を手の平で覆う。スタッフの目を盗んで図書検索用に設置されたパソコンに請求番号を入力して、該当する書架まで足を運んだ。著名すぎる文ぶん豪ごう達のコーナーは、迷うことなくすぐに見つかった。

「該当図書は多分、宮みや沢ざわ賢けん治じの『銀河鉄道の夜』だけど……」

〈……やばい、間違いないぞ八雲〉

　藍作が息を吞んだ。

〈北見は宮沢賢治を愛読してたんだ……中になにか書いてあるか？〉

「待って」

　肩と耳の間に携帯電話を挟んだまま加奈子は本を開いた。

　書架には他の出版社からも発行されている『銀河鉄道の夜』があったが、今加奈子が読んでいるものは黄ばみが強きよう烈れつで、利用者からは不人気だろうなと思う古さがあった。

　もしかすると北見はこの本を、自分の調べた資料の保管場所にしていたのかもしれない。

　加奈子はページの一番後ろから、二枚の写真と、二つ折りにされた便びん箋せんが挟まっているのを見つけた。重大なものを見つけたような気分になって、心臓が早はや鐘がねを打ち始める。

　……落ち着かなければ。ひとまず加奈子は深呼吸をしてから、二枚ある写真を見比べた。

　写真は資料室で読んだ本に掲載されていたものと同じ、旧校舎をおさめたものだった。相そう違い点てんといえば、挟まっている写真は旧校舎を南側から撮ったもので、尚なお且かつ、一枚目は旧校舎しか写っていないが、二枚目は旧校舎と共に開校記き念ねん碑ひが写っている。

　北見は開校記念碑を気にしていたのだろうか？　加奈子は写真を裏返した。

　一枚目の写真には、「大正九年二月頃撮影」と年数がメモされており、二枚目の写真には「大正十年頃撮影。この年、新校舎新設と共に開校記念碑用意」とこれもメモされている。

　確か自習室で読んだ本には、七城高校は大正九年に開校されたと書いてあった。同じ時期におそらく旧校舎を建てたのだろうとは思う。

　なのに、その一年後にはもう新校舎を建てたわけ？

　──それに、この開校記念碑。

　加奈子は写真をもう一度表に返した。

　開校記念碑は普通、開校した年に建てるのが常ではないのだろうか？

　その前にこれは開校記念碑と言えるのだろうか？

　自分はこれに似た碑を毎日見ているからわかる。今日の朝方も、教室の窓から見た。

　これは開校記念碑というよりむしろ……死者を慰なぐさめる慰い霊れい碑ひに近い。

〈八雲？〉

　加奈子がなにか喋るまで黙っていようと思ったのか、無言を貫いていた藍作が声をかけてきた。けれど加奈子は、「待って」とそれを制した。

　……不幸が多発する年と減少する年。

　頭の中に複雑にかかっていた蜘く蛛もの糸が、端からぱちん、ぱちんと切れていく。

　減少する年は、旧校舎にこどもが閉じ込められたあとだと仮定する。

　ではこども達はなぜ《伯爵様》がいるとされる旧校舎に閉じ込められるのか？

　多発する問題を解決してもらいましょう、そういうこと？

　いいや、こどもはそこまで純粋じゃない。

　最後の一人になればなんでも願いを叶えてくれるのだから、「過去を変えたい」とか、「金持ちになりたい」とか、「世界一可愛くなりたい」なんて夢物語を願い出るのが人間だ。

　開校して一年後には放り出された旧校舎。

　もしかしてこれは単に……こどもを、閉じ込めるためにおとなが用意した牢ろう獄ごくなのでは？

　それに、あの子のために建てられた慰霊碑と、旧校舎の前に建てられた開校記念碑はよく似ている。

　──もしかして、もしかすると、過去にも旧校舎の中で死人が出ている。

　そしてそれはおそらく、不幸をおさめるために旧校舎に送られたこどもだ。

　不幸をおさめる……不幸を……なくすためにこどもを……。

　不幸を鎮しずめるために……犠ぎ牲せいにされた？

「あ……」

　それに気がついた加奈子の頭の中は、数秒真っ白に染まった。

　石碑を……早く、学校に行って石碑を見なければならない。

　正しよう真しん正しよう銘めいあれが慰霊碑ならば、旧校舎で亡くなった人間の名が刻きざまれている筈だ。

　もしかしてそこには、今クラスに紛れている《余分な一人》の名があるかも……。

　……そうだ！

　どうして今まで、そこに気がつかなかったのか。

《伯爵様》という存在は噂うわさでも都市伝説でもない。それは現実に存在しているものだ。

　ならば必ずその存在の出どころがわかる。そうして今、クラスメイトに交じっているというならば、──《伯爵様》はこどもの姿をしているのだ。

　ではなぜ旧校舎の中にいるのか？

　それはその存在もまた、過去に不幸を鎮めるためにおとな達から旧校舎に閉じ込められたからなのでは……。

　もうひとつ。銀河鉄道を連想させるイラスト付きの便箋の中。

　加奈子はそこに書かれている文字をしっかりと、胸に刻んだ。




　記憶は薄い。もう朧おぼろげにしか思い出せない。けれど確かに俺は旧校舎の中に閉じ込められて、そして途中で外に出た。なにをして外に出ることができたのかわからない。けれど、確かに昨日、俺は閉じ込められていた旧校舎から脱出した。俺は戻ってきた。
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　二〇〇三年、九月。それはメモによると多発していた不幸がガクンと減少した年だ。

　そうして化学教師の北見。彼もまた十年前に旧校舎に閉じ込められたことのあるこどもだったのだ。けれど途中で旧校舎から脱出することができた。

　おそらく今回の加奈子も、当時の北見と同じことをしたのだ。

　だから──だから昨日、旧校舎に足を踏み入れたにもかかわらず外に出ることができた。

　けれどあの瞬間、自分はなにをしただろう？

　声をあげたこと？　遅ち刻こくしたこと？　携帯のメールを受信したこと？　わからない。でも……。

「日高。まだわかってないけど、脱出方法は必ずある」

〈なんだって？〉

「だからあるんだよ。あるんだ……アンタらがそこから出る方法はちゃんとある」

　加奈子は上うわずった声をあげながら、写真と便箋をパーカーのポケットに押し込んだ。

〈他に脱出方法があるのか……本当なんだな？〉

　藍作もまた、電話越しで声をあげている。加奈子は頷いた。

　そうだ日高。あるんだ。あったんだ、アンタらが旧校舎の餌え食じきにならない方法が。

〈それにもしかしたらアンタらの中に交じってる余分な一人もわかるかもしれない。外にある石碑にもしかしたら……寮の中の部屋割りみたいに消されてなかったら、余分な一人の名前が書いてあるかもしれない。だから〉

　窓から差し込む日の光が加奈子の背中に熱を送る。

　加奈子は数秒思い悩んだが、藍作の疲れた声や、沢与に言われた「助けてくれ」──唯の「加奈子ちゃん!?」という縋るような声や、池田寧々や宗介が自分に抱く不満など全て受け止めた上で口を開いた。それは、犯罪者と嫌われ続けてきた加奈子がクラスメイトに向き合う覚悟を決めた瞬間と呼んでもよかった。

「だからもう少し頑張れ、諦めんな！　ちゃんと外からあたしが助けてやる。多分……いやきっと助けられる。そうしないと、ち──」

　言いかけた時、加奈子の持っていた携帯電話が真ん中からバキリと折れて、上半分がガシャンと床に落ちた。旧校舎との通信と希望が、思いもよらず断線された。

「八雲、携帯電話は図書館の中じゃ使用禁止だぞ」

　振り返った先。いつの間にいたのだろう？

　担任教師の栗山が、加奈子の真後ろに立っていた。

　加奈子はほとんど無意識に、近くの壁にはめ込まれていた防犯ベルを「逃げろ」の意味を込めて強く叩いた。
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　檜山優希は男子トイレの鏡の前で、長い間立ちすくんでいた。




　山をおりてから時折、自分の中に黒い泥のようなものがどぷどぷと流れ込んでくる気がして優希は僅かに目を細める。おおぉぉっと迫り来る邪じや念ねん。追い払うように頭を揺する。

　軍門に降るは到底早い。

　余計な魔がこれ以上ささぬようにと願いながら、優希はマスクを付け直す。すると、

「──ああ、七城に通ってる生徒だろ」

　男子トイレのすぐ外から複数の足音と声が聞こえてきた。

　……七城？　まさか自分達を追い回しているあのしつこいおとな達がやってきたのか!?

　優希は「あわあわ」と狼狽うろたえながら、トイレの個室につんのめりながら駆け込んだ。

　聞き耳を立てながら、そっと顔を覗かせる。優希の心配をよそに、男子トイレに入ってきたのは七城のおとなではなく、二十代後半のスーツ姿の二人組だった。

　二人は優希がいることも知らずに、のんびりと会話を続ける。

「……でさ、一昨日、意味わかんないこと聞いてとうとう俺の知り合い怒らせたらしいよ。その高校生しつこいんだってよー。去年あたりからずっと、〝十年前のこと覚えてるか〟ってわざわざ質問しに来るんだって」

「十年前っていったらその高校生、小学生だろ？　なんでそんなこと聞くのかねー」

「そいつもよくわからんって言ってた。そいつ、知り合いでもないんだってよ。結局もう我慢ならんって追いかけたら、途中で見失ったって。不ぶ気き味みだよな」

「その高校生まさか、幽ゆう霊れいだったってオチじゃないだろうな？」

　サラリーマンの二人はおそらく、仕事中のサボり場所として図書館を利用している最中なんだろう。おとなになってもサボりってあるんだな……贅ぜい沢たくな人達。

　優希は顔を引っ込めると、カーディガンの中で腕を固く組んで胎たい児じのように縮ちぢこまった。

　なんだか、わんわん泣いてやりたい気分だ。

　どこかで大きなサイレンでも鳴らないかなぁ。そうすれば、おとなが引くほど声を張り上げて泣いてやるのに……と優希が願った矢先だった。

　ジリリリリリリという派手な音が聞こえて、優希はびくんと肩を震わせた。

「おいおい、マジかよ。火事？」

　サイレンの音に驚いた二人組の男達が、急せいた声をあげてトイレから出ていく。

　え、火事？　どうしよう。

　優希も慌ててその場をあとにする。閲えつ覧らんコーナーに向かってみると、周囲にいた利用者がわっと声をあげながら外へ逃げていく姿を視界が捉えた。

「落ち着いてください！」「誰かが、間違って押しただけですから！」という館内スタッフの声も、混乱する人々の耳にはあまり入ってこないらしい。

　とにかく三階の自習室にいる加奈子と合流しなければ。トイレにこもって結構な時間が経っている。けれど、あのおばさんなら自分をおいて外に出て一服しているという線も捨てきれない。

　そう思っていた時、「痛いんだよ、離してよマジでキモいんだけど！」という切せつ迫ぱくした声がして、優希は長い前髪の隙すき間まから覗く暗い目を眇めた。

　視線の先、誰かに外につれていかれそうになっている加奈子の姿が目に入る。遠目からでもわかるほど、その姿はボロボロだった。殴なぐられたのか、顔面の左側が腫れていた。

　彼女をつれていこうとしている相手には見覚えがある。

　確か、自分の兄の担任だ。

「おばさん女子高生！」

　優希もまた切迫した声で叫んだ。が、奥から入れ違うように二人のおとなが優希に向かってきて口を噤んだ。優希は僅かに逡しゆん巡じゆんしたが、仕方なく一番近くの窓の鍵をガチャンと開けて外に脱出した。

　くらり、短い間隔で訪れ始める目眩に耐えながら優希は走る。

　もう、どっちにしろ時間がない。

「あった！」

　ここに来るまで乗ってきた、茂みの中に隠していたバイク。……自分みたいなこどもに乗れるかな？　乗れないかな？　と臆おくしている暇がないのが不幸中の幸いだった。

　優希はバイクに跨またがると、キーをつけたままブォン！　とバイクを発進させた。

「あはばばば！」

　鬱うつ陶とうしい前髪が風で持ち上がる。間近に迫っていた教師二人の真ん中をわざと通り抜けると、おとなは揃って地面に尻餅をついた。ははっ、おとなもざまあない！

　優希はグリップを強く握りしめる。もの凄いスリルだった。昂こう揚よう感かんで胸が震える。

「凄えや兄ちゃん！　こんな凄いもん乗ってたんだ！」

　脳内麻薬が放出される。そのまま優希は利用者専用駐車場までバイクを走らせた。

　男子トイレに立ち寄る前にそれとなく館外、館内地図を目に入れていたので、迷うことなく辿り着いたその先では、白い乗用車の後部座席に、栗山が今まさに押し込められようとしている加奈子の姿があった。

　その周囲では、図書館が火事になったと思い、避難した人々がやや距離をとって、「おとなしくしろ！」と、栗山に顔をぶたれた加奈子を遠巻きに見つめていた。

　加奈子の短い叫び声が、聞こえた気がする。

　優希はバイクのグリップをしならせるようにして握りしめると、そのまま躊ちゆう躇ちよなく──乗用車に向かって、突っ込んだ。




　事故が起きた時、きっとこういう音がするのだろう。

　後部座席に加奈子が半分まで押し込められたその直後、ドンという衝しよう撃げき音おんが耳をつんざいた。乗用車が大きな波に攫さらわれたように一度ぐらつく。

「な、なんだ？」

　後部座席に片足をのせて加奈子に馬乗りになっていた栗山の表情に、焦りの色が浮かぶ。

　しめた！　加奈子はローファーの爪先を栗山の顎あご目掛けて思い切り蹴り上げた。

「退どけよ変態！　最っ低！　キモい、キモすぎ！」

「ゔっ！」

　加奈子の見事なトゥーキックにやられた栗山が顎を押さえてあとずさる。

　なんだか少し可哀想な気もしたが、そうも言っていられない。

　栗山が身を引いた隙に加奈子は後部座席から体を起こす。

　そして「……なんて無茶を」と口の端を歪ゆがませた。

　バイクもそうだが、突っ込まれた乗用車の運転席部分もべこりと凹へこんでいる。

「アンタ……バイク運転できたの？」

「できないよ。だからおばさんが運転席に座って。俺は後ろ行くから、早く!!」

　茫ぼう然ぜん自じ失しつに立ちすくんでいると、バイクの運転席に乗っている優希に急かされた。

　一体なにが起こっているのか。それよりも、無免許でバイクを運転するなど言語道断。

　これはクラスメイトの弟を預かっている身としてはキツく叱りつけた方がいいのだろうか？　あまりの驚きに目をぱちくりさせながら考え込んでいると「おばさん、老化現象はまだ早いよ！　ぼうっとしてないで早く乗って！」と優希に急かされた。

「だから、あたしはまだ若い！」

　思わず叱り口調で言い返した。迷っている暇はないらしい。仕方なしに余計な考えを無理やり取っ払い、優希からグリップを譲り受ける。

「あれ、八雲さん家ちの……身内殺しの……」

　けれど、辛しん辣らつな言葉がするりと鼓こ膜まくに入り込んできたので、加奈子はすぐにバイクを発進させることがきなかった。

　顔をあげると、野や次じ馬うま達が栗山──ではなく加奈子を蔑さげすむように睨んでいた。

「親友の女の子も、自殺に追い込んだらしいわよ」

　強く耳を塞ごうとしたが遅かった。

　周囲からあがった険を含んだその声は、十代の少女のこころをぐずぐずにさせるには充分すぎるものだった。







　──あれは、高校の入学式を控ひかえた一週間前のことだった。

　町から六時間かけて訪れた水族館。まるで海の底のように深い深い青の中。大きな水槽を悠ゆう々ゆうと泳ぐイルカを見た親友が、隣で俯く加奈子の手をそっと握った。

「大丈夫。七城に入学したら、あたしが加奈子を守ってあげる。それで、もしもまた加奈子が〝どこか遠くで休みたい〟って思ったら、またここの水族館こようよ」

　水族館で買ったお揃そろいのイルカのストラップが、二人の携帯電話の横でシャランと揺れる。加奈子は傷ついた瞳でイルカを見つめたまま、親友の手を弱々しく握りしめた。

「加奈子は悪いことなんてしてないよ」

　大おお麻あさ千ち晶あきが応えるように加奈子の手を強く握りしめた。

「自分のお兄さんから暴力を受けてたお義ね姉えさんと、そのお腹の中のこどもを庇っただけなんだから。加奈子はぶっきらぼうだから、皆勘違いしてるだけなんだよ。それにね加奈子。やっぱり加奈子は度ど胸きようがある」

「けど……」

　口を開けば弱音しか出てこない、腐くさりかけの加奈子の声を遮さえぎるようにして親友が言った。

「だってあの事件があってから〝遠くに行きたい〟とは言っても、〝逃げたい〟とは一回も言ったことがないんだから」




「うるさいよ、おばさん」

　声がして、昔の思い出を逆走していた加奈子は俯いていた視線をゆっくりと持ちあげた。

　このクソガキはこんな時にまで〝おばさん〟呼ばわりを貫くのかと、優希のいい加減さに堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れかけたが、集中させるとその声の着地点は自分ではなかった。

「目の前で若い女の人が殴られて車に押し込められて、叫んでるの見て、なにも思ってあげられないの？」

　すいすいとした淀よどみのない声だった。加奈子は涙の滲にじんだ目で優希を見つめた。

　ふと、優希の姿が水族館で見たあの優しいイルカ達の姿と重なった。

「それにこの人は今、人を助けようとして一生懸命頑張ってる最中なんだよ、傷つけられるために頑張ってここに立ってるわけじゃない！」

　顔色の悪い骨皮筋衛門のような少年が発したとは思えない声に驚いたのは加奈子だけじゃない。栗山も追ってきた教師二人も、野次馬達もまるで口をなくしたように黙り込む。

「行こう、おばさん。どこに行くかわからないけど」

　バイクの後部座席に乗っている優希がこの隙に出発しようと加奈子を急かす。加奈子は後ろを振り返ることができない。代わりに強く頷いてそれに応えた。目頭が、涙で重い。

「向かう先なんて、アンタの兄貴がいる場所しかないよ」

　加奈子は七城高校がある山に向かって、勢いよくバイクを走らせた。
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　──図書館内で八雲加奈子の携帯電話が真まっ二ぷたつに折れたその音は、旧校舎内にいる日高藍作にはアイスキャンディーがパキリと折れたような音とほとんど同じように聞こえた。

　瞬間、液晶画面がブラックアウトする。廊下の窓際に立っていた藍作が暗い声で「八雲？」と声をかけるが、ゲーム機はそれから一時間経ってもうんともすんとも動かない。

　代わりにとでもいうように「郁美がいない！　郁美！」と、校長室の中で寝ている筈の東藻琴音の金切声が響く。藍作がたじろぐのが見えて、それまで藍作の様子をうかがっていた清里栄次は「加奈子ちゃん、なんだって？」とクラスメイトに軽く声をかけた。

　栄次の姿を見た藍作は複雑そうな表情でゲーム機を見つめる。

「……今から学校にくるらしい。脱出方法があるのと、余分な一人がわかるかもっって」

「え、本当!?」

　それは予想外だった。栄次は素直に感心して、「そっかぁ、じゃあ次の休み時間までには帰れるかもしれないっていう希望は持ってていいんだね」とほっと胸を撫でおろした。けれど藍作の表情はスッキリとはしていない。加奈子……そして、檜山徹星の弟である檜山優希の二人きりで突とつ破ぱ口こうを探させていることを本音で言えば心苦しく思っているのだろう。

　藍作らしい、考え方だ。

「沢与ちゃんはあれから元の教室でなんかしてるし、寧々ちゃんと光ちゃんはどっかいっちゃったし、徹星は職員室の中でなーんか難しい顔してるし、文彦も放心してるし。唯ちゃんは琴音ちゃんにかかりっきりで、皆バラバラになって心配だったけど、よかったよ」

　琴音が文彦を責めたあと、一同は各々荷物を持って場所を変えた。

《伯爵狩り》はもちろん続行中だ。この状態は一体いつまで続くのだろう？

　更にいえば時間が経つにつれて全員が……自分も含めて《伯爵狩り》を蔑ないがしろにしつつある。いや、探すだけの精神力がもう残っていないのかもしれない。けれど──、

「けど、加奈子ちゃんがいてくれてよかったよね。希望はちゃんとあるんだから」

　栄次はにっこりと笑った。昨日自分が言ったことを忘れんなよ、の意味を含んでの笑いだったが、聡さとい藍作には容た易やすく気づかれる。藍作は苦笑しつつゲーム機を栄次に返した。

「これ何万もするんだろ？　借りっ放しでごめん。けど……八雲と連絡がつかなくなった」

「そっか……まぁ元から充電切れかかってたからね、仕方ないよ。ねえ、それよりももし俺達がいなくなったら寮部屋ってどうなるのかな？　俺ベッドの下に超プレミアのグッズ隠してあるんだよね、女の子に見られたら絶対引かれる系のやつ」

「栄次……お前って本当凄いな。なにも変わらないんだな、皮肉じゃなくて」

「俺は凄くないよ。ただ、好きなキャラ三百人の身長体重データを暗記しているだけさ」

「いやそれは十分凄い」

　栄次はシャツの袖を折り曲げながら、「西側の空き教室でも探してみようか」と、聞いているだけで気分が滅め入いる琴音の絶叫が届かない場所まで、藍作を避難させながら続けた。

「俺はさ、この環境に放り投げられた時からこの悲劇に酔ようようにしてるだけなんだよ。〝今自分はとても不幸な環境にいる。自分はなんて可哀想な少年なんだろう〟ってさ」

　ていうか、

「凄いって言ったら俺はやっぱ藍作だと思うよ。俺、藍作が宗介に言った〝どんな些さ細さいなことでも俺を必要としてくれてかまわない〟って言葉痺しびれたもん。あれいいよね、熱くて。あ、もしかして藍作の好きなジャンルって熱血系なんじゃないの？」

「……じゃあ〝熱血系〟の、寮に帰ったら貸してくれよ」

「帰ったらね。御ぎよ意いだお」

　栄次が頷いて、外と繫がらなくなったゲーム機を愛いとおしそうに指で撫なでた、その時だった。空き教室の戸がガラリとスライドされて、釧望台光が廊下の中央まで後ずさるように出てきた。直後、五時間目始まりのチャイムが鳴り響いて戸が閉まる。

「あれ？　光ちゃん、そこにいたんだ。次の時間割、政治経済になってるから、あんまり空き教室の中に入ってないほうがいいよ」

　授業開始チャイムが鳴る前は授業と無関係の教室か、廊下にでるよう各々心がけている筈なのだが……残ったこどもの中でも人一倍、化け物に敏びん感かんそうな光が危険をおかすような真似をするのは珍めずらしい。と、光の視線が二人を捉えた。

「あ、ああ、ああ」と声を失う前の人魚のような掠かすれ声を出す光。その両目が藍作の視線と錯さく綜そうした時、彼女は生徒玄関の方へとスタートを切った。

「どうしたんだろう？　光ちゃんも壊れちゃったのかな」

「栄次」

「噓噓、ごめんって怒らないでよ、言葉の綾なんだお」

「違う……そうじゃなくて」

　栄次の隣に立つ藍作が息を止めて、光が今しがた出てきた教室の戸を凝視した。

「釧望台が教室から出てきたあと、誰があの戸を閉めたんだ？」
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「唯ゆい……」

　西側の空き教室の一角にしゃがみ込んでいる釧せん望ぼう台だい光ひかるは、親友の名前をぼそりと呟つぶやいた。

　教室で一方的に思いの丈たけをぶつけてから半日、芽め室むろ唯に謝あやまらなければとは思っている。

　けれど唯は、他のクラスメイトにかまいっきりで手があいていないのだ。

　光は大きなため息をついてゴミ箱から顔を上げると、時間を確認した。

　13時10分。もうすぐ五時間目のチャイムが鳴る。次の授業は政治経済。ここの教室が選ばれる可能性もある。そろそろ出ておいた方がいいと用心を働かせた時、

「ひーかるっ」

　空き教室の戸が開いた。そこに立っていたのは──。

「光ここにいたんだ。探したんだよぉ」

「寧ね々ね……」

　あーん、と甘ったるい声をあげて光の首に両腕をかけてきたのは、池いけ田だ寧々だった。

　光は体を強こわ張ばらせる。私はやっぱり、ついてない。

「探したって……私を？」

「うん。だってぇ、琴音の奴に唯とられちゃったしぃ。本当あいつ信じらんない。今までずっと寝てたと思ったら、急に起きて泣き出すんだからさぁ。そう思わない？」

「う、うん……そう思う」

　光はぎこちなく頷うなずいて、唯がいつもしているように寧々の背中を見よう見真似で叩いた。

　どうやら今まで自分がしていた行動に寧々は気がついてないようだ。光はこころから安あん堵どする。けれどそんな安心感は次の瞬間覆くつがえされた。

「ねえ光。ゴミ箱漁あさり、楽しぃ？」

「え……？」

　今、なんて？

「なぁにぃ、隠してるつもりだったのぉ？　寧々知ってるよ。光がいーっつも教室とか、寮の中のゴミ箱漁って、誰かが自分の悪口書いた手紙回してないか疑ってるの。けどまさかこんな旧校舎の中でも漁ってるなんてねぇ」

「……ちが、違うあたし」

「唯のこと、寧々にとられて心底腹立ってるでしょぉ？」

　胸の奥で必死に隠してきた鍵付きのガラスボックスを、誰かに無ぶ遠えん慮りよに開けられようとしている、そんな不安が光の中にどっと押し寄せた。あまりのショックで二の句が継げない光からするりと腕を離した寧々は、そのまま窓際に手をかけて言った。

「光ってさぁ、そういうとこ、見た目と違って本当ガキだよねぇー」

「な……」

　光は自分に背を向けている寧々のグラマーな体をカッと目を見開いて凝ぎよう視しした。

　あの子は今……自分になんて言ったのだろう？

　確かに私は幼よう稚ちだけれど、寧々に言われる筋合いはない。ある筈はずがない。ある筈がない。

　光は羞しゆう恥ちで顔を赤くした。全校生徒の前で教師に欠点を難なん詰きつされている気分だった。

　そんな光に気がついた寧々が肩越しに振り返り、「ちょっと、やだぁ。そんな顔しないでよ」と小こ馬ば鹿かにしたように笑った──こころに余裕のない光には、そう見えた。

「大丈夫、光がゴミ箱漁ってたこと唯にも……もちろん日ひ高だかにも秘密にするよぉ。だって光、今年具合が悪くて倒れた時に看病してもらってから、日高のこと大好きだもんねぇ」

　その時、十代の少女が必死に守っていたガラスボックスが粉々に砕くだけ散ちった音がした。

　数秒間、光の頭の中が真っ白になる。気がついた時、光は教室にあった椅い子すで背後から寧々の頭を思い切り殴り、気絶した寧々を放ったままあとずさるようにしてその場を離はなれていた。

　示し回せたように授業始まりのチャイムが旧校舎中に鳴り響く。

　ハッキリと我に返った時は遅かった。後悔は全て終わった時にやってくる。

　そうして──、

「あれ？　光ちゃん」

　自分を呼ぶ声がして、光は血の気が失せた顔でゆっくりと横を向いた。瞬間、光はもう一度、ガラスボックスの破片が更にガシャガシャと破壊される音を確かに聞いた。

　そこには七城一美しい顔を持つクラスメイトと、自分が密かに恋心を寄せている男の子が立っていた。




　池田寧々は、教室から出てこない。

　最後の最後で七なな城しろの《伯爵神様》は、自分に味方した。
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　また誰かが化け物に食われたのだと思った。それくらい、逼ひつ迫ぱくした声だった。

「唯ちゃん早く、光ちゃんが！」

　衰すい弱じやくした東ひがし藻も琴こと音ねを看かん病びようしている間に舟を漕こいでいたらしい。校長室に設置された飴あめ色いろのデスクに突っ伏していると、自分を呼びにきた清きよ里さと栄えい次じに激しく肩を揺ゆさぶられた。

　拒否できるような状況ではない、なにか問題が起きたのだと、理解した唯が栄次につれられた先は、琴音と沢さわ与よと寧々以外が集合している生徒玄関の前だった。

「光、なにしてるの……」

「こないで」

　生徒玄関のガラス扉の前。遠くに見える本校舎を背景に立っているセーラー服の少女、光は、カッターナイフの刃はを自分の首に当てながらじっとこちらを見み据すえていた。

　自分の親友はなにをしているのだろう？　唯は状況が理解できない。

　そんな唯の斜ななめ前、光と一番距離を詰めている藍作が「釧望台、それは絶対にしちゃいけないことだ」と頭を横に振っている。その台詞せりふで唯はやっと光の行動を理解した。

　──なんて、〝バカ〟なことを。

「待って光」

「こないでってば！」

　唯が一歩足を踏ふみ出すと光の怒ど声ごうがあがった。これまでで一番大きな声だった。唯から少し離れたところで、檜ひ山やま徹てつ星せいが光の手からカッターナイフを叩き落とす隙すきを狙ねらっていたが、徹星がほんの少しでも動くと光は連動させるように、チキリ、とカッターの刃を皮ひ膚ふに押し当てた。

　反対側で、同じように隙を狙っている文ふみ彦ひこも動くことができない。

「なにが……どうして、こんなことになってるの」

　光の細い首筋に刃が当てられている、それを見ているだけで唯は重い貧ひん血けつを起こしそうだった。戸と惑まどう唯を見ている光が涙ぐみながら言った。

「殺したの。殺しちゃったの……カッとなって寧々を教室に閉じ込めたの……化け物が出るかもしれないってわかってる教室に」
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「……閉じ込めた？」

　唯はすぅっと血の気が引くのを感じた。「どういうこと？」と、誰かに答えを求めると、栄次が廊下奥の空き教室を視線でさした。けれどもう、行っても意味がないだろうと光は思う。

　だって自分は、化け物達が寧々に群むらがっていく様を教室の小窓から見たのだ。

「やめて……やめて光。待って、まず話そう」

　いつの間にか唯は自分と一番近い距離にいる。そういうところが唯の美点だった。

　パーソナルスペースの隙間をするりとかいくぐり、相手の懐ふところに入ってくる。

　けれど、そんな優しい唯でさえ今回のことは許すに値あたいしないだろう。

「私……自分で自分が許せない。こんな嫌いやなことする子だって思わなかった。いくら嫌きらいだからって、あんなことするつもりじゃなかった……本当なの、信じて」

「わかった釧望台、信じる。信じるからまずカッターを置いてくれ。俺言ったろ、自分を頼ってくれてかまわないって。そんなことされたら頼らせてやれなくなる」

　クラスで一番好きな女の子と男の子が、静かな声で光を説得する。

　そんなにも優しい二人だからこそ、今回の汚い部分を知られるのだけは嫌だった。

「お父さん」

　光の頭の中を思い出が走そう馬ま灯とうのように駆け巡めぐる。

　その中で一番大きな映像として抽ちゆう出しゆつされたのは、初めて父の仕事場を見学した幼少時。

『ほら光、あれがお父さんの作った〝ひかり〟だよ』

　父の太い指が眼前に広がる大きなステージを指差した。

　舞台の上は、ピンク、ブルー、イエロー、グリーンなど、カラフルなひかりの洪水が溢あふれていた。まるで天国の一番上等なスイートルームに案内されたようだった。

　ショーを彩いろどる際の光の表現を考えたり、ライティングなどをしたりする照明デザイナーの父親が自分の仕事場に光をつれてきてくれたのは、あとにも先にもそれ一度きりだった。

「うわぁ、すごいねー！　お父さんが作った光、生きているみたい！」

　光が素直にそう告げると、父がぐずっと鼻を啜すする音がした。父が泣いている姿を見たのは二年前に母親が仕事にかまける父に愛想をつかせて出ていった時以来だった。

　けれど今はなぜ泣いているのだろう？　ああ、わかった。

「お父さん自分で作った〝ひかり〟を見て感動しているんでしょう？　ふふっ、変なお父さん」

　小さい光はそう言って、隣に立っている父の太い手を握った。




　罪を償つぐなおうとする直前、藍作と唯に「光！」と名前を呼ばれた。

　そんな二人こそ自分の青春時代の、〝ひかり〟だったと気がついたのは、光がカッターの刃を自分の頸けい動どう脈みやくにざくりと突き刺した時だった。
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　頭の奥がズキズキと痛い。またこれだ。

　もはや天塩文彦の感じる〝嫌な予感〟というものは、意思を持っているように思えた。

　ふと嫌な予感がした。釧路台光があんな時にはと思うけれど、一番最初に集まった教室に文彦が駆けつけると、窓際の一番後ろの席の机つくえにクラスメイトの一人が突っ伏していた。

　机の上には本校舎から持ってきた白いミシンが一台と、文化祭で使う筈だった『ロミオとジュリエット』の衣装が山積みにされていた。

　けれどそれとは別に、ミシン上には二着目のロミオの衣装が挟まっている。……予備だろうか？　文彦はミシンの針を持ち上げて、自分の前に縫ぬいかけの衣装を広げた。

　それは確かにロミオで間違いない。しかし、胴どう回まわりのサイズはロミオ役の清里栄次のウェストをはるかに上回っていた。文彦は衣装の縫い目に目を凝こらす。途中までは朱里が縫っていたのだろう、縫い目は綺き麗れいだが、途中からは明らかに縫い目がガタガタに粗い。

　文彦は少し考えてから、この衣装が江え差さし歩あゆむのために作られたものだと悟さとる。

「岩見さんも霧立さんも……二人とも、江差君のことが大好きだったんだね」

　揺さぶっても起きてくれない沢与のうなじには、工具箱に入っていたネジが数本、肉を突き破るようにして突き刺さっていた。沢与は目を覚まさない。

　けれど、机の上に置かれたロケットペンダントの中で笑う歩に頰ほおを寄せて眠る彼女の表情は、恋人を追いかけて黄よ泉み路じに旅立つジュリエットのように、どこか穏おだやかだった。




　旧校舎からこどもの姿が消えていく。

　二日目最後の指定の休み時間のチャイムが鳴ったのは、それから間もなくのことだった。





[image: ]






　彼女の柔らかい髪がそっと風になびくのを見るだけで、とても好きになることができた。




　──30分後、14時10分。二日目最後の指定休み時間のチャイムが鳴った。

　一番最初に拠きよ点てんとした教室で目を覚ました天塩文彦は、廊下に出るや否いなやすぐに透明な壁に阻はばまれて旧校舎の東側に行けないことを悟った。これが今回の〝付加条件〟らしい。

「誰かいる？」

　大きな声を出すのは躊躇ためらわれたが、念のため声をかけた。しかし〝誰の反応もない〟。なんとなく壁の向こうから複数の人の気配を感じるのだが……気のせいだろうか？

　誰かと合流しようと思っていた文彦は、ひとまず透明な壁をあとにした。

　……東藻さんは大丈夫だろうか？　辛辣な言葉を投げかけられても尚、彼女の安否を気にする文彦が西側に歩ほを進めていくと、生徒玄関前にケレンハンマーを握りしめている檜山徹星の姿を発見した。

「檜山君、よかった。近くにいたんだね」

　軽く小走りで近づいた。……が、徹星は長い直線廊下を見据えたまま微動だにしない。

　それどころか、

「逃げられるんだったら逃げとけ文彦。あれに気がついたら、死にたくなるぞ」

「……え？」

　徹星から不思議なことを言われて、文彦は弾はじけるように顔をあげた。視線の先──目の前の長い廊下を見つめたその奥。体育館の重たい鉄てつ扉ぴの前になにかが佇たたずんでいる。

　一見すればそれは熊のように大きかった。ただ、縦に伸びた頭と体、付け根ががっしりとしている両手足は全てどす黒く染まっているから、熊でないことは確かだった。

　もちろん、人間でもない。なにせ頭部が天井にまで達しているのだ。

　文彦はぶるっと震ふるえた。確かにあれは、死にたくなる。

　……歌うた内ない君、あれをカメラにおさめてその存在を教えてくれた君は本当にすごい。

　文彦は恐怖でしばし動けなかった。気がつくと、徹星と合流してから既に二分も経過していた。睨にらみ合いをきかせたままの状態がそれだけ長く続いている。

　文彦と徹星のどちらかが走るか──休み時間が終わる間ま際ぎわに相手は自分達に向かってくる。そういう気配があるせいか迂う闊かつには動けずにいた。もちろん、死ぬつもりはない。

　ただ、大きさが大きさだけに、下手をすれば片方が囮おとりにならなければならないことは明白だった。どちらにせよ、立ち向かわなければならない。

　文彦はごくり、と唾を飲み込んでから徹星に譲り受けたナイフを取り出した。

「僕が……僕が先に行ってあの化け物を惹ひきつけるから、檜山君はその間に動いてよ」

「なに言ってんだ、お前」

　用意していた台詞を告げた瞬間、言葉尻荒く徹星が文彦を一いつ蹴しゆうした。

「俺が先に行くから、お前はあとで来い文彦」

「僕が先に行く方がいいよ。僕、背が低いからあの化け物の口まで手が届かない」

　投げナイフの深さでは弱いだろう。妥だ協きようはできない。やるなら懐に飛び込み、化け物の体に足をかけ、のぼり……おそらく弱点であろう口内を抉えぐり出すほどの徹底が必要だ。

　文彦の説明に徹星は一度考えるように目線をちらっと逃がしたが──「いや、やっぱり俺が先に走った方がいい」と、包帯の巻かれた自分の片腕を見下ろした。

「俺が先に行くから、そのあとにこい。アクロバットは俺なんかよりお前の十お八は番こだろ」

「檜山君はそれでいいの？」

「あんなぁー、いいも悪いもねえの。それが一番確率が高いし、ここで逃がせねえからな。ただ……忘れんなよ。藍作はできれば残らせろ。お前らのこと信用してないってわけじゃねえけど、やっぱりあいつが一番、最後の一人になっても願いがぶれないと思う」

「…………わかったよ」

　文彦は唇くちびるを嚙かみ締めた。

「僕があとに行く。けど檜山君の方が僕より速いから飛ばしすぎたら追いつけないかも」

「唯一運動面でお前に勝てたのって、それだけだったな」

「けど……弟さんはいいの？」

「八雲がいるから大丈夫だろ。案外うまくやってるんじゃねえの？」

　本音は気になっているのだろうけれど、徹星は自みずからの我わが儘ままをぐっと堪こらえているようだ。

「……でも、失敗したらどうしよう」

「お前は失敗しねえよ」

　徹星が文彦の背中を軽く叩いた。

「言ったろ、俺とお前は似てるって。ここで失敗したら東藻が危ないんだぞ」

　──恐怖心が軽減されたとするならば、その最後の台詞のお陰かげだった。

　瞬間、徹星が駆かけ出した。今年の体育祭のリレーのアンカーをしぶしぶ引き受けていた時はどこか気け怠だるげに走っていたが、今の徹星は陸上部員に匹ひつ敵てきするほどの速さだった。

　東とう雲うんまどかが生きていたら是ぜが非ひでも男子陸上部に勧かん誘ゆうしていただろう。

　それにタイミングを合わせるように、遅れて文彦も地面を蹴けった。

　姿勢を低くしながら、手に持っていたナイフの行方ゆくえを目もく測そくで定める。二人が動いたのと同時にやはり、大きな黒い影も動き始めたが、その拍ひよう子しに、ごぼっという音を出して口から真っ赤な血の塊かたまりを吐き出した。黒い毛玉のようなものが混じっている。

　それが人間の毛髪──宗そう介すけのものでは？　と想像したが嘆なげいている間はなかった。

　化け物は距離を詰めてきた徹星目掛けて自分の鉤かぎ爪づめを斜めに振り下ろした。心臓が縮みあがりそうなヒュンと空を切る音。

　その鉤爪が徹星の柔らかな皮膚を割さく前に、文彦は用意していたナイフの一本を化け物の──近くで見ると、まるで銀ぎん杏なんのような形の黄色い目玉目掛けて思い切り投げた。が、化け物は反対の手の鉤爪でそれを弾いた。キイィィンという甲かん高だかい音が鳴る。

　ナイフがカラカラと地面を転がる。拾い上げている時間はなかったが、隙はできた。

　徹星は間一髪しゃがみ込んで鉤爪を避よけると、化け物の足にケレンハンマーの先を思いきり捻ねじ込ませた。そのまま、肉を抉るようにぐるりとハンマーを回転させる。

　かなり慣れた手つきだった。この二日間で得た生きる術すべだろうか？　とにかく肉がぐじゅぐじゅと裂ける音が聞こえ、徹星の顔にびしゃりと血ち飛し沫ぶきが飛んだ瞬間、けたたましい化け物の雄お叫たけびが旧校舎中を震わせた。地を這はうようなひどい声だった。

　足に激痛を感じたのか、化け物の体がぐらりと揺ゆれて頭を少しだけ垂れる態勢になった。それでも、化け物の背丈は跳び箱数十段ほどの高さはあるように見えた。

　続けざまに化け物は、真下にいる徹星に鉤爪を突き刺そうと、腕を真下に振りおろす。

「檜山君！」

　文彦は叫んだが、徹星は横に避けることはしなかった。奥歯を嚙み締めながら、ハンマーの鋭えい利りな部分を化け物の肉に深くめり込ませ続ける。化け物ががくん、と頭を垂れた。

「文彦かまうな、上にのれ！」

　それが、クラスメイトの作ってくれた最高で最大のチャンスだった。

　文彦は助走をつけたまま徹星の肩に足をかけると、そのまま上に高く跳ちよう躍やくして化け物の体を摑つかみ、反動と柔じゆう軟なん性せいをうまく駆く使しして、その背におぶさるように回り込んだ。

　真下で徹星がどさっと倒れ込んでいる。廊下にみるみるうちに広がる血だまり。

　けれど極限まで神経を尖とがらせて、トランス状態に入った文彦はそれをやり過ごした。

　サーカス中によく使っていた手口だった。

　こうすれば、大勢の観客の中でも胸を張ってショーができる。

　恐怖心はもうなかった。

　文彦は化け物に肩車されるように両足を相手の肩にかけると、左手で相手の頭を鷲わし摑づかみにした。鉤爪が飛んでくる前に、保持していたナイフを化け物の口内に突き刺した。

　今度は、黒板を引っ搔かいたような高い絶叫が発せられた。聞いているだけで鼓こ膜まくがパン、と破裂しそうだ。大嵐でも来たかのように窓ガラスが一斉に振動する。

　だが、化け物は痛がるだけで死にはしない。

　……傷が浅いのだ。

　化け物はそのまま、文彦を肩から引きずりおろそうと鉤爪をやたらめったら振りおろしてきた。文彦はサーカス団で培つちかった体のしなやかさを使って、化け物の肩に片脚をひっかけたまま上半身をぐるんと後ろに倒してそれを避ける。

　その間かん隙げきをついて相手の口の中に自分の腕を肘ひじまでぐっと捻じ込んだ。

　喉のどの奥、一番柔らかそうなところ目掛けて三本目のナイフを柄つかまでずぶっと押し込む。

　化け物の喉の中が、どくん、と脈うったように一度跳はねた矢先、三度目の雄叫びが耳をつんざいた。化け物は高圧電流を受けたように痙けい攣れんすると、やがて事切れたロボットのように動きを止めて、ぐらりと真後ろに倒れ始めた。

　化け物の口から腕をずるりと引き抜いた文彦は、押しつぶされる前に地面におり立った。

　真後ろでどしん、という音がする。

　肩で息をしながら振り返ると、巨大な化け物は影も形もなくなっていた。

　……倒した。やった、やったんだ。

　これでもう……いや喜んでる暇ひまはない。

　いつの間にか自分のポケットに入れていたトランプがこぼれて辺りに散らばっている。そんな中でぴくりとも動かずに倒れている徹星の元へと文彦は息つく間もなく近寄った。

「檜山君！」

　叫びながら、血だまりに沈むハートのクイーンを踏みつける。




　ずぶっという予期せぬ痛みが文彦の左脇腹に走ったのは、その瞬間だった。




「…………あ」

　数秒、なにが起こったのかよくわからなかった。ゆっくりと視線をさげて、右手で自分の左脇腹を探る。硬いものが指先に触れた……これは……そう、ナイフだ。

　ナイフが自分の左脇腹にぐっと食い込んでいる。

　文彦は目を散大させながら廊下を見渡した。気がつかなかった。

　隙を作るために初撃で投げて、地面を転がった筈のナイフがいつの間にか消えている。

　どうして、一体誰が？　文彦はゆっくりと周囲を見渡した。

　動かない徹星。チョコレート色の壁。窓ガラス越しに見える曇どん天てん。鳴り響ひびくチャイム。

　文彦の真横、西側に三つ連なる空き教室のうちひとつからこちらを覗のぞいているクラスメイトの少女。

　旧校舎に棲すみ着く亡ぼう霊れいのように髪の毛をだらりと顔に垂らしている少女は、ぞっとするほど冷たい目で文彦を睨んでいた。

「ナイフの上手な使い方は、あなたが昔教えてくれたのよ」

　朦もう朧ろうとする意識の中、自分にそう告げてきた少女はそのまま生徒玄関側の廊下奥へと姿を消した。追いかけたかったが、追いかけられない。文彦は右手を暗闇の中に伸ばした。

　その言葉は、七城に来てから文彦がずっと求めていたものだった。

　入学式で一目見た時から、「もしかすると、あの女の子なのでは？」と思っていた。

　けれど向こうはあまりにも綺麗になりすぎていて訊たずねることができなかった。

「高たか嶺ねの花だよなー、あんなの」と、奇き術じゆつ部ぶの仲間達が彼女を見て言う度に、「本当だよ」と何度も自分の胸の中で呟いた。

　なんだ……。

「昔のこと……覚えてたんだぁ」
















「文彦！　徹星！」

　休み時間が終わったことで、学校の西と東を隔てていた透明の壁が消えた。それを越えて、体育館側の廊下の角から現れた藍作の声が廊下中に響いたのと同時に、文彦は自分の脇腹に手をかけたまま、徹星の死体に覆おおい被さるようにして倒れた。




　──たとえこの誠実でひたむきな恋心が彼女に届かなくても、なんの問題もない。

　ただ彼女の記憶の片隅に、弱虫なピエロと遊んだ記憶が少しでも残っていたら嬉しい。

　それが道化の恋なのだから。

　文彦は頭上に広がる鉛なまり色の空に右手を伸ばしながら、満足そうに微笑んだ。

「僕はようやく願いを叶えたよ」
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　日高藍作はたった今自分の目の前で起こったことに目を疑った。

　駆けつけた時既に、西側の長い廊下には檜山徹星が倒れていた。

「消えた……よね？　文彦お得意のマジックとか、じゃあないよね」

　藍作の隣で清里栄次が徹星の死体を見つめながら二重に驚きよう愕がくしている。

　……そう、そうなのだ。

　今確かに、徹星の側にいた天塩文彦が目の前からパッと消えたのだ。

「文彦がそんな悪あく趣しゆ味みな悪戯いたずらするような奴だったら、栄次、お前文彦に〝協力〟なんてしなかっただろ」

「やだなぁ藍作。こういう時にまで俺のこと分ぶん析せきするんだもん」

「栄次に言われたくないよ」

　言いながら藍作は、自分達の後ろで硬直している唯を振り返った。

「……なんで、こんな。文君も……檜山君も……光だって……どうして」

「芽室、そこに座ってる暇はない。起きろ、俺達だって悲しいんだ。けど今は……」

　藍作は茫然自失となっている唯を腕を強引に引きずり上げた。

　そう、チャイムは鳴り終わったが休んでいる暇はない。

　藍作は唯の肩を抱きながら、三つ並んだ空き教室の中から出てきたクラスメイトの一人を凝視した。もはやそれは、女子高生と呼べる姿ではなかった。

「寧ね々ねちゃんが、今文彦になにかしたの？」

　外と連絡がつかなくなったゲーム機を、それでも大切そうに持ったままの栄次が呼びかけると、教室から出てきた池いけ田だ寧々は壁に手をついたまま、ギロリと藍作達を睨んだ。

「寧々ちゃん、死んだんじゃなかったの？」

　栄次が問いかけるが寧々は答えない。その全身は血の〝水鉄砲〟を撃たれたように赤く染まっており、むっちりした太ももをカバーするストッキングも破れ、切り傷ができていた。

　そのひどい姿から考えうる寧々のこれまでを推すい察さつして、藍作は背筋を凍こおらせた。

「池田……まさか閉じ込められた教室の中で、一人で化け物とやり合ってたのか？」

「…………」

「今の今までずっと隠れてたのか？」

　寧々は答えない。けれどそれ以外で彼女がここに居る理由が考えられなかった。

　化け物が密集する教室に寧々が閉じ込められたあと、その姿に化け物が群むらがっていくのを釧路台光は見たが、〝食われていく〟のを藍作達は見ていない。

　なぜならあのあと、光が生徒玄関に走り、自分の首にカッターを……。

「外には出さない」

　ガラガラにしゃがれた声で寧々が言った。

　左手には血に濡ぬれたハサミ。右手にはヘアアイロン。更には温度調節のダイヤルを親指でチキチキと回しているようだが、ダイヤルは既にマックスになっているので意味がない。

　それでも寧々は、そういうところだけは直ひた向むきだった。

「絶対に、帰らせないんだから」

　寧々の目から血の涙が流れた──ように見えたが、それは額に負った傷から流れる血が瞼まぶたにかかっただけだった。

「なに言ってるんだ池田。帰れる方法があるってとこまで来てるんだぞ！」

「伯爵様を見つけられたら……寧々、願いを叶かなえてもらえない！」

　藍作の説明も聞かず……いや、もう聞こえないのか。寧々は尖り声をあげると、徹星の死体を飛び越えて長い廊下をこちらに向かって駆け出してきた。

　捕つかまったら殺されるかもしれない──こちらが反撃しない限りは。

「芽室しっかりしろ、走るぞ!!」

　藍作は放心状態の唯の腕を自分の肩に回すと、北東に向かって駆け出した。

　満まん身しん創そう痍いでヨロヨロなのに、執しゆう念ねんだけは人一倍強い人間が背後から迫ってくる。

「え、栄次、八雲は!?」

　藍作は自分と並走している栄次に問いかけた。

「ダメ全然通じない！　けど諦あきらめるのは早いよ藍作、人生はネバーギブアップだよ！」

「わかってるよ！」

　だが、どうすれはいい!?

　自分達を間違いなく殺そうと考えている寧々に反撃するか？

　それか、気絶でもさせて脱出方法が見つかるまで縛しばっておくか？

　けれど、休み時間には必ず皆がバラバラに飛ばされる。閉じ込めるのは不可能だ。

　なにかいい方法は……。

　藍作は走りながら表情を険けわしくさせる。

「すまぬ、藍作！」

　と、突然栄次が、ドアが開け放たれたままの保健室に藍作と唯をドン、と突き飛ばした。

　藍作はぎょっとした。

　顔をあげた時、ドアは外にいる栄次によって閉められる直前だった。

「なにするんだ、こんな時に！」

　藍作が声を張り上げると、栄次は反省する素振りも見せずにズボンのポケットからひとつの鍵かぎを取り出すと「隠しててごめん」と藍作に向かってチャリン、と掲かかげた。

「本当は一番最初に徹星と軽く校内探索してた時に、保ほ健けん室しつの鍵、見つけてたんだよね」

「……待て」

　藍作は全てを悟って言葉を詰まらせた。……待て。

「それはありえないだろ！」

「大丈夫、勝機はあるんだお。加奈子ちゃんももうすぐ来るかもしれないんでしょ？　〝希望はすぐそこだ〟……って台詞せりふ、今自然に出たんだけどさ、これよく聞けば俺が今期のアニメで一番好きなキャラが言ってた台詞と全く同じなんだけど、シンクロの高さにワロタ」

　栄次の体がドアの隙間から消えていく。藍作はすぐさま腕を伸ばしたが、栄次が早かった。

「俺言ったでしょ。藍作は血も涙もない人間になったらダメだって」

　言いながら栄次は藍作に向かってゲーム機を投げた。だから、

「こういうのは俺の役目なんだお」

　外から鍵がかけられた音が無情にも、保健室の中に大きく響いた。

「栄次……おい、開けろ！」

　藍作はみっともなく声を裏返らせた。

　両腕でドアノブを揺するように回す。だが開かない。廊下はどうなってる!?　ドアに耳をつけてみるがなにも聞こえなかった。栄次は無事なのか？

「くそっ！」

　藍作はドアを思い切り蹴り上げた。ぶち破るなにかが必要だ。せめて、放心状態の唯が意識をハッキリさせる前にはここを出たい。

　急いで中を見渡すと、宗介が逃げ回った時に飛ばされた回転椅子が窓際で倒れているのが見える。一足跳びでそれに近づいて持ち上げた時、藍作は窓越しに予想外のものを見つけた。絶望の中にたったひとつ光が差し込んだ、そんな気がした。

「……文彦！」

　息をしていないのは遠目にも明らかだ。けれど今、藍作の目の前には外で横たわっている文彦の小さな体が旧校舎の外に見えた。

　やはり文彦が消えたのは幻覚でもなんでもない、文彦は旧校舎から脱出したのだ。

　けれど、脱出方法がわからない。藍作はちらりと背後を振り返った。

　なんとしても栄次と唯と寧々……それに、先の休み時間中に一度も遭遇していないが、東藻琴音の４人は外に帰してやりたい。鯨くじら幕まくの裏はもう定員オーバーだ。

　藍作は我慢できず、繫がらないとわかっていても栄次のゲーム機を手に持った。

「おい加奈子！　脱出方法は見つかったのか！？」

　届かない相手の名を呼ぶ。焦しよう燥そう感かんが胸を裂くあまり、呼び方が中学の頃に戻ってしまう。

　彼女と、そして去年事故で亡くなった大おお麻あさ千ち晶あきは藍作の友人だった。

　異性の中ではとりわけ親しかったと自うぬ惚ぼれでなく思う。

　けれどその関係は加奈子が中学３年生の時に起こした事件を機に壊こわれてしまった。

『あたしといると、アンタや千晶の評判が下がるから高校からは喋しやべりかけないでね』

　加奈子から念をおされたその言葉。当然怒った。『絶対に無理だ』と。

　けれど普段勝気な加奈子が、それを言い出した時ばかりは『お願い』と、泣き笑いのような表情で頭を下げるもんだから──もう、見ていられなかった。

　そんな友人思いの彼女だからこそ、自分の幼おさ馴なな染じみは必ず戻ってきてくれると信じている。

　だから、もしも自分が旧校舎から出ることができたなら必ず加奈子に伝えるのだ。

『加奈子が千晶を自殺に追い込む筈がない。皆勘かん違ちがいしてる。だから、これからはその誤解を解といていこう』と。

『今度こそ、自分を頼ってほしい』と、そう絶対にお願いするのだ。

　──横倒しになったまま放置されたスクリーンカーテンの物陰に先回りして隠れていたそいつが、ゆっくりと姿を現して、藍作の背後に忍しのび寄っているのに気がついたのは、放心状態からようやく抜け出した唯だった。

「日高君、危ない！」

　唯が大声で叫び駆け出そうとした時は、もう運命の終着点は変更不可能となっていた。




　藍作が振り返った時、そこには自分の心臓にナイフを振り下ろそうとしているクラスメイトが立っていた。







　保健室にいる唯の目の前で藍作がゆっくりと地面に倒れていく。

　唯は目を見開いた。

　──どうして？

　頭の中で壊れたメリーゴーランドがからからと回っている。

〝そいつ〟は藍作が絶命したのを確認すると、その心臓から血に濡れたナイフをずっ……と引き抜いた。ついで、唯に「見ろ」と脅おどしをかけるように、横倒しになっていたスクリーンカーテンの真下を上うわ履ばきの爪先で押し上げた。

　めくれあがったカーテン越し、暗いベッドの真下から肌色の手が覗いている。ふくよかな体形だと手だけで判断できるそのせいで、ベッドの下に押し込まれている人間が誰かを理解するのは容易たやすかった。

「まさか……あ、歩あゆむ君？　化け物に襲われたんじゃなかったの？」

「私が今日、一回目の休み時間にやったの。歌内宗介がきてびっくりして隠しちゃったせいか、化け物には見つからなかったみたい」

　歌うような声で語るクラスメイトは、放心と恐怖で固まった唯を無視したまま洗面台まで歩を進めると、ナイフに付着した血をざぶざぶと洗い流してから蛇じや口ぐちをひねった。

　──ああ、そんな。

「琴こと音ねちゃん……琴音ちゃんがやったの？」

「歩君はたまたま。でも、いずれは死んでくれないかなって思ってた。岩見さんも私がやったの。委員長は……今見てたからわかるでしょう？　けど、反撃すればよかったのにね。委員長、クラスメイトは殺せない優しい人なんだね……だけどお陰でナイフ滑すべりが悪くなっちゃった。でも見て、洗ったからもう大丈夫。綺麗になった、綺麗になったのよ……」

　琴音は恍こう惚こつの表情で、洗い終わったナイフをうっとりと見つめた。

　持っていた浦うら河かわ郁いく美みのリボンを自身の髪の毛の後ろにきゅっとつける。

「なんで……どうしてそんなことしたの？　加奈子ちゃんが今から助けに来てくれるかもしれなかったのに！」

「なんでって、誰が《伯はく爵しやく様さま》か知りたいの。それに郁美以外、私は誰も信じてない」

　琴音は鏡の中に映る自分──、〝熱と精神崩壊〟から見ることのできる親幻友覚に向かってにっこりと微笑みかけた。

　自分をイジメてくるこども達。自分を慰なぐさめてくれるこども達。どちらも琴音にとっては大きな差がない。きっと盗撮事件があった時から自分は壊れていたのだ。

　コップの中の水は満タンだった。それが溢れ出ないように郁美が支えてくれていたけれど水はとうとう決けつ壊かいした。もう誰も支えることはできない。

「最後に残った人間が《伯爵様》。だからきっと唯ちゃんが《伯爵様》なんでしょ？」

「わた、私だって違うよ！　だって私、七なな城しろで過ごしてきた記憶がちゃんとある！」

「じゃあ唯ちゃんには死んでもらうしかないね」

　琴音は自分の長い髪の毛を耳にかけてからナイフの切っ先をゆっくりと唯に向けた。あまりにも容姿が可か愛わいらしいせいか、セーラー服にナイフを持って微笑んでいる琴音の姿は、映画のワンシーンのようだった。

「最後の一人にならないと《伯爵様》に会えないんでしょう？　なら私は絶対、《伯爵様》に会わないと。会って願いを叶えてもらう。〝郁美だけ〟私の世界に戻ってきてもらうの」

「琴音ちゃん……やめて。なんてこと言うの」

「だって私、郁美のいないストーリーなんていらない」

　壊れた琴音の行動を察して、唯はガクガクと震える膝ひざを支えるようにして起き上がった。けれど足がもつれてしまい、その場で尻しり餅もちをついてしまう。

　赤いリボンを頭につけた美少女がソファをゆっくりと迂う回かいしてやってくる。

　相当熱が高いのか、琴音の足元は羽のもがれた蝶ちようのようにおぼつかない。

「……こないで」

　琴音が近づいてくるにつれて、絶望感が唯の頭をかすめる。

　けれど──ああ、よかった。

　唯は不ふ謹きん慎しんにもこの極限の状況にもかかわらずほんの少し安あん堵どして……リストカットの傷跡が何本も走っている自分の手首をジャージ越しに摑んだ。




　自傷行為をしてしまう原因は自分でもよくわからない。

　部活内で後輩から責められるから？　最近、親友の光に嫌われているような気がするから？　成績がうまくあがらないから？

　──理由を挙げ連ねるならばこんなところだが、その程度の悩みなら抱えているこどもは多いだろう。ただ唯は、その捌はけ口ぐちを見つけることができなかった。

　できない分、過度の気遣いと、〝常に笑顔で、いい子でいなくては〟という自分のスタイルを崩すことができず、それがマイナスの方向に働いてしまった。

　それも、手首を切る時は大たい概がいが無意識下で行われる。

　切った記憶なんかないのにいつのまにか手首に線が走っている。

　私は本当に、気持ち悪い。

『お前の大だい丈じよう夫ぶはもう信用しない』

　──初めて唯のＳＯＳに気がついたのは、徹星だった。

　今年の夏休み、つきっきりで部活の自主練に付き合ってくれた徹星の前で唯は倒れた。その時に全てバレた。

『病院付き添ってやろうか？』

　唯の汗ばんだ額にかかる前髪をそっとわけて、あの頃、徹星が信じられないくらい優しい声で言った。保健室の窓にかかっている金魚柄の風鈴が、ちりんと鳴っている。

　左手にはどこからとってきたのか団扇うちわが持たれていて、唯にぱたぱたと風を送っていた。

『病院って心療内科？　それは……嫌だな、行くの恥ずかしい。こんなことぐらいでって怒られるかも』

『あんなぁー、別に恥ずかしいことじゃないだろ。〝こんなことぐらい〟でもないし。つうか、こういうの見てる俺がつらい』

　徹星はぎこちなく、唯の手の甲を叩いた。

『それにお前はこういうの、ちゃんと克こく服ふくできる強い奴だって俺は思ってるよ』




　──もしかして、浦河郁美を殺したのは自分なのでは？

　この旧校舎に来て内心、一番狼狽うろたえていたのは紛まぎれもなく唯自身だった。

　郁美の側に落ちていたカッターナイフ。自分はどれだけの力加減を意識すれば、カッターで肌を裂くことができるか熟じゆく知ちしている。もしかして自分は見ず知らずの間に人を殺しているのではないか？

　不思議なことばかり起こる旧校舎なのだ、非現実的なことが起こっても驚おどろきはしない。

　それにいつも飲んでいる薬を忘れてしまった。抗こう不安薬。病院から処しよ方ほうしてもらったあの薬のお陰で自傷行為も日に日に減っていたのに、ここに来てのドラッグ切れ。

　ダメ元で昨日、理由をつけて保健室に一人で出向き隈くま無なく探してみたが薬品棚は空っぽだった。あの瞬間の絶望と不安といったらはかりしれない。

　このままだと自分は、気づかぬうちに人を殺してしまうかもしれない。

　いや、もしかして自分がクラスメイト達を次々と殺しているのかもしれないと、こころのどこかでそう思っていた。

　──今ここで、琴音の自白を聞くまでは。

　琴音は今、自分の目の前で肩幅に足を広げて立ち、ナイフの柄に両手をかけている。

　彼女の精神は崩壊している。盗撮事件で負おったこころの傷。高熱。それに、郁美の死が彼女をじくじくと蝕むしばんだのだろう。

　その気持ちは痛いほどわかる。大切な人間の死がどんなにか……どんなにか、自分のこころをまっしろにしてしまうのかを唯はこの二日間で体験している。

　本来ならばこの二日間は、十七歳の青春時代に体験しなくてもよかったことだ。

「つらいことから逃げられたらどれだけ楽なんだろうって、思うよね」

「……」

「私もわかるよ琴音ちゃん。けど、多分それっておとなになったらとても後悔する」

　──〝もう自分は絶対にダメだ〟そう思った唯は、ジャージの袖をぐっとめくりあげた。

　どんなメッセージを徹星が残してくれたかは知らないけれど、おそらくそれを見たら最後まで、今の状況に抗あらがうことを決めるだろうと思っていた。

　唯と琴音。どちらかが生き残る？　と言われたら、唯は迷わず琴音を差し出せる。クラスメイトを犠牲にしてまで生き残るなんて、そんなことは自分にできない。

　けれど琴音が最後に一人になったら、クラスメイト全員は生き返らないだろう。

　唯の頭上。琴音がナイフを逆さか手てに持ち振り上げた。ヒュッという空を切る音。唯は咄嗟にポケットからカッターナイフを引き抜くと、下唇を嚙んでから琴音の懐に飛び込んだ。

　今まで一度も人を傷つけたことはなかった。

　いつも傷つける対象は自分だったし、なにをするにも、いつも「唯はいいよ」と甘やかされて、手を汚したことはなかった。それがたまに……引け目に感じて辛かった。

〝つらい状況〟を避けることが、必ずしもいいことではないと自分は密ひそかに知っていた。




『生きろ、耐え抜け』




　どこまでも優しさに隙がないくせに、唯を立ち上がらせることに関しては誰よりもスパルタな徹星がマジックで残してくれたメッセージが唯の腕に見える。

「ごめん、琴音ちゃん」

　そして、待っていて。あなたの世界も私の世界も、必ず全て元どおりにしてみせる。

　唯は希望を取り戻すため、今初めて誰かの心臓にカッターナイフを突き刺した。
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　シングルマザーの母親が、「結婚を考えている人がいるの」と相手をつれてきたのは寧々が十四歳の時。その日はたまたま学校で服装検査があったから、制服をきっちりと着て、三つ折り靴下におさげヘアで〝典型的な真ま面じ目め中学生〟を作り込んでいた。

　そんな寧々を見て、母がつれてきた四十代のおじさんは誇ほこらしそうに微笑んだ。

「真面目そうな、いい子じゃないか」




「逃げるな栄次!!」

　美術室の中で怒号した寧々は、肩で息をしながら右手に持っていたヘアアイロンを大きく振った。化け物とやり合った際に付着した血やら焼けた皮膚やらが、べちゃっと嫌な音をたてて床を汚す。

　まさかあの模範的で内気な光にはめられるとは思わなかった。

　ああ、くそ！　寧々は地じ団だん駄だを踏ふみながら美術室の机を手当たり次第に蹴り倒す。

　光に閉じ込められたあと、寧々は化け物に囲まれた。地じ獄ごくの釜かまに放り投げられたと思った。ひどいよ光、寧々がなにしたっていうの？　手始めだといわんばかりに両耳を引き千切られながら、寧々は痛みで喘あえいだ。

　喘いで喘いで喘いで痛くて──そうして決めた。

　この窮きゆう地ちをのり切ったら残りのクラスメイト全員を殺そう。目につく者は皆殺し。

　そうすれば最後の一人は、この私。

「寧々ちゃん、ひどいお！　クラスメイトに向かってそんな殺やる気満々で向かってくるなんて信じられないんだけど。ていうか光ちゃんに閉じ込められたのってまさか自演？」

「ぶっ殺してやる！」

　まともな思考回路が保てないのか、もうなにも〝響かない〟のか、寧々の口から出る言葉は全て一方的だったが、かまわず寧々は美術室の、すっきりとした窓際に立っている栄次に向かって走り出す。視界に映るものは皆、等しくぐにゃりと歪ゆがんでいる。

　けれどその中で、うんざりするほど美しい栄次の姿だけはハッキリと捉とらえることができた。

「死ね！」

　左手で握りしめていたハサミを栄次の背中目掛けて振りおろす。

　寧々の歪んだ視界の中で美少年が苦しげな声を出しながらも横に飛びすさった。

「逃がすか逃がすか、逃がすものか絶対に逃がさない!!」

　だってここで逃がしたら、あの、携帯のホーム画面に映っているおぼこさを演出した少女の願いを叶えてあげられない。

　だってどうやっても、お義と父うさんは私を〝女〟として見てくれない。

　寧々が胸の中で絶叫したその時、片隅に追いやられていたイーゼルの上にふわりとかかっていたカーテンの布を、寧々目掛けて栄次が思い切り被せてきた。「きゃあ！」視界を塞ふさがれた寧々が地面に倒れ込む。

「なによ、なんなのよぉこれ！」

「俺が予あらかじめ準備してたんだお。だって、もしも〝誰かに襲おそわれたら〟……相手に身動きとれない状態になってもらわないと太た刀ち打うちできないしね」

　繫つなぎ合わせた二枚のカーテンの下で派手にもがく寧々に栄次は説明する。が、寧々にはうまく聞き取れないのだろう。ハサミも手放したあとだ。

　栄次は着ていた白いベストの裾で首筋に張り付いていた汗を拭いながら、足の裏で布越しに寧々を思い切り踏みつけた。

「なにすんのよオタク！」

「オタクは関係ないんだお」

　栄次は軽く笑って、ポケットの中に片手を突っ込んだ。冷たい金属が指先に触れる。

　そうそうこれこれ。できれば使う場面がなければいいなって思ってたんだけど、なんだろうね、俺ってばやっぱり文彦と違って勘かんが悪いみたい。

　栄次はジッポーの蓋ふたをキン、と押し上げた。

「寧々ちゃん、徹星がタバコ吸ってるって疑ってたんだって？　いやぁいい線いってたんだけどね。うちのクラスで吸ってんのって今誰もいないよ。屋上で吸ってたのは別の生徒」

「死ね！」

　わざわざ優しい声音で説明してあげている栄次の姿も声も、カーテンの下でもがく寧々には一切見えないし、やはり聞こえないらしい。

　きっと寧々は、自分のことを冴さえないオタクだと思っているのだろう。いやはやご名答。

　栄次はジッポーの蓋を開閉させながら美術室を見渡した。そのまま、自分の愛しき二次元のフィギュアを自分に背を向けるようにして机に置いた。

　彼女の設定資料集には、「血生臭いドラマを嫌う」と書いてあったのだ。

　今から起こることを見たら、おそらく嫌われてしまうだろう。

　ああ嫌だ、そんなの絶対に耐えられないお！

「栄次、ごめん……噓、噓だってばぁ。寧々ちょっとふざけただけなの。ね、わかるでしょ？　寧々ちょっと頭が弱い子なの。いいことと悪いことの区別つかないだけなの」

　寧々がカーテンの下で急にしおらしい声を出して懇願してくる。

　栄次は苦笑してから、声のトーンをぐっと低く落とした。

「さよなら寧々ちゃん。俺、寧々ちゃんが調和を乱さない人間だったらきっと、こんなことしなかったよ」

「ねえ栄次、聞いてる？　ねえ、栄次ってばぁ」

「藍作には内緒にしてね。藍作、泣いちゃうから」
















　栄次はそう言って、カーテン越しの寧々にジッポーでそっと火を点けた。カーテンの端からゆっくりと赤い火が燃え移っていく。

　元々このジッポーは、東藻琴音の盗撮写真を回収して焼しよう却きやく処分しようと頑張っている文彦に栄次が貸してあげていたものだった。友人の手助けもしてあげたかったので栄次も裏で密かに写真を回収して、燃やしたりはしていたが……まさか鞄に入れっぱなしになっていたこれが最後の最後で役に立つとは。栄次は熱い炎の塊かたまりを眺ながめながら呟いた。

「物の使い道ってのは、様々なんだねー」

　昨日、ものは試しにと旧校舎の壁に火を点けてみたが（これで壁を燃やして、どうにか脱出できないかと思ったのだ）旧校舎の壁は焼け跡すらも残らずすぐに火は消えてしまったので、カーテンの火が旧校舎に燃え広がることはないだろう。

　臓ぞう腑ふを抉るような絶叫が美術室に響く中、栄次はこの二日間つくづく自分の容姿はあまり役に立たなかったなと思った。

　……俺はこの外見を使ってもしも外に出られるなら、拷ごう問もんでも奴ど隷れいでもなんでも耐えてみせる。自分の市場価値はよくわかっている。「美しくて華きや奢しやな美少年」を弄もてあそびたい人間は世にごまんと存在するだろう。

　けれどこの顔は《伯爵様》の前じゃなんの武器にもならない。ならばせめて、場を和なごませるしかないのだ。誰よりも美しい顔にうんざりするほどの笑顔を携えて、周囲の人間が抱える苦しみや辛さをほんの一瞬でいいから忘れさせてやるしかないのだ。

　その刹せつ那なのガス抜きを、栄次は栄次なりにこの二日間必死に頑張った。




　寧々の絶叫がやんだことを確認してから、そのままゆっくりと地面に倒れて瞼を閉じる。

　肩けん甲こう骨こつの浮き出た美しい栄次の背中には、寧々のハサミが深々と突き刺さっていた。

　入学当時の自分だったら、絶対にこんな面倒なことはしなかったのに……やれやれ。

　気心しれたクラスメイトに、随ずい分ぶん感化されてしまったらしい。

　けれどそれは全然、悪くないことだった。




　栄次の息がゆるやかに止まったその瞬間。

　旧校舎の中に残る最後の一人が決まった。
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おつかれさま






　どこからだろう？　声が聞こえる。

　芽室唯が頭をそっと持ち上げた時、時間は30分ほど進んでいた。

　側には琴音が倒れている。

　同性でもどきりとするほど可愛い顔と華きや奢しやな腕。それで一体どうやってクラスメイトをドロップアウトさせることができたのか不思議だった。

　もしかしたら琴音は……郁美のことを……いや、考えている暇はない。

　唯は涙を湛たたえた大きな目を袖で拭うと、声の方向に向かって「誰？」と問いかけた。

「《伯爵様》なの？」

　問いを重ねるが答えはない。代わりに、





なにを、かなえたい？






　極力までボリュームを下げた超音波のような声がした。

　今この旧校舎内には自分と《伯爵様》しかいないことを改めて確認する。

　２年４組は、本当に自分だけになってしまったようだ。

　唯は握りしめていたカッターナイフを地面に置くと、跪ひざまずくようにその場に膝ひざを折った。胸の前で神に祈るように両手を握りしめ、心臓の鼓こ動どうが静かになるまで辛抱強く待つ。

　そうして、ざわついていた自分のこころが落ち着いたところを見計らって目を開けた。

「私の……私の願いは」

　それでも、緊張感で言葉が喉に絡みつくのは仕方がなかった。そんな自分の頰ほおを、冷たい風がふっと撫なでていく。細くて絡まりやすい唯の髪の毛が肩の上でさらりと揺れた。

　…………ちょっと待って。戸も窓も開かない旧校舎の中に、風？

　唯は組んでいた両手をゆっくりとほどきながら、背に控ひかえる保健室の窓を振り返った。

　そして肩を大きく震わせた。旧校舎の内側、窓の側に人影が立っている。

「……《伯爵様》？」

　唯は眩まぶしさに眩くらむように目を細めたが、瞬まばたき一回後にはもうその人影は消えていた。消える直前、こちらに手を振ったと思ったが、それも気のせいだったのだろうか？

　……今のはなんだったんだろう？　なんだか夢でも見ているようだった。奇妙な空気を体感した唯の思考が一瞬、《伯爵様》からそれた直後、

「芽室、やめろ叶えるな！　学級日につ誌しには穴がある！」

　クラスメイトの声が唯の耳を打って、唯は顔をあげた。

「噓……」

　愕がく然ぜんとする……けれど間違いない。唯は我慢していた涙を目からぼろっとこぼした。

「加奈子ちゃん!!」

　駆け出した拍子に擦すり剝むけた膝の皮がずるっと剝はがれたが、そんなことはもう瑣さ末まつな問題だった。唯は保健室の奥につんのめるようにして走り寄った。が、窓は開いているはずなのに透明な壁に阻まれて互いにそれ以上、身を乗り出すことはできない。けれど端にまとめられたカーテンがふわりと揺れている。風が入り込んでいる証拠だったし、外にはクラスメイトの──八雲加奈子が立っていた。

「芽室、大丈夫か？」

「加奈子ちゃん、ああでも窓が……どうして？　中からは絶対に開けられなかったのに!!」

「あいつが〝入れ替わる直前〟に開けてくれたんだ。……もう、いないけど」

「あいつ？」

「いや……そんなことより他の奴らは？」

　窓の外で息を切らしている加奈子が矢継ぎ早に質問してくる。彼女も透明な壁からこっち側にはこられないようで、怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せている。

　唯は保健室の中を一度振り返り、奥歯を嚙み締めて、激しく頭をブルブルと横に振った。

「私、一人」

「一人って……岩見は？　釧望台とか池田は？　清里だっていたじゃん、それに……日高は？　全員……いないの？」

　加奈子が血の滲にじんだような掠かすれ声をあげた。「うん」と唯は頷いた。

　名前を聞くともうダメだった。耐えきれない。「うん」ともう一度、頷く。

　悟さとった加奈子はショックを受けたようにしばし言葉を失っていた。

「けど安心して」

　自分にも言い聞かせるようにして、唯は強く断言した。

「私が皆のこと《伯爵様》に生き返らせてもらうから。願いをなんでも叶えてくれるんだから、それも絶対できるに決まってる。ううん、絶対にしてもらうよ」

「……芽室」

「大丈夫、皆元通りになるから。そうしたら今からでも学祭の準備ができるよ」

「芽室!!」

　加奈子の声が頂点をついた。怒ど鳴なられて身をすくませた唯に、加奈子は切なげに言った。

「違うんだ芽室……他の脱出方法がわかったんだ。なんでもいい、旧校舎の中で自分が強く抱いている悩みを解決したり、自分にとって蔑ないがしろにできないような、思いの強い願いを叶えるんだ！　そうすれば旧校舎の中から出られる」

　加奈子は歯を食いしばりながら、前髪をざっとかきあげた。

「それに《伯爵様》に願いを叶えてもらうなら、引き換えにアンタは二度と旧校舎から出られない。そこにいる首しゆ謀ぼう者しやがそう決めた」

　加奈子の指が唯が立っている奥を真まっ直すぐ指差した。

　指さすその先。唯は肩を強張らせて振り返る。

〝その人物〟は長ソファに深く腰かけていた。なくなった筈のクラスメイトの靴が地面に落ちている。唯の履いてきたローファーも確かにあった。

　いつからいたのだろう？　全く気がつかなかった。

「おめでとう芽室。まさか芽室が最後に残るとは思わなかった」

「どう、して」

　唯は動どう揺ようを隠せぬまま唇を震わせた。頭の中で何かがパチパチと弾けた時、七城で過ごした思い出がジェットコースターのように頭の中を滑かつ走そうしていく。

　入学式。身体測定。何気ない授業中の風景。体育祭。休み時間。生徒総会に、卒業式。

　だが、乗客の中に〝その人物〟の姿はなかった。何周しても空白の席がひとつある。

「記憶の中にいなかっただろう？　この顔。影も形も、なかったはずだ」

　自分自身を指差しながら〝その人物〟がソファからゆっくりと腰をあげる。

　正常な記憶を取り戻すことができた今はもう、〝その人物〟がクラスメイトではないことは間違いなかった。けれどなぜ？　という思いが強すぎる。

　一体なぜ？

「どうしてこんなことしたの？　いつも……こんなことしてるの」

「しない。今回の２年４組は特別。特別に邪魔しようと思って」

「どうして……」

「そんなの決まってる」

　金属バットに付いた血を自分の制服の裾すそで熱心に拭いながら、幾いく千ち世せ青せい二じは笑った。

「だってお前ら、淳あつしのことを見捨てたじゃないか」
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　──八や雲くも加か奈な子こが芽め室むろ唯ゆいと合流する40分ほど前。旧校舎外。




　教師をまくように図書館からバイクを走らせてきた加奈子と檜ひ山やま優ゆう希きが旧校舎の外で倒れている天て塩しお文ふみ彦ひこを見つけたのは、石せき碑ひを確認しようと七なな城しろ高校に戻ってきた直後だった。

「天塩!?」

　加奈子はバイクが倒れるのも無視して文彦に駆かけ寄った。が、文彦は「僕はようやく、願いを叶かなえたよ」とそう言ったきり動かなくなった。声も表情も青空のように清すが々すがしかった。

「そんな……」

　加奈子は少年の側でどさっと両りよう膝ひざをついた。爪で地面の土を草ごと摑みながら「ちくしょう！」と毒づく。そのままゆっくりと顔をあげて、穏おだやかな文彦の表情を見つめた。

　……なんだってそんな嬉しそうな顔で死んでるわけ？　それに今、願いを叶えたって言った？　じゃあ文彦は、旧校舎の最後の一人になったのか？

　加奈子は文彦に手を添そえながら、導みちびかれるように旧校舎を見み遣やった。とくに変わった様子もないし、北きた見みが残したメモから察さつするにこの事件がひと段落すれば〝記憶の改かい竄ざん〟が起きてこの数日間のことは記憶から抹まつ消しようされる筈はずだ。でも、自分はまだ覚えている。

　旧校舎から脱出することができた自分と文彦の共通点はなんなのか？

　文彦は「願いを叶えた」と言っていた。

　……じゃあクラスメイトは旧校舎の中で《伯はく爵しやく様さま》に頼らず自力で願いを叶えたということだろうか？　自分が抱えている願いを……閉じ込められている旧校舎の中で？

「おばさん？」

　加奈子が泣いていると思ったのだろう、背後から優希に肩を叩たたかれた。「大丈夫」そう返しながら、加奈子はふと、昨日きのう来た《水族館への招待メール》を思い出した。

　……まさか。

「……〝願い〟とか？」

「願い？」

　急に喋しやべり始めた加奈子に優希が疑ぎ問もんの視線を投げかける。加奈子は栗山に壊されて使い物にならなくなった自分の携帯電話を思い浮かべた。

「もしかして……《伯爵様》に頼らないで自力で願いを叶えることができれば、中から出してもらえるんじゃないの？」

「自力で？」

「そう。……もしこれが当たりだったら、他にも旧校舎から出てきてる奴がいるかもしれない」

　昨日きた《水族館への招待メール》それは……そう、加奈子が抱えていた〝お願いごと〟のうちのひとつだった。

　中学生の時に自分を励ますために水族館につれていってくれた大おお麻あさ千ち晶あきが「いつか、世界で一番大きな水族館に加奈子と行きたいな」と言ってくれた。全くなんてコストのかかる夢物語をほざく親友だと思ったが、叶えてあげられるなら叶えてやりたかった。こんなことで彼女に恩返しをできるとは思ってないけれど。

　だから、それを実現するために加奈子はどうしても水族館のチケットが欲しかった。

　そして昨日、旧校舎に足を踏ふみ入れた瞬間にその〝お願いごと〟は偶ぐう然ぜんにも達成された。

　加奈子は捲まくし立てるようにしてその一連の流れを優希に説明した。

　終えたあと、優希はしばらく黙ってから「そっか」と少なからず納得したように呟つぶやいた。

「だけど旧校舎の中で叶えられる願いって限られてくるよ？　世界一のお金持ちになりたい、って願いを持ってる人がいたら絶対に無理だよ」

「重要なのは持ってる願いのうちのひとつでも叶えられればいいってことなんじゃないの？」

　それは加奈子自身がいい例だった。水族館のチケットも喉から手が出るほど欲しかったが、もちろん別の願いだって自分の中には存在している。それにもうひとつ。

「そうか……だから《伯爵様》に願いを叶えてもらったっていう奴の噂を多く聞くんだ」

《伯爵様》に願いを叶えてもらいましたという話。それは、過去に旧校舎の中に閉じこめられたこども達が、旧校舎の中で願いを叶えて自力で脱出した際に「旧校舎の中で願いを叶えた」というその気持ちが記憶の改竄が起こったあとにもなんとなく頭の中に残り──それが、「自分は《伯爵様》に会って、願いを叶えてもらった」という風に、話が二転、三転して落ち着くところに落ち着いたのではないだろうか？

「じゃあ、北見先生も願いを叶えたから、旧校舎から出ることができたんだ……」

　加奈子が考えている隣で優希が息いき荒あらくぽつりと呟いた。

　……図書館を出た辺りからだろうか？　調子が悪そうだなと思っていたが、優希の容体はここに来て激変したようだった。目め眩まいがするのか、体がぐらぐらとふらついている。

　それに……まただ。またこいつは〝言った〟。

　やっぱりあたしの聞き間違いじゃなかったようだ。

「おばさん、じゃあとりあえず石碑も早く見に行かないと！」

「ちょっと待って。こんな時になんだけどさ、やっぱどうしても気になってるんだけど」

「……うん？　気になること？」

　加奈子は走りだそうとする優希のカーディガンの裾を摑んで引き止めた。

「アンタ図書館の中でも今も、〝北見先生〟って言ってたけど、それって北見が七城の教師だってあたしが教える前からそう呼んでたよね。前から北見が教師だって知ってたの？」

　実は前から気にはなっていたのだ。

　ただ、自分と共に行動してくれている優希の存在がだんだん頼もしくなってきて……タイミングをはかり損ねてずるずると引き延ばしてここまできてしまった。

　けれど今、優希の様子が明らかに変になったことで──なんとなく、旧校舎の外にいる自分達になにかしらの区切りのようなものが訪れるような気配がしたので、それならばと加奈子の方から一石を投じたのだ。

　なぜなら先ほどから、優希の足の先から頭のてっぺんまでが、まるで濁にごったガラスのように妙に薄らぼんやりしているからだ。

　そこまでいかれると、もう無理だった。見逃せない。

「アンタのこと最初から少し変だと思ってた。顔と格好が総じて気に食わなくて」

「失礼だよ。おばさんなんて嫌きらいだ」

「他にもあるんだよクソガキ。アンタ最初に職員室に忍び込んで茶ちや菓が子しを取ろうとしたって言ったけど、七城の職員室に茶菓子が入った戸と棚だななんてないんだ」

「…………ないの？」

「そう、ないんだ。檜山弟、アンタが思ってる以上に七城のおとなは面おも白しろ味みがないんだよ」

　加奈子は言う。優希はそんな彼女をやる気の削そがれた目で見つめてから、緩かん慢まんな動作で自分の足元を見下ろした。恐ろしいほどの浮遊感が靴底から頭上へと一気に駆け巡る。

　優希は、木造平屋建ての旧校舎を見上げた。

　……おそらく、中で兄が死んだ。

「あたしのこと騙だましてるの？」

「騙してはないよ。だっておばさん、騙しがいがなさそうだもん」

「そりゃどうも。けどアンタ、その体……どうしたの？　なんか薄くなってない？」

　薄ぼやけている優希の体の輪りん郭かくがチリチリと光り始める。それは信じられない光景だった。

「多分、中にいる兄ちゃんが死んだ。だから俺は入れ替えで戻らなきゃいけない」

「戻るってどこへ」

「旧校舎の中」

　優希が言った。

「元々俺は最後の一人になって旧校舎の中から出られなくなった兄ちゃんと〝入れ替え〟てもらって、この十年間旧校舎の中にいたんだ」

「……入れ替え？」

　加奈子は眼前に佇たたずんでいる〝存在〟をまじまじと見ながら、言葉を失った。

　──こいつはなにを言ってるんだろう？

「……ちょっと待って、どういうこと？　ていうかまず、最後の一人になるか《伯爵様》を見つけたら外に出ることができるんでしょ？　できるんだよね？」

「選定学級の穴はそこにあるんだよ、おばさん……。《伯爵様》は自分を見つけたら外に出してあげるって言ってる。それか最後の一人になったら願いを叶えてくれるとも……けど」

　優希はカーディガンの袖から手を出すと、自分の心臓に銃口を突きつけるようにして人差し指をそこに置いた。

「最後の一人になっても外に出してあげるとは、一言も言ってないんだ」



















　心臓に指を置きながら〝檜山弟〟はずっと昔を思い出す。

　檜山家は、根っからの音楽一家だった。

　特に三男である自分には、「麒き麟りん児じの才がある」「ベートーヴェンの生まれ変わりだ！」と両親が過か剰じような期待を寄せており、三歳の頃から〝ピアノ部屋〟という言葉通りにピアノしか置かれていない暗い部屋にほとんど毎日閉じ込められていた。

　そんな自分に唯一、手を差し伸べてくれたのが次男である兄だった。

「外行こうぜ」

　ごく稀まれに兄が両親からピアノ部屋の鍵かぎを預かることがあった。そういう時、兄は決まって自分を外の世界に連れ出してくれた。

　兄は割とヤンチャだったので、「先輩から賭け麻マー雀ジヤンで勝った」とその年齢ではタブーとされているバイクを戦利品として貰もらい、こっそり自分を後部座席に乗せてくれたし（それでも二十キロも出てないスピードだったが）、ファミレスで好きなだけ注文させてくれたこともあった。夏は一緒に花火をしてくれた。

　ただひとつ疑問だったのが、暗い部屋に閉じ込められている自分よりも随ずい分ぶん虚きよ弱じやく体質に見えることだった。肉の削そがれた瘦そう軀く。目の下にある黒いクマに大きなマスク。

「兄ちゃん、そんなにだらしないと、女の子に好きって言ってもらえないよ？」

　長い間閉じ込められているストレスのせいで、ボソボソと頼りない言い方で兄に訊たずねると、兄は口元に付けているマスクを指で持ち上げて、「あんなぁー……いいんだよ。それに俺、言われるより言う方がいい」とやる気の削がれた口調で言った。

「じゃあ……いつか好きって言える女の子、みつかったらいいね」

「でも俺、器用じゃないからな。好きな奴できたらもうお前と遊んでやれなくなるかもよ」

「じゃあ俺その人に、兄ちゃんのお嫁よめさんになってくださいって言うよ。それで、兄ちゃんとそのお嫁さんのこどもになるんだ。そうしたらずっと一緒にいられるし、そうしたら、もうあの部屋でピアノ弾かなくてもいいよね？」

　こもった声で喋る自分。そんな自分の頭を兄はわしゃわしゃと撫なでて「ばか」と、悲しい声でそう言った。




　──二〇〇三年。運命の分かれ道は、七歳である自分の元に唐突に振ってきた。

　兄が「ちょっと〝探したいものがあるから〟」と、実家を出て遠くの高校に通い出して一年と数カ月後のことだった。

〈来週あいつら揃そろって家あけるんだろ？　お前うちの文化祭くる？〉

「い、行きたい！」

　七歳にしては長い指で受話器を強く握りしめる。長電話すると料金明細から兄と電話していることがバレるので、兄弟の談話時間はいつも短かった。

〈じゃあ交通チケットと地図、封ふう筒とうに入れて送るわ。バレないように受け取れるか？〉

「うん、大丈夫。学校に行く時、こっそり郵便受けの中覗くようにするから」

〈あー……じゃあ俺からってことにしないで送るわ。そうだな……あ、おい北見！　来週の文化祭に弟呼びたいんだけど、手紙書く時、お前の名前借りてもいい？〉

〈いいけど、北見ってところだけにしてくれよ。俺、自分の名前嫌いなんだ女みたいで〉

　電話越しの兄が誰かと喋っている。寮りようの相部屋だというクラスメイトの北見君だろう。

　これまでの兄との電話で何度か名前が出てきたことがある。

〈うちの弟しか見ねーよ〉

〈弟が見るから余計にだろ。……そうだ。今日の夜２年の寮生全員で《伯爵狩り》するって。どうせ行くんだろ？　頼むから静かに帰ってこいよ。俺、夜中起こされるの嫌いやなんだよ〉

〈はいはいはい〉

　兄は適当に同級生をあしらうと、〈ってことだから〉と電話越しの自分に話を戻した。

〈北見椿つばきって名前で送るから。受け取ったらアイツらにバレないように隠しとけよ〉

「うん……兄ちゃんあのさ、今喋ってた《伯爵狩り》ってなに？」

　たった今、兄と兄の友人の間で交わされた会話の中で出てきたそれは、両親の〝過剰な教育〟によって同年代のこどもよりもずっと知識量が多い自分でも知らない言葉だった。

〈あー……それな〉

　電話越しで兄が逡しゆん巡じゆんしている。照れたように〈聞いても、絶対に笑うなよ〉と言った。

〈うちの高校に伝わる〝噂うわさ〟だけど、単なる〝噂〟じゃない話だよ。《伯爵様》って奴を見つけたら願いが叶うってやつ。笑えるだろ。俺も言ってて恥はずかしくなってきた〉

「笑わないよ。けど…、…兄ちゃんにお願いごととかあるの？」

〈あるよ。俺の願いはお前をそこから出してやること〉

　兄は普段よりずっと声こわ色いろ穏おだやかに言った。

〈お前はピアノ嫌いだと思うけど、俺はお前の弾ひくピアノ嫌いじゃねえよ。ただあの場所で弾かせるのは……酷こくだよな。お前、本当はもっと楽しく弾けるのに、もったいない〉

「……兄ちゃん」

〈ん？〉

「俺が兄ちゃんの弟でいること、迷めい惑わくじゃない？」

　着ている灰色のセーターの袖口を、涙で濡れる両目に押し当てて兄に問いかける。

　短い沈ちん黙もくをおいて、電話越しで兄が自分に言った。〈泣くなよ〉と。

〈迷惑じゃないよ。あの暗い家で俺が自や棄けにならなかったのって、お前がいてくれたからだしな〉




　──リビングから聞こえる両親の会話の内容を聞いてしまったのは、兄から交通チケットチケットが入った手紙が届いた翌日。小学校から帰ってきた時のことだった。

「中学生になってからとりわけひどかったですからね、あの子。ピアノ部屋の鍵も何度壊こわされたことか。きっとその度たびに弟を外に出してたんですよ。ああ、もう信じられない」

　苛いら立だった声、それは母親のものだった。……二人して仕事が早く終わったのだろうか？　グラスの中で氷がカランと軋きしむ音がする。酔よっているのかもしれなかった。

「折せつ檻かんしても屈くつしないしな。長男と三男を少しは見習えばいいものの」

　続いて渋しぶみのある声。今度は父親のものだ。普段決して口数は多くないが、アルコールが手伝っているのか今日は口数が多い気がした。

「我が慢まん強さだけが取とり柄えのような子ですもの」

「そういえばお前、あの子の目の下のクマがどうしてあんなにひどいか知っているかい？　あれはな、弟のピアノの音色を思い出して眠れないらしい」

「あら、それだったらぐっすり眠れるはずじゃない。弟の腕は一流なのよ？」

「いいや、あの子にとって弟のピアノの音色はいつもこどもが絶叫しているように聞こえるらしい。それが夢の中にまで聴こえて眠れないんだと。あの子は重度の不眠症なんだ。だから朝もうまく起きられず学校に遅刻する……冒ぼう瀆とくに値あたいするやつだよ、弟が弾くシューベルトや、ベートーヴェンを〝こどもの絶叫〟と称しようするんだ。……一体、どこであの子の教育を間違えたのだろう。一番下の弟も素直に育っているのに、次男だけ」




　喋る両親達の言葉が自分の頭の中で揺れている。ジャーン！　ジャーン！　というピアノの鍵盤をでたらめに叩く音が幻げん聴ちようとして降ってきた。

「そんな……」

　学校のランドセルのベルトを強く握りしめながら、兄の顔を思い浮かべた。

　……ピアノ部屋に閉じ込められている自分に「外で遊ぼうぜ」と言ってつれ出してくれていたのは、親から預かった鍵を使ったからじゃなかったの？

　……親からの折檻を受けても尚なお、鍵を壊して自分に外の世界を見せてくれていたのか？

　自分はリビングに繫つながるドアからそっと身を離した。

　漆しつ喰くいの壁に背をつけて、息苦しさに目眩めまいを覚える。けれど悪あく魔まは手を休めない。

　彼らはどこまでも、自分を暗い場所へ追い詰める。




「……ベートーヴェンは耳に障害があってもピアノを弾けたわ。それに、バッハは目の見えないピアニストだった……あなた、著名な音楽家は躓つまずきがあるほど深みが増しているわ。あの子もなにか〝躓き〟を作ればもっともっとピアノがうまくなるのかしら？」

　議題がいつの間にか、三男である自分の〝伸のび代しろについて〟に変わる。

「なるほど。そういう考え方もあるか」

「耳と目。どちらがいいのかしら」

「順番に少しずつ試してみる手もあるさ。もしも〝よかった〟ら、最終的に全て、天に返せばいい。音楽の才能に満ち溢あふれた天才の一部さ、神様もきっと喜ぶだろう」

　悪魔達がアルコールをちろちろと飲みながら話を進めていく。とても冗じよう談だんには聞こえない。自分は幼心に理解する。このままじゃ間違いなくこころも人生も、〝真っ暗〟にされる。迷っている暇ひまはない。

　次の瞬間、檜山家の三男は交通チケットを持ったまま、家を飛び出した。
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　──それから十年後の二〇一三年、二日目、二回目の指定休み時間内。

　やる気の削がれた目つき。無ぶ愛あい想そうな物言い。怠たい慢まんが過ぎるだらけた態度。赤茶けた髪の毛に、ストライプ柄のシャツを着ている檜山徹てつ星せいは旧校舎の廊ろう下かに倒れていた。

　頭上で天塩文彦が大きな化け物とやり合っている音がする。

　助けてやらないと……そう思うが、びくとも体が動かなかった。

　──ああ、死ぬのか。折せつ角かく最後の一人になろうと思ったのに。

　ごほっと咳せきをすると、肺が捻ねじ曲げられたように引きつった。

　霞かすむ視界をやや上に向けると、鉛なまり色の空が窓ガラス越しに見えた。

　何度見ても……何年経たっても、この土地には相変わらず隅々まで辛しん気き臭くささが漂ただよっている。

　そこまで思い、徹星は目の縁ふちが痛むほど大きく目を見開いた。旧校舎の中から外を覗く……これは以前にも……ずっと前にも体験したことがなかっただろうか？

　自分は本当に、ここにくるのが初めてだったのだろうか？

　血の匂いが充満する中、一人徹星は考える。頭がひどく痛み始めた。今朝起きた瞬間に感じた痛みよりも、ずっと強く内側を抉えぐってくる。体が散り散りになりそうだ。

　唐突に、それは徹星の脳に蘇よみがえった。




　七城の門をくぐった時、もう親しい友人を作るのはやめようと決めていた。

（……親しい友人を作ったら情がうつるから、それが怖かったからじゃないのか？）




「でも、檜山君……それにしたって三本も」

（……もうすぐ《旧校舎に閉じ込められるかもしれない》そんな予感があったから、準備してたんじゃないか？）




「寧々、その理由も知ってるんだから。檜山、北見先生にタバコ譲ってもらってるでしょ？」

（……違う。タバコのことは知らない。けれど確かに北見とは外で会っていた。二人とも昔の記憶に曖あい昧まいなところがあって……それを一緒に探そうとしてたんじゃないか？）




　ようやくそれを思い出すことができたのは、人より特とく殊しゆな人生を歩んできた彼の命の灯ともし火びが消える直前だった。

「……そうだ」

　どうして忘れていたのだろうか？

　今から遡さかのぼること十年前に起きた二〇〇三年の《選定学級》。

　その時の自分はマスクを付けて、実家での出来事が長く尾を引いて不眠症に悩まされる、十七歳の高校２年生だった。

　やけに女子からモテる同級生の〝北見椿〟と共に、当時自分がいた２年１組のクラスメイトと旧校舎の中に閉じ込められたのは、文化祭を数日後に控えた秋の頃だった。




　二〇〇三年の《選定学級》が終わり、奇くしくも自分が最後の一人になったラスト数分間。

　弟の明るい未来とクラスメイト達の命を天てん秤びんにかけ──結局は、どこかに隠れているであろう《伯爵》に、

「この数日間で化ばけ物ものに食われたり、同士討うちで亡くなったクラスメイトを生き返らせてくれ」

　そう願いを聞き入れてもらったあと、どこからか聞こえる声に今後の自分の身の振り方を教えられた。そのまま、二度と外に出れない自分を嘲あざ笑わらうかのように、見えない誰かが気まぐれに開けた生徒玄関前のドアの前で呆ぼう然ぜんとして立ちすくむ。

　外の世界を羨うらやむ自分。そこになんの悪いた戯ずらか知らないが、実家に送った交通チケットを数日早く使ってやってきたのは、檜山家の三男である弟の檜山徹星だった。

　幻覚なのでは？　と思ったが、両親から逃げてきたのだと悲痛に叫ぶその声と、赤茶けた髪の毛に、やる気の削そがれた目つきは間違いなく自分の弟だった。

「お願い兄ちゃん一人にしないで！　置いていかないで！」

　願いを叶えてもらう代わりに今まさに旧校舎に閉じ込められようとしている自分に、弟が旧校舎の外から声をかけてくる。自分は咄とつ嗟さに腕を伸ばしたが、生徒玄関のドアは開いていても、透明な壁に一枚隔へだてられているようで、中と外の行き来はできなかった。

　十年前の自分は両手を顔で覆いながら、旧校舎の中で深く嘆なげいた。

　もしも自分が成人していて、経済力があり、包容力や精神的にもずっとおとなだったならば、両親の魔の手から弟をつれ出してどこか遠くの土地へ逃げることもできた。

　けれど年齢は変えられない。

　どんなに頑張っても、背伸びしても、十代のこどもには手が届かないところがある。

　現実的で、甘っちょろい夢を見ることができない場所。自分はそこに行きたかった。

　……自分が閉じ込められたあとの弟の境きよう遇ぐうを考えなかったわけじゃない。

　けれど、まさかそんなところまで両親が堕おちているとは思わなかった。

　一体どうすればいいのだろう？　目の前が真っ白になっていく。

　今自分がいなくなれば、弟は……体の一部を本当になくしてしまうかもしれない。




　せめて、〝中身だけでも入れ替わることができたら〟。




「兄ちゃんがどうしてもこの中に入らなきゃダメなの？　……俺じゃあ、ダメなの？」

　一瞬でも思いついてしまったその恐ろしい提案を自分が振り払おうとした時、弟の追い打ちが耳に響ひびいた。

　弟である七歳の檜山徹星から、兄である十七歳の檜山優希への必死のお願い。

「兄ちゃんが……優兄がここに入るくらいなら俺が入る。もうあのピアノ部屋だけには絶対帰りたくない。絶対に嫌だ！　あの場所で一人になるくらいならこっちがいい！」

「徹星……」

「あの部屋に戻るくらいなら別の場所に閉じこもる！　あそこには、悪魔がいるんだ！」





なかみだけならいいよ、とくべつに。






　こども達の救メ世シ主アの、ひたすらに気まぐれな声がしたのはその時だった。

　直後、大量の睡眠薬を服用したような強きよう烈れつな睡魔が自分に襲おそいかかってくる。時間はない。鈍にぶる思考を少しでも長持ちさせるために、自分の手の甲に爪つめを立てながら考える。

　そうして限界ギリギリまできた時、着地点を定めた。

　決め手は瞼まぶたが閉じきる直前に聞こえた弟の声だった。

「兄ちゃん、俺を助けて」




　あの二〇〇三年に行われた《選定学級》から十年の月日が経っていた。

　あのあと、目が覚めた時自分は旧校舎の外に倒れていて、七歳の弟である「檜山徹星」の体の中に入っていた。本当に〝中身だけ〟が入れ替わったのだ。それ以降は旧校舎に入ろうとしても徒と労ろうに終わったし、元の自分である「檜山優希」を覚えている人間はいなかった。

　それでもどうにかして「檜山徹星」の人生を変えようと、両親に反抗し、折檻されながらも耐えてピアノ部屋から抜け出して自由を得ることはできた。

　──さぁ準備は整った。もう一度《伯爵様》に会って願いを叶えてもらうのだ。

「また中身を替えてくれ」と頼むのだ。

　今、中身が入れ替われば、もう弟の人生にはなんの不自由も残っていない。




「……ちくしょう」

　これじゃあ死ぬに死にきれない。旧校舎の中で全てを思い出した檜山優希は、どうにかして起き上がらなければと地面に手をついた。でも、ダメだった。

　徹星がいつ戻ってきてもいいように、兄である自分がこの十年でそういう環境を必死に取り戻したのだ。

　なのに、結局なにも成なし遂とげられなかった。自分とはなんだったのだろう？

　……ああ。でも。

　凄すさまじい後悔を抱きながらも、その中にほんの少しだけ光を見つけて優希は瞼を閉じた。




『檜山君おはよう。あのね、さっき授業始まる前にこそっと学食の献こん立だて覗きに行ったんだけど、来週から一週間、オムライス定食におまけでチョコレートパフェつくらしいよ』




　彼女と出会ったこの一年と少しは多分、自分のために生きていた。
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　旧校舎の外、消えかかる目の前の少年から、「自分は過去に兄と中身を入れ替えた」と聞かされた八雲加奈子は、自分の頭の中を整理するのに随分と苦労した。

「じゃあ……今までうちのクラスにいた〝檜山徹星〟の体が、元のアンタの体なの？」

「そう。中身だけ丸ごと入れ替えたんだ。今こうして俺が外に出てこれたのは優兄が旧校舎の中に入ってるからだと思う。俺もびっくりしたよ。気がついたら外に出てたから」

　では今まで共に過ごしてきた檜山徹星の中身は……十年前の七城の生徒が入っていたのか？　気がつかなかった。いや、どう転んでも気づける筈がない。

　檜山兄弟は十年も前に人生を逆転させたのだ。

　一方は外へ、一方は内へ。

　常識的に考えて、それは片方が圧倒的被害を被こうむっているように見えるが、この兄弟に限っては違う。彼らの育ってきた家庭環境が不協和音を生み出した。

〝弟の自由〟を作るために、兄が犠ぎ牲せいになったのだ。

「この十年間、じゃあアンタは旧校舎の中で兄貴の代わりに……なにをしてたの？」

「どう説明すればいいかわからないけど……七城に振りかかる不幸を肩代わりしてたって言えばいいのかな。おばさんも薄々は図書館で気がついてたんでしょ？　旧校舎に閉じ込められるこどもには生け贄的な意味があるって」

「中では……中では具体的になにをしてるの？」

「俺も中にいる時の記憶はハッキリとしてるからわからない。……けど、凄く暗い場所にいる。多分、旧校舎の中を意識だけでさまよってる幽霊みたいなもんなんだと思う。おばさんが思ってる通り、不幸を鎮しずめるためにおとなの人に旧校舎に閉じ込められた始まりの《伯爵様》っていうのがいて、そいつが諸悪の根元なんだ。けど、そいつが旧校舎のどこに隠かくれているのかは、俺にもよくわからない」

　喋る檜山弟の声からどんどん勢いがなくなっていく。

　もう本当に時間がないということは本人だけでなく、加奈子にも痛いくらいにわかった。

「でも、中でいろんな人と喋ってたから寂しくはなかったよ」

「いろんな人って、旧校舎の中にはまだ誰かいるの？」

「この中で命を落としたこども達。過去に何度か《選定学級》はおとな達の陰いん謀ぼうで行われてきたけど、クラス全員助かったことはまずないんだって。〝皆みんな〟が教えてくれた。ドロップアウトしたこどもは、つらい姿のまま中でずっとお遊びの学校生活を送ってる。本当はひどいことなんてしたくないんだって。けど、《伯爵様》が、そうしないと怒ってイジメるんだって」

〝つらい姿〟。

　加奈子はそれを実際に目にしたことはない。けれど、それは恐ろしく悲しい姿に違いない。

「どうしてもっと早く自分がわかってる部分を、あたしなり、兄貴なりに教えなかったの？」

「最初に言ったって信じてくれなかったでしょ？　それに……俺も迷ってたんだ」

「迷ってた？」

「……優兄や、旧校舎の中に閉じ込められた人達全員を見捨てちゃおうかなって」

　それは今まで以上に、ぐずるこどものような言い方だった。

　加奈子に駅に放り出されたあの瞬間、「ようやく自由だ」と、檜山家の三男は思った。

　何度もこころに魔がさした。

　悪魔が耐えず耳元で「このまま、帰ればいい」とコソコソと耳打ちしてきたのだ。

　だって十年ぶりに出た外の世界は信じられないほど眩まぶしくて魅力的だった。

　けれど旧校舎の中には、もう一度七城高校に入学する道を選んだ兄が残っている。

「優兄が死んだなら、もう一回戻らないと。それに多た分ぶんだけど、俺の力が弱まって消えるっていう限界まできたから七城に不幸が多くなったんだと思う。だから、次に不幸を肩代わりしてくれるこどもを決めるために今回も《選定学級》が開かれたんだ」

「じゃあアンタがいなくなったら、今回最後に残ったうちのクラスの誰かが……」

「次の不幸を肩代わりするこどもになって、力尽きるまで旧校舎に閉じ込められるんだよ」

「それはひどいだろ！」

「そうだよ、ひどいんだよ。でもおばさんは、脱出方法を見つけてくれたでしょ」

　優希は目元を細くして笑った。笑うと目尻が無邪気にくしゃっとなる。目の下のクマが気にならないような笑顔。加奈子は胸が塞ふさがる思いで少年の姿を見つめた。

　優希が……いや、〝檜山徹星〟が中に入れば……もう二度と会うことはないだろう。

「ひとつ聞いてもいい？　どうしておばさんは、皆に〝犯罪者〟って呼ばれてるの？」

　悩む加奈子に、〝徹星〟が訊ねた。まさかこの場で問われるとは思わなかったので面食らう。〝徹星〟は〝徹星〟なりに気を遣つかって加奈子の傷きずに触れなかったのだろう。

　そういうところはやはり、年下だった。

「……あたしにも、兄貴がいるんだ」

「おばさん我わが儘ままだから、末っ子っぽいもんね」

「同じ台詞をそっくりそのまま返すわ」

　目の前に佇む〝徹星〟の細い腕。

　その腕が、義理の姉の腕と重なり始める。加奈子は軽く奥歯を嚙かみしめた。

「あたしが中３の時に、兄貴が結婚相手の……義ね姉えさんに暴力をふるってた現場を偶然に見たんだ。兄貴は心の病気だったんだ、よくある話だよ。一人で死のうと思ったけど怖くなったんだって、あとであたしに言ってた」

「……だけどそれって全部おばさんのせいになってるんだよね。いいの？」

「よくはないけど、クズで弱い兄貴だけど、あたしにはそれでも兄貴に恩があんの。うちの両親はあたしが小さい頃に亡なくなってるんだ。兄貴は頭がよかったけど、あたしを育てるために将来の夢を諦あきらめて、七城高校に入学して、生徒会長になって……成績もトップクラスだったのに大学を諦めて就職した。でも本当はすごく心残りだったんだと思う。だから、兄貴の体てい裁さいが守れるんだったら庇かばってやってもいい。それに……実際にあたしは本当に兄貴のことを刺したんだ。ハサミでさ」

「正当防衛っていうやつだよね？」

「他人から見たらそうかもしれない。けど、あたしから見たら立派な殺人未み遂すいだよ。だからいいんだ。そうしないと、罰ばつを受けられない」

「おばさんって大変なんだね。難なん儀ぎな性格っていうんでしょ、そういうの」

「うるさいな」

　加奈子は苦笑した。今やもう、口が悪い〝徹星〟の体はまるでゼリーにスプーンをいれるように、ずむずむと旧校舎の中に沈んでいた。

「今回の《選定学級》は多分、特別なんだ」

「特別？」

「余分な一人がいるって言ったでしょう。普通、《選定学級》の時は始まりの《伯爵様》は手を出さない。時間が経つにつれてクラスメイト同士がつらくなるような可哀相な思いを足していくだけなんだって。けど、今回は一番初めに余分な一人がいて、それが《伯爵様》なんでしょ？　それなら……あいつにとって、今回の２年４組は特別。自分が〝どうしても関わらなければいけない〟……〝関わりたい〟問題が発生したんだ」

「いい意味か悪い意味かはわからないけど、誰か関わりたい奴がうちのクラスにいるんじゃないの？　じゃないと、こどもの輪になんか入らないでしょ」

「俺もそう思う。最初は、俺と優兄に関係があるのかなって思ったんだけど全然なにもないから、多分違う人だと思う。……あーあ、もう本当に戻らなきゃ」

　悩む加奈子に〝徹星〟が言う。門限があるから帰るね、そんな無邪気な声だった。

「俺が旧校舎の中に戻ったら、中にいるあいつの隙すきを見て、どうにかどこかの窓を開けるようにするよ。多分、それで俺はもうリタイアだと思う」

「リタイアって……物騒なこと言うのやめてよ。じゃあもっと別の方法探せばいいじゃん」

「探すだけの時間がないんだ。元々俺は消える筈だった。けど、優兄が中に入ってくれたお陰で俺は外に出ることができて、それでちょっと寿命が延びただけなんだ。でもよく聞いててよ、窓やドアを開けてもおばさんは中に入れないし、中に残ってる人も外には出られない。その代わり声は届くから、旧校舎の中から出られることを教えてあげるんだ。あとは、他のクラスメイトが戻ってきてないか確かめるんだ。もしそういう人がいたら、今度はそのクラスメイトに協力してもらうんだよ。あと記念碑ね忘れないで。本当は俺もついていってあげたいけど、ちょっと、もう眠たい」

　その言い方はまるで、自分の代わりを見つけろと言わんばかりだ。

　問い質ただしたいことはもちろん、ごまんとあった。

　けれどそれよりも、頭を撫なでてて「頑張ったね」と褒ほめ抜いてやりたい気持ちの方がはるかに上回った。ただ自分は、そんなことをサラリと言えるような性格じゃない。

　だから代わりに加奈子は訊ねた。

「あたしは……アンタになにをすればいい？」

「え？」

　旧校舎の中に吸い込まれていく〝徹星〟の覇は気きのない目がぐっと大きく見開かれる。

「アンタはあたしになにをしてほしい？　折角外に出られたのにこのまま帰したら……報われないでしょ。ねえ、なにかしてほしいことないの？　全然、時間ないけどさ。あたしにできることがあったら、なんでも……なんだってしてやるよ」

「……じゃあ」

〝徹星〟はマスクの裏で唇をむにゃっと動かした。今自分の視界に映っているもの全てをざっと見渡してから、加奈子を真まっ直すぐ見つめる。

「……全部解決したら、おばさんは今回起きたことを忘れちゃうから意味ないと思うけど、もし覚えてたら旧校舎の前に、たまにでいいから花を置いてよ」

「花？」

「優兄がよく、旧校舎の前に花を持ってきてくれたんだ。優兄って結構単純だから、誰かを慰なぐさめる時って花をあげれば済むと思ってるんだ、面白いでしょ。でも覚えてたらでいいから。その時には俺、もういないし。けど旧校舎って本当に寂しい場所だから……」

「いいや」

　加奈子は軽く頭を振った。

「ちゃんと覚えてるよ〝徹星〟。アンタの兄貴ができたんだから、あたしにだってきっとできる。絶対に覚えてるよ」

　風体のあがらぬ根暗な男の名前を呼んだ。すると相手は目を見開いてから「うん」と、甘えた声で頷いた。「うん」と、もう一度。今度は泣きそうに。

　そして涙をぐっと堪こらえてから顔をあげる。

「〝加奈子お姉さん〟は素す敵てきな女の人だよ。だから、お姉さんがクラスメイトを助けるんだ」

　少年の体が完全に、旧校舎の中に吸い込まれていく。

　それを最後までたった一人で見送ったあと、加奈子はやるべきことをやるためにその場から駆け出した。




　真まっ二ぷたつに壊れた携帯電話を胸に抱くように押し付ける。

　頭の中、群ぐん青じよう色の中を泳ぐイルカはもう一匹ではなかった。
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「芽め室むろ、そいつがこの現象の首しゆ謀ぼう者しやなんだ。うちの２年４組に、〝野球部の幾いく千ち世せ青せい二じ〟なんて男はいない。クラスの人数は全員で17人だ」

　──そうして今、全てをやり終えて旧校舎に駆かけつけた八や雲くも加か奈な子こは、窓の外から声を荒あららげて最後の一人になった芽室唯ゆいに説明した。

　保健室の中にいる芽室唯は微び動どうだにできない。瞬まばたきをすることすらも今は憚はばかられた。

　目の前にいる青二は金属バットを左腕でかまえて、「グリップテープ、もう替え時だなこれ」とこの状況に似合わない軽い声を出している。

　落ち着きのあるやや低めな声とおとなびた容姿。

　同世代の男子の数倍は頼り甲が斐いがあるのは見て明らかだった。

　そんな青二がなぜ？

　いや……今唯が胸に抱いているこの信頼感すらも、まやかしなのだ。

「幾千世君……初日に、亡くなった筈はずじゃ」

「俺のことは殺せないってわからないのか芽室。《救メ世シ主ア》は死なないっていうのはセオリーだろ。初日のはフェイクだ。あんなので死ぬことができるんだったらそんなの天国だ」

「本当に……あなたがあの、七なな城しろに伝わる《伯はく爵しやく様さま》なの？」

「逆に死んだ筈の人間が目の前にいるこの状況で俺以外の誰だったら納得する？」

　青二の視線は保健室の中にある三人の亡なき骸がらをあからさまに示している。特に、東ひがし藻も琴こと音ねに関してはまるで唯を責め抜くかのように長く目を止めていた。

　……琴音の命を絶たったことを後悔はしていない。でなければ次の段階に進めなかった。けれど、唯の胸の痛みがおさまるわけではない。

「なにが目的なわけ？」

　距離が近すぎて青二とうまく視線が交わせない中、唯の代かわりに外にいる加奈子が強い姿勢を崩さぬまま問いかけた。

「アンタはなにがしたいわけ」

「なにがしたいもなにも、七城に起こる不幸を鎮しずめるために、土地に捧ささげるこどもの選定をやってるだけだ。元々ここは、〝土地祟たたり〟が昔から現れてきた場所なんだ。わかるか、土地不幸ってやつ。そこの土地に住むと、人の揉もめごとが起きたり怪け我がをしたり、頻ひん繁ぱんに死人が出てしまうはた迷惑な土地。ここはずっと前からそういう〝性質〟だった。だから当時のおとな達は知恵を絞しぼって考えてたよ。どうする？　どうやって、この土地の不幸をなくそうか？　……ああ、もしかするとこの土地の神様が怒っているのかもしれない」

　誰もまだ見つけたことのない静せい謐ひつな場所にひっそりと存在する泉を連想させる神秘的な声で青二が語る。

「〝それ〟が実際に行われたのは大正時代のことだった。今よりおとなはずっと信仰深く、崇すう拝はい的だった。考えあぐねてようやく見つけた解決策は、土地の神様に供く物もつを与えて許してもらおうという案だった……昔から、ありえないよなここの奴らは。

　ともかくそこで白しら羽はの矢が立ったのが当時の七城高校に通っていた、家柄のいい十七歳のこどもだった……なぁ学生、人ひと身み御ご供くうって知ってるか」

　加奈子は唇くちびるを引き結んだ。ここに来る前に開校記き念ねん碑ひの周りを掘り返して、その付け根部分に青二の名前が小さく彫ほってあったことが思い出される。

　開校記念碑はやはり、カモフラージュされた慰い霊れい碑ひだったのだ。

「それを一番最初にされたのが、アンタなの？」

　続けざまの加奈子の問いかけに、ようやく話の流れを察さつした唯が「そんな」と声を引きつらせた。

　青二は明確に「そうだ」と答えることはなく、「暗かった」と抽ちゆう象しよう的てきにぽつりと言った。

「暗くて、苦しかった」

　──おおよそ百年前のあの日。

　日直業務を終えた放課後、教師に渡そうとしていた学級日につ誌しを胸に抱いたまま、旧校舎の〝そこ〟に閉じ込められたあの日は青二の人生の中で最も最悪な一日だった。

「校舎の中がこんなにも暗くて冷たい場所なんだと、閉じ込められるまで知らなかった。俺の中で学校はいつだって〝楽しい場所〟だった」

　騙だまされ裏切られ、待望していた未来をおとな達に突然奪うばわれた。

　泣き叫び、喚わめけども誰にも届かず逃げ道はない。挙あげ句く、生いけ贄にえにされたその恨うらみは青二の中で膨ふくれに膨れて既に誰の手にも負えないものになっていた。

　毒を含んだ黒い水が体内にごぼごぼと音をたてて広がっていく。このままじゃ死んでも死にきれない。凄すさまじい憎しみに突き動かされ──目が覚めた時命が尽きたその直後、青二は旧校舎の廊ろう下かにたった一人で佇たたずんでいた。

　青二は七城の狂った土地に選ばれた。




「その後、おとな達は懲こりずに七城高校を〝不幸を鎮める場所〟として神聖に扱った。鬱うつ蒼そうとした山奥の閉鎖的な空間は都合がよかったんだろ。俺が旧校舎に閉じ込められてから九年後、今度もまた〝不幸を肩代わり〟する者が送られてきた。なにかある度に、外のおとなは旧校舎の中にこどもを無理やり押し込んで生贄にどうぞ、と言ってくる。じゃあ、いっそのこと人数を増やして送ってくれって俺が提案したんだ。そっちの方が面白いと思ってさ」

　青二は床に落ちていた学生鞄かばんの中から一冊の教科書を取り出した。表紙に書かれてある〝２年４組　江え差さし歩あゆむ〟の数字部分を指差してから地面に投げ捨てる。

「その不幸は……放っておいたらダメなの？　それは……私達が外で解決できないの？」

「じゃあ試しに放ってみるか芽室？　けどそれで不幸がおさまらなかったら、おとな達はその反動で今度は学年まるごと旧校舎にこどもを送ってくるかもよ。いいんだな？」

「……それは」

　青二にささくれだった声で返されて、唯は引き下がりそうになる足にぐっと力を込める。

　……深い目眩めまいがする。窓のサッシによろりと手をつく唯の横で、「世界で一番、最悪な学校だ」加奈子が吐き捨てるように言った。

　でも、これでハッキリとした。そういうシステムがあるからおとな達は生徒であるこどもに無関心だったのだ。彼らはこどものことを土地に捧げる〝犠ぎ牲せい〟としか見ていない。

　青二はテーブルの上に置いてある学級日誌に左腕を伸ばした。

「だけどおとなはともかく俺は鬼おにじゃない。だから最後の一人にはなんでもどうぞ、願いを叶かなえましょうって言ってるだろ。自力でなんらかの願いを叶えられる奴はご褒ほう美びなんていらないから吐き出すけど、最後の一人には選ばせてやってる。だから芽室も八雲も嘆なげくことはないよ」

「クラスメイトでもないのに名前を呼ぶなよ……うちのクラスもあのバカも日ひ高だかも……こんなの滅茶苦茶だ。誰もなにも知らないまま閉じ込められたんだぞ？」

「《選定学級》っていう制度がなかったら、選択権や救いがないまま次の〝不幸を肩代わりする者〟にされたんだぞ？　だからいいじゃないか」

　……後輩達はなにが不満なんだろう？　青二は不思議でたまらない。

「お前らには抗あらがえる機会が与えられているんだからいいじゃないか。俺は与えてもらえなかった」

「《伯爵様》っていうのは、こども達を守ってくれる存在じゃないの？」

「芽室、今の俺の話聞いてたのか？」

　どこまでも生温い唯の問いかけに些いささか苛いら立だったのか、青二は学級日誌でソファの背もたれをバンと叩たたいた。唯はびくりと肩を震わせた。

「救ってやってるじゃないか。俺はちゃんと全員に救済方法を用意してやってるだろ」

「こんな……こんな人殺しの舞台を綿密に用意して、どんどん嫌な条件を足していって私達を追い詰めて、靴を隠したりして怖がらせて、あなたはそれを救済なんて言うの？　こんなのは一方的な暴力だよ。選択権なんて与えてもらってない……あなたもおとなと変わらないよ。もっと……もっと方法はなかったの？」

「たくさんのこどもが犠牲にならない方法？　あるよ、それなら一番最初に旧校舎に閉じ込められた俺が永遠に犠牲になり続ければいいんだ」

「そうじゃなくて」

「そういうことなんだよ芽室。一番最初の基き盤ばんになった俺が、〝俺だけじゃ理不尽だ。他のこどもも俺みたいに犠牲になればいい〟って願ったら土地がそれを認めてくれたんだ。俺が永遠に一人で生贄になるはずだったのに、いつしか俺だけじゃ手に負えなくなるようにしてくれた。それに〝先輩達〟にだってもう一度、学校体験させてやりたくなるだろ」

「先輩？」

　唯は窓のサッシについている手にぐっと力を入れた。

　先輩なんてものがこの旧校舎の中にいただろうか？　そう思った矢先「ああ、まさか」とそこに気がつく。唯は咄とつ嗟さに両耳を押さえた。言わないで、絶対に聞きたくない！

　けれど青二は容よう赦しやない。

「芽室、聞かなくていい！」と、加奈子が叫ぶがその声を低い声で遮さえぎって続ける。

「余計なものは与えるなって日誌に書いたのはな芽室。あの〝見た目が悪い生き物〟元は人間だったからだよ。蔓まん延えんする土地の不幸に気に入られて、時たまああいうのが出てくるんだ。もう死んでるのに、学校に未練があって旧校舎から出られないこども。可哀想だよ、本当。だから余計な〝生も徒の〟は与えないでって忠告したんだ。だってさすがに可哀想だろ。俺も嫌いやだよ。こどもがこどもを食べるなんて、残ざん虐ぎやく非道の極きわみだよ」

　青二がゆっくりと目を開けて、ぞくりとするほど悪意ある瞳で唯を睨にらんだ。

「やめて……やめて」

　唯は瞳を見開いた。化け物が喋しやべった言葉。流れた血の色。人間との共通点。

　あれは……あれは全て過去に七城に通っていた生徒達だったのだ！

「バカ、真に受けて聞くな！　あいつの言うことは全部毒どくだ！」

「加奈子ちゃん……」

　唯が膝ひざからくずおれそうになった時、毅き然ぜんとした加奈子の声が、がつんと耳に響ひびいた。

「芽室もういい。あいつの話に耳を貸すな。もういいんだ。わかったって言っただろ、今自分が持ってる思いの強い願いを叶えることができればそこから出られるんだ。なにかないのか!?　その中にいても叶えられる願いとか！　あるでしょ、ひとつくらい！」

「……私の願い？」

　唯は耳を塞ふさいでいた手をゆっくりと離はなした。

　……自力で願いを叶える？　けれどそうしたら……そこまで考えて唯はふと、一番最初に青二から告げられた言葉を思い出した。

　涙で濡ぬれた目はそのままに、青二が持っていた赤あか平びら淳あつしの金属バットを凝ぎよう視しした。

「さっき、あなたが言ってた……赤平君を見捨てたってなに？　なんのこと？」

「……俺がなんのために、窓を開けたまま声が行き来できるようにするのを許してやってると思ってるんだ。懺ざん悔げする機会を与えてやってるんだろう？　惚とぼけるなよ」

　青二の心の底の機き微びを、その時唯は確かに感じた。

　穏おだやかだった泉に小石が投げられた。波は紋もんが広がる。

「身に覚えがないのか？　お前も八雲も、クラスメイト全員、わからないのか？」

「なんのことだよ」

「……去年、淳あつしが部活の上級生から暴力を受けていたことを、まさかお前達本当に……本当に知らないのか？」

　泉に広がる波紋がより一層激しくなった。

　唯も加奈子も内心の怯おびえをその時ばかりは隠かくすことができずに息を吞んだ。

　そんな二人の我知らずの表情を見て、青二の冷たかった体がカッと熱くなった。

「噓だろ？」

　乾いた笑い声が漏もれることをおさえられない。けれど青二のその反応に二人は沈ちん黙もくを貫つらぬき通す。

　今度はもう、笑えなかった。

「お前ら、本当に知らないのか？」

「知らない」

　一度、視線を横に流したあと、加奈子が首を振った。

　迷いも演技も一切そこにはない。

「去年野球部にいた上級生が相当やばいのは知ってる。あたしも、なにもしてないのにわざわざ教室にきてまでして絡からまれたことがある。けど、赤平が受けたっていう暴力のことは知らない」

「芽室、は？」

　青二はゆっくりと唯を見る。唯もまた、わからないと首を必死に降って青二に訴えた。

「一年の時に、淳は部員を庇かばって頻ひん繁ぱんにひどい暴力を受けた。大事な右腕をズタボロにされながら。あのバカはなんでもないって俺には笑ってたけど、実際心身共に相当病んでた筈だ。なのに……一年以上も同じ教室にいて、誰一人あれに気がついてやらなかったのか？」

「……待て、それはさすがに言いがかりすぎるんじゃないの」

　間かん髪はついれずに加奈子が言った。

　青二が学生服姿だからか、それとも少なからずこの二日間はクラスメイトと認識していたからだろうか？　喋るうちに、幾千世青二という存在が《伯爵様》なんだという事実は徐々に薄れていった。それは救世主というより、自分達と同じただの十七歳にしか見えない。

「一緒に生活していれば全部相手のことを知りうるなんてそんな超人どこにいるんだよ。それに、そのことであたし達を恨むならまず、赤平に手を出した上級生を恨むべきだろ」

「恨んだよ。だからアイツらはもういない」

　卒業を待って、赤平淳を傷つけた上級生は一人残らず相当な不幸を体験した筈だ。

　ただ問題は、淳のクラスメイトだった。どうしても納得できない。

「こんなに優しいこどもが揃そろってるクラスなのに、どうして淳に気がついてやれなかった？　お前らはいい奴なのに、どうしてあのバカのことは助けてくれなかったんだ……」

「…………」

　唯がなにかもの言いたげにこちらを見ている。青二は眉み間けんに皺しわを寄せた。

「逆さか恨うらみに聞こえるんだろう？　こどもだと思うだろう？　そうだよ、だけど〝２年４組〟だからこそどうしても俺は許せない」

　この二日間、試しにと思い２年４組の生徒をじっと目で追いかけた。

　人間の醜みにくい部分を根付かせているこどももいたにはいたが、優やさしいこどもの方が圧倒的に多かった。

　なのにどうしてあのバカが無理をしていることに気がつける人間がいない？

「誰の人生が終わっても俺はかまわない」

　青二は言った。言葉を失っているこども二人に向かってこじれきった笑顔を向ける。

　……こいつらにはわかるまい。

　旧校舎に閉じ込められ、出ることもできず、次のこどもが送り込まれてくるのを「ざまあみろ」という気持ちで待ち続けながら、いつしかこころも体も真っ黒になり、物事の判断が狂ってきた自分に唯一笑いかけてきたあの友人を、自分がどれだけ大切に思っているのかを。

　旧校舎の中から出ることができない自分の知らぬところで、《選定学級》の中に淳が入ったと知った時、胸がどんなに張り裂けそうだったかを。

　だから、だからそんな悪いこどもは────。

「みんな死ねばいい」

「せっちゃん」

　コン、という窓ガラスを叩くような音が保ほ健けん室しつの中に響いたのは、青二が優しい人間の死を深く願った時だった。

　青二は俯うつむいていた顔をそっと持ち上げる。窓の外を驚きよう愕がくの瞳で見つめながら、唯が口元に手を当てている姿が見えた。

　外にいる加奈子が勝ち誇ったような顔で自分をじっと見つめている。青二は自分のからっぽな胃の腑ふが焼け爛ただれそうになるのを感じて右腕を押さえた。

「八雲から話は全部聞いた」

　外と中を隔てる透明な壁に拳をつけている２年４組の生徒、赤平淳がそこにいた。

「せっちゃん、お前、俺の〝優しい〟親友じゃなかったのか」
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　青二に初めて会った時のことを、淳はよく覚えている。

　中学校三年生の夏。野球部の合宿場として貸し出された七城高校まで来た時に敷地内で迷い込み、旧校舎の側まで来た時に窓からだらりと腕を垂たれ下げている青二と目が合った。

「どっかの野球部？」

　そう訊きかれたので、淳はしゃきんと背筋を正して野球帽を剝はぎ取った。

「はい、町の中学から合宿で来ました。赤平淳っす、先輩」

「…………俺も、野球部の正せい捕ほ手しゆ」

　当時の青二はそう答え、そのあとに「……だった、昔は」と呟つぶやいた。

　けれど、ぱぁっと目を輝かがやかせた淳に青二の申告は届かなかった。

「な、何年生なんっすか？」

　淳は「くぅっ」と胸の前で拳こぶしを握りしめながら問いかけた。その時の青二の、きょとん、とした顔は正に傑けつ作さくだったと淳は思う。

「……に、二年生だ」

　……そういう、たどたどしい返答も今考えればらしくないぞ、せっちゃん。

「じゃあ、俺が来年ここに入学したら先輩と野球できますね。俺、ピッチャー志望なんです。ご指導のほどよろしくお願いします、先輩！」




　翌年、野球部に入部しても青二の姿は見当たらなかった。それどころか、青二の姿を旧校舎の窓越し以外の場で見かけることは全くなかった。

「出られないんだ」

　ある時、いつも通り腕を窓からだらりと垂らしている青二が淳に言った。

　豪ごう速そつ球きゆうストレートを何度投げてもなぜか傷ひとつつかない不ふ思し議ぎな旧校舎の壁で、淳がピッチングの練習を青二に見てもらっている時だった。

　その頃の淳は、幾千世青二というこどもは旧校舎に住む幽ゆう霊れいだと思っていたから、特別驚きはしなかった。なぜなら青二は成長しなかったから。

　一度、「どうして俺の前にだけ姿を見せるんだよ」と訊たずねたことがあったけど、「俺の台詞だバカ淳。どうして俺のことが見えるんだ？」と心底不思議そうに言われたので、多分、青二本人にも理由がわからないのだろう。




　……けど俺はなんとなくその理由がわかるぞ、せっちゃん。

　照れ臭いから敢あえて言葉には出さんけどもな。
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「旧校舎の中で、せっちゃんを追いかけに行った途中で気を失った。目が覚めた時は夜だった。俺は意識が朦朧としていて……でも旧校舎の外にいた。……せっちゃんが窓の中からそんな俺をじっと見下ろして〝全部夢だ〟……そう、確かに俺に言ったんだ。日程が全て終わったら全部忘れるからそれまでは寮りように戻って寝てろって。あの、変な化け物が襲おそってきて俺の右腕が食われたのも全部夢だって……お前、俺に言ったよな？」

　淳はふらりとよろめいた。加奈子は慌あわててその肩を支えると、青二に向かって説明した。

「誰か他に旧校舎から戻ってきてないか探してたら、男子寮の前で七城のおとなが見張ってて、ピンと来たよ。多分……うちのクラスから戻ってきた奴がいるから、そいつが外に出ないように見張ってるんだと思った。あたしは男子寮の共用炊事場に繫がる窓から中に忍び込んだ。幾千世、赤平は旧校舎に閉じ込められる以前に、アンタと出会ってたことを覚えてたよ」

「せっちゃん、俺を騙したのか……？　それにどうして俺だけ帰ってきてるんだよ！　俺は旧校舎の中でなにも願いを叶えてない！　他の奴らはどうした!?」

「喚くなよバカ淳」

「はぐらかすな答えろ！」

　空気がびりっと震えるほどの熱量の怒ど号ごうを淳は飛ばした。お調子者が出すような明るい声こわ音ねではない、果てしないショックを受けている声だ。

「頼む……頼むから、親友ならちゃんと説明してくれよ」

　そうして、前髪を焦じれったそうに搔かきむしる。

「それに野球部の問題は俺がクラスの奴らに勝手に黙だまってただけだろ。言わなかったのは、俺が気にしてなかったからだ。俺言ったじゃん、全然傷つかないって」

「噓つけよ、バカ淳」

　青二はゆっくりと喋った。

「お前はクラスの奴らに気がついてほしかった筈だ。口では強がって笑ってても、お前はしっかり救援信号を出してた。俺といる時間よりクラスの人間といる時間の方がはるかに長いだろ？　その中でどうして誰もお前の辛さに気がついてやれない？　同じ部屋にいて、寝食を共にして、親よりも長い時間一緒にいるクラスメイトがどうして気づかない？」

「せっちゃん……なぁ、マジでお前どうしちゃったんだよ」

「いつも通りだ、どうもしない」

　青二は右腕を更にきつく押さえた。そうして微み塵じんも恥はずかしがらぬ口調で、

「好きなんだよ、淳」

　濁にごった心情を吐と露ろする。淳の目が大きく見開かれた。

「ああ、けど勘かん違ちがいするなよ、倒とう錯さくの愛じゃなくて友情の愛な。お前は俺の一番大事で、一番放っておけないバカな友人なんだ」

　……淳。青二は胸の中でのみ告げる。

　……この百年近い間、淳、お前だけが俺に気がついて手を伸ばしてくれた。どれだけお前に救われたかわからない。

　だからお前を生かすためなら誰の人生が終わっても、全然こころが、傷つかない。

「せっちゃん……お前」

　青二の言葉に淳はどう返事をするかしばし思い悩んだ。

　加奈子が「赤平、飲まれるな」と淳を励はげますその姿を視界に入れながら────ただ一人、唯だけは青二に対して不思議な違和感を覚えていた。




　……なんだろう？

　私、どうしてか《伯爵様》に親近感に似たようなものを感じてる。




「じゃあ、俺が右腕食われてた時のあれはなんだったんだ。どうして庇ったんだよ」

「先にこの旧校舎からロストさせるためだ。淳、お前だけはルールを無視して助けるつもりだった。けど、さすがに一人だけ特別扱いするのは他のこども達が可哀想だろ。だから一番最初に見せてやったんだよ。〝こういう危険なことが起こりうるから気をつけろ〟って、クラスの奴らにデモンストレーションしてやったんだ」

「……アンタそれ本気で言ってんのか」

　淳が口を開く前に喋ったのは加奈子だった。

「他の奴らがどんな気持ちでこの二日間、この中から出ようと必死だったと思ってんだ！」

　怒鳴る加奈子の瞳にはよく見ると涙が湛たたえられていた。睫毛を伏せれば決けつ壊かいした涙がぽろぽろ落ちることだろう。そんなクラスメイトの姿を至近距離で見た淳は、ギリッと奥歯を嚙かみ締めた。自分も痛い思いをしたにはしたが途中で脱出することができた。

　けれどその間、外では八雲が、中ではクラスメイトが大変な思いをしたとここに来る前に聞かされている。

　……青二。俺は、俺はさ。

　お前が幽霊でも《伯爵様》でも、その存在が善良なる友人でさえあればなんだってよかったんだぞ。

「《伯爵様》は旧校舎の壁の中にいる」

「……赤平君？」

「芽室、よく聞いてくれよ。《伯爵様》……青二はきっと壁の中にいるんだ」

　淳の小さな呟きに唯が声をあげた。ソファの背もたれに腰かけていた青二がほんの僅わずかに唇を嚙む。

「青二が俺に言ってた。もしも旧校舎の中に閉じ込められたら、北東側の廊下の奥、その並びにある壁の中を探せって。多分その中に今までお前みたいに、選ばれたこども達の体も閉じ込められてるんだろ。そうなんだろ青二？　お前はなにかあったら俺を逃がそうとして、いつも口すっぱくそれを教えてくれてたんだよな!?」

「壁の中……？」

　唯はその言葉を反はん復ぷくした。

　この二日間、必死に旧校舎の中を探したが……壁の中なんて場所は一度も探したことはなかった。

「いいのか、《伯爵様》を見つけたら願いは叶えてもらえないぞ淳」

「だから代わりに俺が中に入って藍作達を生き返らせる。それでいいだろ。だから芽室は帰してやれよ、女の子だぞ!?」

「ちょっと待った」

　高ぶる淳の肩を引き寄せるようにして加奈子が語気荒く遮った。

「それじゃあまた誰か犠牲になるの？　それってどうなの」

「じゃあこのまま皆が死んだままでいいのかよ！」

「そんなのあたしだって嫌に決まってるじゃん！　こっちは幼おさな馴な染じみを去年事故で亡なくしてんだ、勝手に風呂場に沈めたとか根も葉もない噂うわさ流されてるけど、千ち晶あきは本当はあたしの大切な幼馴染だったんだよ！」

　暴れる淳の肩を力でねじ伏せるように押さえながら加奈子も負けじと声をあげた。

　幼馴染と過ごした日々を、取り戻したくないわけがあるだろうか？

「日高だって……藍作だって、あたしの大事な大事な幼馴染だ！　もう一度会いたいに決まってる、会いたいよ！　だけど……」

「青二、いいから俺を中に入れろ！」

　淳が加奈子を突き飛ばす勢いで保健室の中に向かって呼びかける。

　青二はしばし二人の顔を見つめたあと、とても真ま面じ目めな表情で頭を横に振った。

「もう例外は、意味がないってわかったからしない」

　……檜山兄弟の時は気まぐれだった。中身の入れ替えということに興味が湧わいて……もしかして、なにか特別なことをすればこの状況に変化のヒビが入るのでは？

　そんな微かすかな希望を十年前に持っていたこともあったが、結局全て無む駄だだった。

「誰もなにも変わらないし、なにも変えられないんだ。ここは、そういう場所なんだ」

「……ちょっと待って」

　窓際に立っていた唯の丸い目が、青二の右腕をじっと捉とらえて三人の会話を遮ったのはその時だった。

「な、なんだよ芽室、あたし達、今」

「ううん、違うの」

　唯がひどく心を痛めたような顔のまま口を開きかける。青二は唯が言いかけた言葉を予想して、大きく目を見開いた。まさか……。

　やめろ。

　やめろ……。

「あなた、もしかしてその右腕」

「言うな！」

　ソファから立ちあがった青二が悲痛に叫び声をあげた瞬間、保健室の天てん井じようにはめられていた蛍けい光こう灯とうが派は手でな音をたてて割れた。ポルターガイストでも起きたかのように、中のものがガタガタと揺ゆれ始める。ガラララララ、と開いていた窓ガラスが自動的に動いた。

「芽室！」

「おい、青二やめろ」

　閉じられる窓ガラスに、加奈子と淳が手をかけたがもう遅い。《伯爵様》の〝ご厚意〟で檜ひ山やま家の三男坊が最後の力を振り絞って開けた窓が、閉ざされようとする。

「加奈子ちゃん、赤平君！」

　突然のことで驚きながら唯は叫んだ。どうしよう、私も外に出なきゃと咄嗟に腕を伸ばしかけたが、はっとして両腕を自分の背に引っ込める。

　……帰れない。

　私はまだ、帰らない。

「い、いいか芽室。自力で願いを叶えるか壁の中を探しな！　最後の一人にはなるな！」

　加奈子は旧校舎の中から向かってくる突風に煽られながらも、必死に声を張りあげた。

　クラスメイト十数人と、唯一人の命のどちらをとるかと言われれば、どう考えてもクラスメイトをとるのが正解の筈だったが、今回はわけが違う。

　……藍作や千晶ならこんな時なんと言うだろう？　わからない。

　けれど、誰か一人に犠牲を強しいるというのは違う気がした。

　そんな加奈子の隣では、淳が信じられないほど悲しげな顔で、唯と青二を見つめていた。

「青二……」

　淳の悲しい声がする。

　カーテンがめくれあがるように揺れて窓ガラスを覆った。直前、加奈子の「なにがあっても諦あきらめるな、芽室！」という声が聞こえたのを最後にして、窓は完全に閉めきられた。

　旧校舎の外にいるだろう二人の声も姿も旧校舎の中には届かない。唯は少し沈黙してから、こころを決めて、自らの右腕を摑つかんで俯いている青二に近づいた。

　青二は唇を嚙み締めている。唯に気づかれたことを恥はじているようだった。

「……どうして、どうしてわかった？」

「私も気になってよく触るから、わかるの」

　青二が加奈子と淳と喋っている間中ずっと感じていた違和感の正体が、ようやくわかった。唯は自分の着ているジャージの袖そでを指でつまんでまくり上げた。リストカットの線が手首の上を真横に走っている。

「傷があるとどうしても服の上から押さえちゃう。周りから不ふ審しんに思われてるからやめなきゃって思うのにやめられない。気がついてないかもしれないけど、あなたはさっきからよく、それをしていた」

　唯はジャージの袖をおろしながら実感した。

　目の前にいる《伯爵様》。彼もまた、おとなたちの被害者だったということに。

「あなたのその右腕って、もしかして赤平君の右腕なんじゃないのかな……」

「…………」

「赤平君に対してそこまで愛情深い人が、デモンストレーションの材料に赤平君を使う筈ない。なにか……なにか理由があった。それに、赤平君が右腕をなくして、右腕が戻ってきてほしいって願わないわけがない。幾千世君は最初からそれを全部予想して、わざと赤平君の腕を化け物に襲わせた……それから自分の綺麗な右腕と、赤平君の腕を交換したんじゃないのかな？　そうすれば赤平君は〝化け物に食われた右腕が戻ってきた〟……それで願いが達成されて、旧校舎から脱出できるよね？」

「……こどもの悪いところは、自らと同世代の人間が弱っているのを見ると、必要以上に強い親近感を覚えることだ」

　青二は冷れい厳げんさを損なわないように唯に向かって目を眇すがめた。が、唯が引き下がらないのを見てため息をついた。

　青二の制服越しの右袖の中。そこには、〝化け物に食われたと周囲に見せかけておいた〟淳の右腕がある。その肌には、上級生につけられた根性焼きや痣の跡が少なからず残っている。青二はそっと瞼を伏せた。

「半分当たりで半分ハズレだ芽室。俺はただ淳の腕を綺き麗れいにしてやりたかったんだ。だって、嫌だろ？」

　──甲こう子し園えんに行く投手の腕に消えない暴力の痕が残ってたら淳が恥をかくじゃないか。

「もうきっとこの先、あんな人間は自分の前に現れないだろうな」

　青二は肩を揺らしながら、クツクツと喉の奥から笑いを漏らした。

　……ああ、そうか。また振り出しに戻るんだな。

　今日は永遠に続く不幸の連鎖のほんの一瞬にすぎない。

　唯が次の《肩代わり》になるか、それとも彼女が無事に旧校舎を出るか、どちらでも所しよ詮せん同じこと。

　後者の場合は来年にでも、自分が旧校舎に閉じ込められた時と同じ十七歳のこども達が、同じ時期におとな達に旧校舎に閉じ込められる。

　もちろんその時には、唯や淳や加奈子はここで体験した二日間のことは忘れている。

　だからなにも得られない。

　こどもはなにも、変わらない。

「あなたはちゃんと、青春時代をやり直すべきだと思う」

「……なんだって？」

「それに、あなたはなにもわかってない」

　唯は青二を睨み上げた。

「赤平君の異変にどうしてみんなが気がつかなかったか、わからないの？　それは赤平君が必死に私達に隠していたから」

「だからそれを」

「違うの」

　青二の言葉を強く遮りながら唯は首をぶるぶると横に振る。違う、違うのだ。

　青二はまだ淳のことを把は握あくしきれていない。唯は自分の腕をキツく押さえた。

　唯は自分の手首をきつく押さえた。

「私達はどうやったって、赤平君の痛みに気づけない」

「おい」

「だって私もそうだった」

　自分も、手首のことや、抱えている心情をずっとひた隠しにして生活してきた。

　学校生活に暗い話を持ち込んで、誰かの噂の種になったり、下手に同情されたりすると困ってしまうのがわかりきっているから、安あん易いに相談できなかった。

　胸に抱く悩みを自みずから人に打ち明けて、消化できる器用なこどももいるだろう。

　けれど唯には──淳にもまたそれができなかった。

　でも、気づいてくれる人が側にいた。

「赤平君の一番の友人があなただったから、あなたしか気がつくことができなかったんだよ。あなたは２年４組のこども達を許せなかった。誰も赤平君の傷に気がついてあげられなかったから……だけど実際は違う」

　目に湛えた涙をこれ以上、おさえることができなかった。

　淳の気持ちだけじゃない、青二のひたむきな愛についてもよく理解してあげることができた。彼はとても情が深い。

「外に出ることはできないけど、あなたが赤平君の一番の理解者だった。だから、誰を差し置いてもあなたしか赤平君の弱味に気がつかなかったし赤平君もあなただけには弱味を見せることができた。あなただけが赤平君にとって……」

　──淳にとって世界で一人、

「幾千世君だけが、最も大切で最も弱味を見せられる親友だったから……」

「…………」

　唯の言葉を聞きながら、青二は無意識に自分の右腕を押さえた。

　戸惑っている青二のその表情は、今年の夏に唯が倒れた時に付き添ってくれた檜山徹てつ星せいの顔とぴったり重なった。

『切なくて切なくて、どうしようもない。どうしてもっと早く気がついてあげられなかったのか』と自らを悔やむ二人の顔。

　けれど違う。

　あなた達が傷つくことはひとつもない。

「傷ついてる当事者にとったら、自分がこころから信頼をおいている人に気がついてもらえるだけで救われるんだよ、幾千世君」

「……淳が、芽室にそう言ったのか？」

「私にはさっき、そう言いたがってるように見えた。私にそれを伝えてくれって言ってた」

　肌に書かれたメッセージを手の平で押さえる。……どうか、力を貸してほしい。

「あなたはちゃんと学校生活をやり直すべきだよ」

　唯は青二に腕を伸ばした。青二は困こん惑わくした表情でそんな唯を見下ろしている。

　……こいつはなにを言ってるんだ？　と、視線できつく唯を責め抜いてから、

「やり直せないからここにいるんだ芽室。俺は最初に閉じ込められた人間だ。外に出られない。出られるわけがないだろ。もうそういうのはたくさんだ。変に希望を持たせるのはやめろ」

　唯の腕が振り払われる。強く拒きよ絶ぜつされてひるんだが、徹星からもらったメッセージと、別れる直前、加奈子にかけてもらった言葉が自分の背中を強く押した。




　生きろ、耐え抜け

　なにがあっても諦めるな、芽室




「出られるよ」

　唯はきっぱりと言った。

　青二が口を閉ざして唯を凝ぎよう視しする。まさに目は口ほどにものを言うという態度だった。

「私の好きな人に弟がいるらしいの。もしも……もしも万が一お兄さんのあとをその子達が追ってきたら七城に入学することになる。ううん、それだけじゃない。自分の親しん戚せきの姪めいっ子とか、友達の弟とか、そういうこども達が七城に入学して────今ここで私がなにも〝得られなかった〟ら、他の誰かが犠牲になるかもしれない」

「……地相を変えること、それはできないぞ芽室。土地は変えられない」

「だけどなにか突破口を作らないと永遠に繰り返される」

　誰かが新しいことをしていかないと、学校の中はなにも変わらない。

「幾千世君が一番最初にこの旧校舎に閉じ込められた時、〝皆犠牲になれ〟って思ったって言ってたよね」

　青二は黙って聞いている。唯がこれからなにを願うのか全く想像することができない。

　……このどこにでもいそうなとろそうなこどもは、《伯爵様》である自分になにを言い出そうというのか？　どうせろくなことじゃない、そう思うのに拒絶することができない。

　十年前、檜山兄弟に気まぐれに与えた救いが無む駄だに終わったことで、結局なにも変わらないのだなと、全てを諦めているのに……。

「あなたは一番最初に閉じ込められて、不幸が起きる土地で、もっと大きな不幸を願ってしまった。そのマイナスの思いをこの土地が気に入って、不幸の連鎖が始まった」

「なにが言いたい。根本の俺が問題だっていいたいのか」

「わからない。けど、今の私ならもっとうまくやれる」

　唯は青二の左手をそっと握った。

「もしも今の私が過去のあなたの代わりに旧校舎の中に閉じ込められたとしても、誰の不幸も願わないまま、旧校舎の中でも絶対に自分を保ってみせる」

「お前、なにを……」

「私が最初の《伯爵様》になって、不幸を押さえ込んでみせる」

　唯は微笑ほほえんだ。

　驚きよう愕がくに目を見開く青二を見つめて、それからもう一度心の中で呟く。

〝生きろ、耐えぬけ〟

　なにがあっても、その言葉が自分の一生の糧かてになる。

「幾千世君は、もう解放されるべきだよ」

　唯は青二の左手をもう一度強く握りしめた。

　青二の目が見開かれる。その目頭には微かにだが、涙がたまっていた。

　それはおよそ百年間、こころのどこかで「いつかは」と、望んでいた言葉かもしれなかった。

「私は、《伯爵様》に願いを叶えてもらう」

　けれどそれは、クラスメイトを生き返らせてもらうことではない。

　そうして唯は、青二に向かって自分の願いを滔とう々とうと告つげた。




　２年４組。最後の一人、芽室唯の願いは叶えられた。
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「──優ゆう、おい、優ゆう希き起きろ」

　うつらうつらと微睡まどろんでいると誰だれかに名前を呼ばれた。

　一瞬「優希って誰だよ？」と思ったが自分の名前だと理解して目を開けると、クラスメイト兼けん悪友の、北きた見み椿つばきが仰あお向むけに寝転んでいる自分を怪け訝げんそうに見下ろしていた。

　化学研究部だかなんだかよくわからない部に所しよ属ぞくしているせいで、常つね日ひ頃ごろ──文化祭当日ですらも、脇に宮みや沢ざわ賢けん治じ関係の本を数冊抱えている北見は白はく衣いを着ている。

「あんなぁー北見」

　口元に付けているマスクを指で少し持ち上げてから、優希は友人に抗議した。

「文化祭当日まで白衣着るなよ。普通の日だと勘違いするだろ」

「そんな普通じゃない日に、旧校舎の外で怠たい惰だ極めてる優希に言われたくないな」

　北見は皮肉っぽく笑うと革かわ靴ぐつの先で優希をガンと蹴けった。

「そういえば優、まだ進路希望調査表出してないんだって？　うちの学年で出してない奴ってお前だけらしいよ、八や雲くもかなり怒ってたって」

「文化祭が終わったら出そうと思ってたんだよ。つうか、八雲マジで俺に厳しくない？」

「そんなこと言わないで今のうち媚こび売っとけよ。あいつ、七城の次期生徒会長なんだからさ。けどあの生き真面目さで生徒会長って相そう当とうはまってるよな」

　クラスメイトの名前を出して北見が笑う。〝八雲〟とは、優希と北見と同じクラスの秀才男子の苗字だ。

「それもそうだな、媚売っとくか」とこころの中で優希は相あい槌づちをうつ。

「そういえば八雲のところに、妹とその同級生二人が遊びにきてるってよ。確か七歳って言ってたから今日うちに遊びにくる優のとこの弟とも同級生じゃないのか？　もし時間合えば会わせてやればいいじゃん。案外いい関係築きずけるかもよ」

「あー……けどうちの奴、口悪いからな。八雲の妹ってどうせ、きっちり真面目な優等生なんだろ」

「いや、それが意外と生意気で口達者な女の子らしい。確か加奈子って名前だって八雲が言ってたけど」

「はいはい。そうですか。〝子〟のつく名前は嫌いじゃねえよ。まー、うちの弟がいいって言えばな。けど絶対喧けん嘩かになるぞ」

　答えながら優希は側にあった開校記念碑を支えに立ち上がる。

　そうしてなんとなく、旧校舎に近寄って窓ガラス越しに中を覗のぞいた。

　今はもう使われていない木造平屋建ての旧校舎の中は暗い。

　ここだけ夜半の時間帯のまま、時が永遠に止まっているようだ。

「……あのさぁー」

　しばらく黙り込んだあと、優希は肩越しに北見を振り返った。

「この中ってどうやったら入れんだろうな。つうか北見、入ったことある？」

「ないない。ていうか、そこは立ち入り禁止だろ」

　小こ馬ば鹿かにしたように北見が言った。

「鍵かぎもかなり頑がん丈じようにかかってるし。今年入った２年生が度ど胸きよう試だめしにって色々試してみたけど、確かダメだったんじゃなかったか？　噂では窓ガラスも割れないらしいけど」

「じゃあ……七城の教師になったら鍵貸してもらえんの？」

「上の信頼に足るような教師なら貸してもらえるんじゃないか？　ていうかそういう目的で旧校舎気になってたんなら図書館で歴史的建造物、てジャンルの本何冊か借りてやろうか？」

「ばぁーか。俺は建築オタクじゃねえよ」

　優希は笑って、カーディガンのポケットに手を突っ込んだ。

　さっきからひっそりと震えていた携帯電話──二〇〇三年である今年最新モデルの携帯電話を耳に当てると、〈もしもし優兄にい？　今からそっちの駅に向かうよ〉と弟である檜山徹星の声がした。

「わーった、わーったよ」

　相あい変かわらずよく喋る奴。二言三言喋ってから電話を切った──ちょうどその時、どこからか、自分の最も好きな曲が聞こえた気がして優希は旧校舎を振り返った。




　どうしてこんなにも旧校舎に焦こがれているのか、実際のところ自分でもよくわからない。

　けれど、未いまだかつて一度も旧校舎の中に入ったことはないのに──以前、あの中でなにか大事なものと別れてしまった、そんな気がする。

　そしてそれはおそらく今もあの中にいる。

　辛しん抱ぼう強く、諦めずに、自分と出会える日をずっとそこで待っている。

　優希はズボンのポケットに入れていた進路調査票をそっと取り出した。

　第三希望、第二希望は未記入。

　第一希望は「母校の教師」。

　昔の思い出を懐なつかしむように両目を緩ゆるく細めたあと、優希は前に向かって歩き始めた。

　と、本校舎からわざわざ自分を探しに来たのだろうか？

　クラスメイトの八雲と、その妹と、妹の同級生というこども達三人の姿が見えた。

　女の子の一人はなぜか片手に小さな花束のようなものを持っている。

　もう一度、優希がなんの気無しに旧校舎を振り返ってみると、窓ガラスに人影が映っているのが見えた。光が見せた錯さつ覚かくだろうか？

　けれど確かにその錯覚は、自分にひらひらと手を振っていた。
















　彼女とは近い将来必ず会えるだろう。そう確信しながら、

「……七城の教師になって、おとなになったら絶対にそこまで迎むかえに行くよ」

　とても静かに優希が言うと、その人影が嬉うれしそうに笑った気がした。

　いつかなんとかしてみせる。

　名前も知らない人影に向かい、優希もまた、手を振り返した。







　私を月まで連れてって。

　昔あなたが教えてくれたあのメロディ。

　それを支えに、私はその日を待っている。
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　お久しぶりです、岬みさきと申します。

　上巻で多々綴つづります的な発言をしていたのですがページ数の都合により、よろしければこの後書きを謝しや辞じをお伝えする場にさせていただければ幸いです。




　と、いうことで……。

　今回、上巻下巻共に締め切りデッドラインを飛び越えてご迷めい惑わくをおかけしてしまいながらもスケジュール調整をしてくださった担当様。

　タイトにも関わらずお力添えしてくださいました校正様。

　カバーデザインを担当してくださった（徹てつ星せい好きと言っていただけて嬉しいです…！）ムシカゴグラフィクスのデザイナー様。

　素敵なイラストを担当してくださいましたかる先生（多人数のキャラなのでかなりの仕事量をお任せしてしまったと思います）、編集スタッフの皆様、印刷所の皆様、そしてこの本を手にとってくださった皆様に厚く厚く御礼申し上げます。

　本当にありがとうございました。








岬






　Ｐ．Ｓ．

　本に収まりきらず、約一冊分程カットした部分などがあるのですが、そちらは今後どこかでお目見えさせていただけるようです。

　もし興味のある方がいらっしゃいましたら、こっそり、公式サイト様をチェックしてくださったら、とても嬉しいです。

　またどこかで、お会いできましたら幸いです。








著者

岬

Misaki




北海道在住。

かなりの辛党派。










イラスト

かる

Karu




イラストを担当させていただきました、かるです。

最近涼しくなってきてよかったです。

今回もよろしくお願いします。
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